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「

このたび，杏林大学保健学研究科濡護学W[攻を殻瞳することについて，学校教育法第４条第２

項及び学校教育法施行令第２３条の２第１項の規定により，別紙撚噸を添えて尻けlllまず。な

お，届出の上は，確災に届111に係る計画を履行します。

「）
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１． 基本計画書



備 考

保健学部看護学科

卒業要件単位数
実験・実習

保健学研究科看護学専攻
（博士前期課程）

26科目 18科目 6科目 50科目

新 設 学 部 等 の 目 的

ガッコウホウジンキョウリンガクエン　

大 学 の 名 称

研究科の専攻の設置

杏林大学〔Kyorin University〕

大 学 の 目 的

フ リ ガ ナ キョウリンダイガク

記 入 欄

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人杏林学園　　　　

基　本　計　画　書

設 置 者

基 本 計 画

事 項

新設学部等の名称
講義

大 学 本 部 の 位 置

入学
定員

計

大学院は、大学建学の精神に則り、専攻分野に関する専門的な学術の理論及び応用
を教授研究し、その深奥をきわめて、優れた研究者及び高度専門職業人を養成する
ことにより、文化の進展に寄与することを目的とする。

収容
定員

編入学
定　員

保健学研究科看護学専攻では看護の専門分野において、広い視野と豊かな学識を有
し、専門性の高い業務を遂行することができる高度専門職業人を養成することを目
的とする。

所　在　地
修業
年限

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

東京都三鷹市新川六丁目２０番２号

教育
課程

　　年　月
第　年次

計

14

30単位

開設する授業科目の総数

新
設
学
部
等
の
概
要

年 人

看護学専攻 2 7

〔Graduate School of
Health Sciences〕

〔Master course of 

   Nursing〕

人年次
人

―

新 設 学 部 等 の 名 称

保健学研究科

同一設置者内における
変更状況

（定員の移行，
名称の変更等）

平成20年度より国際協力研究科国際開発専攻（博士前期課程）（△3）入学定員減

平成20年度より国際協力研究科国際文化交流専攻（博士前期課程）（△2）入学定員減

平成20年度より国際協力研究科国際医療協力専攻（博士前期課程）（△2）入学定員減

演習

東京都八王子市宮下町修士
（看護学）

平成20年
4月1日

第1年次

476番地

（博士前期課程）
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保健学研究科保
健学専攻（博士
前期課程）から
４（うち教授
３）人

0 8

（8）

2

（0）

（2）

70

（0） （0）

（0）

8

（8）

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

（68） （2） （70）

（1）
1

2

職　　　種

0

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

そ の 他 の 職 員
1

（1）

68

新

設
分

計

国際協力研究科開発問題専攻
（博士後期課程）

医学研究科（博士課程）

事 務 職 員

（96）
59

（60）

1996 3090

（0）

0

（19）

計

60

（309）

1

0

（59）

（33）

0

（0）

専　　任 兼　　任

（0）（176） （0）
176

（168）

（11）

168 74 49 0 291 0 18

（14） （0）

（0）
3 00

（3）

0

（39） （0）（2） （0）

39

（18） （0）

（1）

0 0

18

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称

計

（291）

合　　　　計

（0）

（1）

（0）（12）

計

59

（59）

（49）（74）

教授

（0）

0 3

（0）

1
（1）

（0）

0 11

0

8
（8）

計准教授

（0） （18）

講師

保健学研究科看護学専攻（博士前期課程）

保健学研究科保健学専攻
（博士前期課程）

（7）

28 9

（8） （7）

54 55 44

（54）

3

専任教員等

（44）

（2）

（28） （9）

12 2 0

2

180 1

兼任
教員

0

助手助教

0

0

（55）

8 7

（3）
7

0 19

（0） （19）

0

（19） （0） （0）

19

（3）

保健学研究科保健学専攻
（博士後期課程）

29 6 0

（29） （6） （0）

0 35

（0）

（4）

国際協力研究科国際医療協力専攻
（博士前期課程）

6 2 1

（6）

国際協力研究科国際開発専攻
（博士前期課程）

0 14

（22） （0）

（0） （35） （0）

（2） （1）

（0）

0

（2）

国際協力研究科国際文化交流専攻
（博士前期課程）

20 0 2

（20）

0

（0） （9） （0） （0）

9 0

八王子
キャンパスのみ

0 22 0 4

0 0

（0） （153） （0） （0）

0 153

（0）

既

設

分
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当該研究科

千円

語学学習施設

手数料収入、資産運用収入等を充当する。

千円

― 　　　㎡

冊 種

講義室

（　　　―　 　㎡）

学術雑誌

千円

学生納付金以外の維持方法の概要

（　　　―　 　㎡）

情報処理学習施設

学生１人当り
納付金

第４年次 第５年次

（64,650.07㎡）

― 　　　㎡校　　　舎

（　　〔　　〕）

〔　　〕　

（　　〔　　〕）

〔　　〕　

（　　〔　　〕）

〔　　〕　

計
〔　　〕　

面積

開設年度 完成年度

共 同 研 究 費 等

完成年度

462千円

区分

354千円 282千円教員１人当り研究費等

設備購入費 897千円

第１年次

0千円0千円

第６年次

1,167千円

第２年次

開設年度

㎡

区　分

体育館
面積

㎡

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要 1,250千円 800千円

図書館
収 納 可 能 冊 数

体育館以外のスポーツ施設の概要

（　　　　　）（　　〔　　〕）

〔　　〕　

― 　　　㎡

― 　　　㎡

― 　　　㎡

経費
の見
積り

閲覧座席数

図書購入費

開設前年度

134千円

639千円

14,570.00㎡― 　　　㎡

計

― 　　　㎡

35,783.46㎡

148,656.35㎡小          計

そ    の    他

校　舎　敷　地

（64,650.07㎡）

184,439.81㎡

134,086.35㎡

― 　　　㎡

― 　　　㎡

共用する他の
学校等の専用

35,783.46㎡― 　　　㎡

共用する他の
学校等の専用校

　
　
地
　
　
等

室

室

計

64,650.07㎡

（補助職員　人）

― 　　　㎡

共　　用

64,650.07㎡

184,439.81㎡

148,656.35㎡

― 　　　㎡

共　　用

運 動 場 用 地 14,570.00㎡

専　　用区　　　分

134,086.35㎡

電子ジャーナル

実験実習室

新設学部等の名称

（補助職員　人）

新設学部等の名称

合          計

室

演習室

図書

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

教室等

〔うち外国書〕

専　　用

室

〔　　〕　

（　　〔　　〕）

（　　〔　　〕）

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

室　　　数

（　　　　　）（　　　　　）

機械・器具視聴覚資料

点

（　　　　　） （　　　　　）

点

標本

点

室 室

千円

第３年次

217千円

（　　　　　）
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東京都八王子市
宮下町476番地

［看護学科］
Ｈ20年度2年次編入学定
員変更
10人→2人
Ｈ21年度3年次編入学定
員変更
10人→8人

［外国語学科］
Ｈ18年度1年次入学生よ
り募集停止
 [英語学科]
Ｈ21年度3年次編入学定
員変更
10人→ 5人
 [東アジア言語学科]
Ｈ21年度3年次編入学定
員変更
25人→13人
 [応用コミュニケーショ
ン学科]
Ｈ21年度3年次編入学定
員変更
10人→ 5人

［総合政策学科］
Ｈ16年度入学定員変更
290人→350人
Ｈ18年度入学定員変更
350人→180人
保健学部へ50人振り替え
H20年度3年次編入学定員
変更
50人→30人
Ｈ21年度3年次編入学定
員変更
30人→10人
[企業経営学科]
Ｈ21年度3年次編入学定
員変更
20人→5人

東京都八王子市
宮下町476番地

2年次 6
3年次 4

S54年度186
学　士

(保健衛生学)

保健学研究科

　健康福祉学科 4 40 1.25

170

　東アジア言語学科 70 3年次13

　応用コミュニケー
　ション学科

4 110 3年次 5

学　士
(救急救命学)

学　士
(文 学)

4

4 40 3年次 5

450
学　士
(文 学)

H18年度

450
学　士
(文 学)

1.05 H18年度

306 0.63

　英語学科 4 110 3年次 5 1.08 H18年度

東京都八王子市
宮下町476番地

　外国語学科 4 － － －
学　士
(文 学)

1.23

外国語学部

H13年度

H18年度　企業経営学科 4 120 3年次 5 490 0.89

1.204 H14年度

学　士
(企業経営学)

　総合政策学科 180 3年次10 740
学　士

(総合政策学)

東京都八王子市
宮下町476番地

1.12 H 6年度

H18年度

1.22 H18年度

　臨床工学科 4 40

　救急救命学科

総合政策学部

－ 160

342
学　士
(看護学)

学　士
(臨床工学)

1.26

　臨床検査技術学科 4 80
2年次 6
3年次 4

　看護学科 4 80
2年次 2
3年次 8

東京都八王子市
宮下町476番地

1.26 S54年度

［臨床検査技術学科］
Ｈ18年度入学定員変更
55人→65人
Ｈ19年度入学定員変更
65人→80人
Ｈ20年度2年次編入学定
員変更
10人→6人
Ｈ21年度3年次編入学定
員変更
5人→4人

［健康福祉学科］
Ｈ19年度学科名称を1年
次入学生より変更
保健学科→健康福祉学科
Ｈ19年度入学定員変更
55人→40人
Ｈ20年度2年次編入学定
員変更
10人→6人
Ｈ21年度3年次編入学定
員変更
5人→4人

所　在　地

346
学　士

(保健衛生学)

学　士
(医 学)

保健学部

　医学科 6 90

東京都三鷹市新川
六丁目20番2号

倍

－ 540 0.99 S45年度

14
修士

（保健学）

年次
人

定　員
超過率

医学部

学 部 等 の 名 称
修業
年限

編入学
定　員

大 学 の 名 称杏林大学

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

附属施設の概要

既
設
大
学
等
の
状
況

人年 人

収容
定員

医学研究科
　（博士課程）

4 34 － 136 S51年度
東京都三鷹市新川
六丁目20番2号

H5年度

　保健学専攻
　（博士前期課程）

2 7 －

国際協力研究科

20 －

博士
（医学）

0.48

40 修士
（国際医療協力）

0.5 H16年度

36
博士

（学術）
0.5

　開発問題専攻
　（博士後期課程）

3 12 －

　国際医療協力専攻
　（博士前期課程）

2

12
博士

（保健学）
0.33 S61年度

H7年度

0.6

0.85 S59年度

1.02 H5年度

　国際開発専攻
　（博士前期課程）

2 40 －

　国際文化交流専攻
　（博士前期課程）

2

80
修士

（開発学）

40
修士

（学術）
20 －

　保健学専攻
　（博士後期課程）

3 4 －
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２． 教育課程等の概要



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1～2 6 ○ 1

－ 0 10 0 3 0 0 0 0

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1～2 6 ○ 1

－ 0 10 0 2 1 0 0 0

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1～2 6 ○ 1

－ 0 10 0 3 0 0 0 0

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

－ 0 4 0 2 0 0 0 0

1 2 ○

－ 0 2 0 0 0 0 0 0

1 2 ○

－ 0 2 0 0 0 0 0 0

1 2 ○ 2 1

－ 0 2 0 2 1 0 0 0

2 4 ○ 2 1

－ 4 0 0 2 1 0 0 0

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1 1

－ 0 0 4 2 1 0 0 0

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

－ 0 0 4 2 0 0 0 0－

小計（1科目） －

特
別
講
義

特別演習Ⅰ(エイズ対策）

特別演習Ⅱ(地域保健行政論）

特
別
演
習 小計（2科目）

－

－
ジ

ャ

ー

ナ

ル

ク

ラ

ブ

ジャーナルクラブ

小計（1科目） －

法
医
看
護
学

法医看護学

－

遺
伝
看
護
学

遺伝看護学

小計（1科目） －

基
礎
看
護
学

基礎看護学特論

地
域
保
健
看
護
分
野
科
目

高
齢
者
看
護
学

小計（1科目）

特別講義Ⅱ(認知症研究の最新の進歩）

小計（2科目）

在宅看護学実習

特別講義Ⅰ(看護倫理学）

特
別
研
究

特別研究(論文指導)

授業科目の名称 配当年次

小計（3科目）

－

－

－

高齢者看護学実習

小計（3科目）

在宅看護学特論

在宅看護学演習

小計（2科目）

在
宅
看
護
学

高齢者看護学特論

高齢者看護学演習

地
域
看
護
学

地域看護学特論

地域看護学演習

地域看護学実習

小計（3科目）

専任教員等の配置

基礎看護学演習

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健学研究科看護学専攻）

備考
科目
区分

授業形態単位数
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称 配当年次

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業形態単位数

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1～2 6 ○ 1

－ 0 10 0 2 1 0 0 0

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

－ 0 6 0 3 0 0 0 0

1 4 ○ 1 1

1 2 ○ 2

1 4 ○ 1 1

1 2 ○ 2

1～2 6 ○ 1

－ 0 18 0 3 5 1 0 0

1 2 ○ 1 1

1 2 ○ 2 2

1～2 6 ○ 1 1

－ 0 10 0 2 4 2 0 0

1 2 ○ 3

－ 0 2 0 3 0 0 0 0

2 4 ○ 3

－ 4 0 0 3 0 0 0 0

特別講義Ⅰ(がんの病因・病態生理学） 1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

小計（2科目） - 0 0 4 - 2 0 0 0 0

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

－ 0 0 4 2 0 0 0 0

成人看護学Ⅱ演習

特
別
演
習

特別演習Ⅰ(ターミナルケア）

特別演習Ⅱ(救急看護学）

小計（2科目） －

－

特別講義Ⅱ(救急看護学）

小計（1科目）

医
療
安
全
管
理

看護医療安全教育論

医療安全管理論

看護医療安全教育・医療安全管理論演習

特
別
研
究

特別研究(論文指導)

特
別
講
義

－

ジャーナルクラブ

小計（1科目）

－

母
子
看
護
学

母子看護学特論

母子看護学演習

母子看護学実習

－

看
護
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
科
目

精
神
看
護
学

精神看護学特論

精神看護学演習

精神看護学実習

小計（3科目）

成
人
看
護
学
成人看護学実習

小計（5科目）

ジ

ャ

ー

ナ

ル

ク

ラ

ブ

小計（3科目）

小計（3科目） －

成人看護学Ⅰ（がん看護A）特論

成人看護学Ⅰ演習

成人看護学Ⅱ（がん看護B）特論

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称 配当年次

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業形態単位数

1 2 ○ 3

1 2 ○ 2

1 2 ○ 2

看護研究方法論 1 2 ○ 2 1

看護政策学特論 1 2 ○ 3

家族看護学特論 1 2 ○ 2

－ 0 12 0 14 1 0 0 0

1 2 ○

医療倫理学 1 2 ○

疫学特論 1 2 ○

学校保健学特論 1 2 ○

人類遺伝学 1 2 ○

－ 0 10 0 0 0 0 0 0

－ 8 108 16 8 7 3 0 0

2学期

１学期の授業期間 15週

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分
卒業要件：当該課程に2年以上在学し、30単位以上を修得し、かつ、必要な
研究指導を受けたうえ、当該課程の目的に応じ、当該大学院の行う修士論文
又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格すること。

履修方法：専門看護師を目指す学生（以下aと表示）
　　　　　それ以外の学生（以下ｂと表示）
aについて
専攻共通科目から4科目8単位以上
成人看護学5科目18単位を選択必修

bについて
・専攻共通科目から2科目4単位以上
・保健学専攻との共通開講科目から2科目4単位以上

①地域保健看護分野に所属する学生は、科目区分、高齢者看護学、地域看護
学、在宅看護学、基礎看護学、遺伝看護学、法医看護学の講義・演習から4
科目8単位以上選択必修、ジャーナルクラブを必修

②看護ケアマネジメント分野に所属する学生は、科目区分、精神看護学、医
療安全管理、成人看護学、母子看護学の講義・演習から4科目8単位以上選択
必修、ジャーナルクラブを必修

１時限の授業時間 90分

合計（50科目） －

保
健
学
専
攻
と
の

共
通
開
講
科
目

医療コミュニケーション学特論

小計（5科目）

学位又は称号 修士（看護学） 学位又は学科の分野 保健衛生学

－

－

専
攻
共
通
科
目

看護教育学特論

看護教育学演習

看護管理学特論

小計（6科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 2 ○ 1

1 2 ○

環境科学特論 1 2 ○

保健栄養学特論 1 2 ○ 1

総合演習 1 2 ○

総合実験 2 10 ○ 1 （論文指導含む。）

－ 12 10 0 2 1 0 0 0

1 2 ○ 1

保健管理学特論 1 2 ○

学校保健学特論 1 2 ○ 2

精神保健福祉学特論 1 2 ○ 1

健康教育学特論 1 2 ○ 2

総合演習 1 2 ○

総合実験 2 10 ○ 5 （論文指導含む。）

－ 12 10 0 10 0 1 0 0

1 2 ○ 1

地域看護学特論 1 2 ○ 1

救急医学特論 1 2 ○

医療管理学特論 1 2 ○ 1

医療情報学特論 1 2 ○ 1 1

1 2 ○

2 10 ○ 4 （論文指導含む。）

－ 12 10 0 7 2 0 0 0

1 2 ○ 1

臨床生理学特論 1 2 ○ 2

臨床病理学特論 1 2 ○ 2

細胞診断学特論 1 2 ○ 1

薬動力学特論 1 2 ○ 1

1 2 ○

2 10 ○ 7 （論文指導含む。）

－ 12 10 0 14 0 0 0 0

1 2 ○ 1 1

免疫学特論 1 2 ○ 1

感染症疫学特論 1 2 ○ 1 1

総合演習 1 2 ○

総合実験 2 10 ○ 2 （論文指導含む。）

－ 12 6 0 5 2 0 0 0

環
境
と
健
康
の
科
学

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健学研究科保健学専攻・博士前期課程）

専任教員等の配置単位数

－

備考

－

病
態
の
検
査
科
学

小計（7科目）

病
因
の
検
査
科
学

総合実験

小計（7科目）

授業形態

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

人類生態学特論

疫学特論

環境保健学特論

小計（7科目）

－

保
健
・
福
祉
の
科
学

病理学特論

総合演習

医療看護学特論

総合演習

総合実験

保健福祉学特論

小計（7科目）

医
療
・
看
護
の
科
学

－

－

微生物学特論

小計（5科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置単位数

備考

授業形態

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

1 2 ○ 1 1

解剖学特論 1 2 ○ 2

脳神経生理学特論 1 2 ○ 2

人類遺伝学特論 1 2 ○ 1

1 2 ○

2 10 ○ 4 （論文指導含む。）

－ 12 8 0 10 1 0 0 0

1 2 ○ 1

生物有機化学特論 1 2 ○ 1 1

生化学特論 1 2 ○ 1

分子細胞生物学特論 1 2 ○ 1 1

1 2 ○ 1

総合演習 1 2 ○

総合実験 2 10 ○ 2 （論文指導含む。）

－ 12 10 0 5 3 1 0 0

－ 84 64 0 28 9 2 0 0

総合実験

固
体
の
生
命
科
学

－

分子生物学特論

小計（6科目）

総合演習

学位又は称号 修士（保健学） 学位又は学科の分野 保健衛生学

小計（7科目） －

生理学特論

合計（46科目） －

細
胞
・
分
子
の
生
命
科
学

分子生命科学特論

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

当該課程に2年以上在学し、30単位以上を修得し、かつ、必要な研
究指導を受けたうえ、当該課程の目的に応じ、当該大学院の行う修
士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に
合格すること。

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

１学年の学期区分 2学期
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○

環境化学 1 2 ○

保健栄養学 1 2 ○ 1

特別研究 2 10 ○ 1 （論文指導含む。）

－ 10 10 0 2 2 0 0 0

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○

1 2 ○ 2

1 2 ○ 2

1 2 ○ 2

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

2 10 ○ 10 （論文指導含む。）

－ 10 20 0 20 2 0 0 0

1 2 ○ 1

臨床生理学 1 2 ○ 2

臨床病理学 1 2 ○ 2

細胞診断学 1 2 ○ 1

薬動力学 1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

2 10 ○ 8 （論文指導含む。）

－ 10 16 0 18 0 0 0 0

特別研究

小計（9科目）

救急医学

特別研究

精神保健福祉学

学校保健学

地域保健学

地域看護学

病理学

－

－

免疫学

感染症疫学

検
査
科
学

微生物学

保健福祉学

小計（11科目）

授業形態

健
康
科
学

単位数

－

医療管理学

健康教育学

医療看護学

医療情報学

備考

環
境
科
学

人類生態学

疫学

環境保健学

小計（6科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健学研究科保健学専攻・博士後期課程）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

専任教員等の配置

1 2 ○ 1

1 2 ○ 2

1 2 ○ 2

1 2 ○

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

2 10 ○ 7 （論文指導含む。）

－ 10 18 0 15 2 0 0 0

－ 40 64 0 29 6 0 0 0－

学位又は学科の分野 保健衛生学

１学年の学期区分 2学期

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

合計（36科目）

生化学

生
命
科
学

授業期間等

同課程に5年（前期課程を修了した者にあっては、当該課程におけ
る2年の在学期間を含む。）以上在学し、前期課程の修得30単位を
含め50単位以上を修得し、学位論文を提出してその審査及び最終試
験に合格すること。

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

博士（保健学）学位又は称号

－

生理学

細胞生物学

分子生物学

生物有機化学

脳神経生理学

細胞遺伝学

分子遺伝学

特別研究

小計（10科目）

分子生命科学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

哲学 1 2 ○

生命倫理学 2 2 ○

法学 1 2 ○

日本国憲法 1 2 ○

心理学 1 2 ○

発達心理学 1 2 ○

社会心理学 1 2 ○

社会福祉学 1 2 ○

芸術 1 2 ○

ホスピタリティ論 1 2 ○

文化人類学 1 2 ○

国際関係論 3 2 ○

健康スポーツ科学 1 2 ○

体育実技 1 1 ○

小計（１４科目） － 0 27 0 0 0 0 0 0

統計学 1 2 ○

人類遺伝学 2 2 ○

物理学概論 1 2 ○ 1

化学概論 1 2 ○

生命科学概論 1 2 ○

情報処理論 1 2 2 ○

小計（６科目） － 2 12 0 0 1 0 0 0

英語Ⅰ 1 2 ○

英語Ⅱ 1 2 ○

英語Ⅲ 2 2 ○

英会話 2 2 ○

医学英語 2 2 ○

フランス語Ⅰ 1 2 ○

フランス語Ⅱ 1 2 ○

フランス語Ⅲ 2 2 ○

フランス語会話 2 2 ○

日本語表現法 1 2 ○

小計（１０科目） － 4 16 0 0 0 0 0 0

一
般
教
養
領
域

人
間
科
学
系

－

専任教員等の配置

備考配当年次
科目
区分

単位数

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健学部看護学科）

授業形態

自
然
科
学
系

－

授業科目の名称

言
語
系

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考配当年次
科目
区分

単位数 授業形態

授業科目の名称

解剖学 1 2 ○

生理学 1 2 ○

生化学 1 2 ○

栄養学 1 2 ○

病態学Ⅰ 1 2 ○

病態学Ⅱ 2 2 ○

微生物学 1 2 ○

薬理学 2 2 ○

公衆衛生学 1 2 ○

関係法規 2 1 ○

カウンセリング 3 1 ○ 1

臨床心理学 3 1 ○

血液学 2 2 ○

免疫学 2 2 ○

医学概論 1 2 ○ 2

小計（１５科目） － 19 8 0 3 0 0 0 0

看護学概論 1 2 ○ 1

看護方法演習Ⅰ 1 2 ○ 2 3

看護方法演習Ⅱ 1 2 ○ 2 3

看護方法演習Ⅲ 2 2 ○ 2 3

看護方法演習Ⅳ 2 2 ○ 2 3

基礎看護学実習Ⅰ 1 1 ○ 2 3

基礎看護学実習Ⅱ 2 2 ○ 2 3

小計（７科目） － 13 0 0 13 0 0 18 0

在宅ケア論 2 2 ○ 1

在宅ケア演習 3 2 ○ 1 1

在宅看護学実習 4 2 ○ 2 3

小計（３科目） － 6 0 0 4 0 0 4 0

成人看護学概論 1 1 ○ 1

成人看護学Ⅰ 2 2 ○ 2

成人看護学Ⅱ 2 2 ○ 1 1 1

成人看護学演習 3 2 ○ 1 2 1 4

成人看護学実習Ⅰ 3 4 ○ 2 3

成人看護学実習Ⅱ 3 4 ○ 1 1 4

高齢者看護学概論 1 1 ○ 1

高齢者看護学 3 2 ○ 1 1 1

高齢者看護学実習Ⅰ 3 2 ○ 1 1

高齢者看護学実習Ⅱ 3 2 ○ 1 1

小計（１０科目） － 22 0 0 7 8 3 15 0

精神看護学概論 2 1 ○ 1 1 1

精神看護学 3 2 ○ 1 1

精神看護学実習 3 2 ○ 1 1 1

精神看護学演習 3 1 ○ 1 1 1

小計（４科目） － 6 0 0 4 4 0 3 0

精
神
看
護
学
系

専
門
領
域

－

－

－

基
礎
看
護
学
系

－
在
宅
看
護
学
系

専
門
基
礎
領
域

基
礎
医
学
系

成
人
・
高
齢
者
看
護
学
系

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考配当年次
科目
区分

単位数 授業形態

授業科目の名称

母性看護学概論 2 1 ○ 1

母性看護学 3 2 ○ 1 1 1

母性看護学演習 3 1 ○ 1 1 1

母性看護学実習 3 2 ○ 1 2 1 1

小児看護学概論 2 1 ○ 1

小児看護学 3 2 ○ 1 1 1

小児看護学演習 3 1 ○ 1 1 1

小児看護学実習 3 2 ○ 1 1 1

小計（８科目） － 12 0 0 2 8 6 6 0

地域看護学概論 2 2 ○ 1 2 1

地域看護学 2 2 ○ 1 2 1

地域看護学演習Ⅰ 2 2 ○ 1 2 1

地域看護学演習Ⅱ 3 2 ○ 1 2 1

地域看護学実習Ⅰ 4 2 ○ 1 2 1

地域看護学実習Ⅱ 4 1 ○ 1 2 1

小計（６科目） － 11 0 0 6 12 0 6 0

健康教育学Ⅰ 2 2 ○

産業保健学 2 2 ○

保健福祉行政論 2 2 ○ 1 2

疫学・保健統計学 2 2 ○

保健統計 2 2 ○

保健学概論 1 1 ○ 1

保健学Ⅰ 1 1 ○ 1 1

保健学Ⅱ 2 1 ○ 1

保健学Ⅲ 2 1 ○ 1

保健学Ⅳ 2 1 ○ 1

養護学概論 2 2 ○

学校保健学Ⅰ 2 2 ○

学校保健学Ⅱ 2 2 ○

健康相談 2 2 ○ 1 2

健康教育学Ⅱ 2 2 ○

地域福祉論 3 2 ○

児童福祉論 3 2 ○

老人福祉論 3 2 ○

小計（１８科目） － 12 19 0 5 7 0 0 0

医用工学概論 3 2 ○

小計（１科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0

助産学概論 3 1 ○ 1 1

助産診断・技術学Ⅰ 3 2 ○ 1

助産診断・技術学Ⅱ 4 2 ○ 1

助産診断・技術学Ⅲ 4 2 ○ 2 1

助産診断・技術学Ⅳ 4 2 ○ 2

助産診断・技術学Ⅴ 4 2 ○ 1 1

助産管理学 4 1 ○ 1 1

助産学特論 4 1 ○ 1 1

助産学実習Ⅰ 4 6 ○ 1 2 1 1

助産学実習Ⅱ 4 2 ○ 1 2 1 1

小計（１０科目） － 0 21 0 6 13 3 3 0

地
域
看
護
学
系

－

臨

床

検

査

学

系

母
子
看
護
学
系

－

助
産
学
系

－

専
門
領
域

保
健
学
系

－

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考配当年次
科目
区分

単位数 授業形態

授業科目の名称

看護管理学 4 1 ○ 1

看護教育論 4 1 ○ 1

移植コーディネータ論 1 1 ○

特別講義 3 1 ○

看護理論 3 1 ○ 1

看護倫理 3 1 ○ 1

疾病論（病態学Ⅲ） 2 2 ○

教職総合演習 2 2 ○ 1

死生学 4 1 ○ 1

遺伝看護 4 1 ○ 1

地域活動論 2 2 ○

総合看護 4 2 ○ 1 9

救急看護学 3 2

医療安全 4 1

国際看護活動論 4 1 1

災害看護活動論 4 1

ボランティア活動 1 2 ○

インターンシップ 4 4 ○ 7

卒業研究 4 4 ○ 7

小計（１９科目） － 2 29 0 19 13 0 0 0

－ 109 134 0 7 8 4 15 0

   ならない。

－

－

卒業要件：4年以上在学し134単位以上を修得しなければ １学年の学期区分 2期

学位又は称号 学士（看護学） 学位又は学科の分野 保健衛生学

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

総
合
領
域

合計（１３１科目）

科目のうち10単位以上選択必修、かつ、「健康スポーツ科学」、

「体育実技Ⅰ」から1単位以上選択必修

１学期の授業期間 15週

科目区分[人間科学系]　「哲学」から「国際関係論」までの選択

１時限の授業時間 90分履修方法：

科目区分[自然科学系]　選択科目から4単位以上選択必修

科目区分[総合領域]　「インターンシップ」、「卒業研究」

科目区分[言語系]　選択科目の中から6単位以上選択必修

いずれか、4単位以上選択必修
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３． 設置の前後における学位等及び専
任教員の所属の状況



学位又
は称号

学位又は
学科の分野

助教
以上

うち
教授

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

助教
以上

うち
教授

保健学研究科看
護学専攻（博士
前期課程）

4 3
保健学研究科保
健学専攻（博士
前期課程）

35 25

保健学研究科保
健学専攻（博士
前期課程）

35 25

保健学研究科保
健学専攻（博士
後期課程）

35 29
保健学研究科保
健学専攻（博士
後期課程）

35 29

保健学研究科保
健学専攻（博士
前期課程）

4 3

新規採用 14 5

博士
（保健学）

保健衛生学

修士
（看護学）

保健衛生学

保健学研究科
保健学専攻
（博士後期課程）

保健学研究科
保健学専攻
（博士前期課程）

授与する学位等 専任教員

保健学研究科
看護学専攻
（博士前期課程）

保健学研究科
保健学専攻
（博士前期課程）

修士
（保健学）

保健衛生学

保健学研究科
保健学専攻
（博士後期課程）

博士
（保健学）

保健衛生学

届 出 時 に お け る 状 況
新 設 学 部 等 の 学 年 進 行
終 了 時 に お け る 状 況

設置の前後における学位等及び専任教員の所属の状況

学部等の名称 異動先

授与する学位等

異動元

専任教員

学部等の名称

修士
（保健学）

保健衛生学
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４． 授業科目の概要



授業科目の名称 講義等の内容 備考

高齢者看護学特論

生涯発達の視点からライフステージとしての高齢期をとらえ、高
齢者とその家族の健康について探求する。高齢者に関わる看護援
助の理論と方法、健康生活レベルのアセスメント、コンサルテー
ション、他職種との連携、サポートシステム、高齢者看護分野に
おける看護施策、国際的な医療の動向を学び、専門的ケア提供を
行う能力と研究能力を講義と討議により修得する。

近藤（１５）

高齢者看護学演習

高齢者とその家族の健康に影響を与える要因とをふまえ、高齢者
に関わる看護援助の理論と方法、健康生活レベルのアセスメン
ト、コンサルテーション、他職種との連携、サポートシステム、
高齢者看護分野における看護施策、国際的な医療の動向を学び、
専門的ケア提供を行う能力と研究能力を演習により修得する。

近藤（１５）

高齢者看護学実習

高齢者看護に関する専門的な看護援助の理論と方法、健康生活レ
ベルのアセスメント、サポートシステム、他職種との連携に関す
る知識と技術を活用し、健康問題をもつ高齢者とその家族を援助
するための、卓越した実践能力、スッタフ及び他職種との連携・
調整・相談能力、教育・研究支援能力の基礎を実習を通して修得
する。

近藤（１５）

地域看護学特論

地域看護の高度専門職業人としての保健師が、個人、家族、特定
集団、地域社会全体を対象とし、行政サービスのサブシステムと
して看護の機能を適用していく上で、必要とされる概念・理論、
コンピテンシーやスキルについて理解し、効果的な活動のあり方
と保健師の専門性について考察する。

大木（１５）

地域看護学演習

地域看護の高度専門職業人としての保健師が、個人、家族、特定
集団、地域社会全体を対象とし、行政サービスのサブシステムと
して看護の機能を適用していく上で、必要とされる概念・理論、
コンピテンシーやスキルについて、事例演習等を通じて理解を深
め、効果的な活動のあり方と保健師の専門性について探究する。

山口（１５）

地域看護学実習

地域看護の高度専門職業人としての保健師が、個人、家族、特定
集団、地域社会全体を対象とし、行政サービスのサブシステムと
して看護の機能を適用していく上で、必要とされるコンピテン
シーや高度な専門的スキル（相談、教育、連携・調整、社会資源
の活用・開発等）について、行政における保健師の実践活動を通
して理解を深めることにより、効果的な活動のあり方や保健師の
専門性について研究する能力の基礎を修得する。

大木

在宅看護学特論
人びとの多様な生活の理解と健康関連の問題点の整理をはかり、
Quality of Lifeを重視した全体論的視点から、在宅ケアについ
ての評価・考察ができる能力を修得する。

飯田（１５）

在宅看護学演習
退院調整・継続看護について検討し、在宅看護で提供する技術や
他職種との連携・相談能力を培い、地域連携パスの開発を視点に
入れた高度専門職業人としての実践力を修得する。

飯田（１５）

在宅看護学実習

在宅ケアを必要とする人びとに対し、そのアセスメント・ケアプ
ラン・ケア提供を行うためのより専門的な技術、スタッフ教育、
相談、連携、社会資源利用法、研究支援能力の基礎を実習をとお
して修得する。

飯田

在
宅
看
護
学

地
域
保
健
看
護
分
野

授 業 科 目 の 概 要

（保健学研究科看護学専攻）

科目
区分

高
齢
者
看
護
学

地
域
看
護
学
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

基礎看護学特論
実践の科学としての看護学の特質を追及し、臨床の場で直面した
問題や疑問、あるいは一層の探求を要する課題について学習す
る。その過程の中で看護学の研究方法を探索する。

今留（１５）

基礎看護学演習
自己の研究課題を明確化し、研究計画の作成および展開の進展を
図るために、専門領域に関する重要課題を中心とした文献研究等
を行うとともに、研究方法の基礎を修得する。

今留（１５）

遺
伝
看
護
学

遺伝看護学

　いわゆる遺伝病以外でも、多くの疾患において多かれ少なかれ
遺伝的要因が存在する。この遺伝に関する知識や配慮は、明らか
に看護の質的向上をもたらす。遺伝学の知識を高めた上で、実際
の医療現場でどのように活用し、看護を充実させていくかという
観点で講義する。杏林大学附属病院を含む複数の現場で、臨床遺
伝専門医として経験した遺伝カウンセリングや遺伝に関する問題
などをもとに、自分の頭で考えて応用する力を養うためのトレー
ニングも取り入れ講義する。

小野（１５）

法
医
看
護
学

法医看護学

看護師を対象として法医学の基礎と臨床法医学を教授する。特
に、児童虐待、ドメスティック・バイオレンス、高齢者虐待や性
犯罪被害者の診察補助、法律上根拠となりうる記録方法、治療・
予後の判定の補助や心理的ケアに加えて、必要な法的手続きを援
助できる法医学を研究し、これを実務上に応用できる臨床法医学
を専門とする看護師を育成する。

佐藤（１５）

ジ
ャ
ー

ナ
ル
ク
ラ
ブ

ジャーナルクラブ
(地域保健看護分野）

国際的視野を養うために海外文献を講読し、海外の研究・医療動
向を知りわが国の現状と比較し、その課題を明確にし、今後のあ
り方を講読と討議を通し修得する。
大木幸子（５回）：地域看護に関する政策についての論文講読
近藤ふさえ(５回)：高齢者看護に関する世界の動向についての論
文講読
山口佳子(５回)：地域における保健師活動についての論文講読

大木（５）
近藤（５）
山口（５）

特
別
研
究

特別研究
(論文指導）

各自の専門分野における研究方法を学び、研究テーマに沿った文
献検討を調査、実験などによりデータを収集し論文作成の過程を
通して学術論文として公表する能力を修得する。大木、近藤、山
口の３名がそれぞれに所属する学生に対して上記の教育を行う

大木
近藤
山口

特別講義Ⅰ
(看護倫理学）

生命倫理の基本概念を学習し、自己の生命感を確認するととも
に、医療における倫理的課題に関する看護師としての判断能力を
修得する。事例検討を中心に授業を展開する。

飯田（１５）

特別講義Ⅱ
(認知症研究の最近の進
歩：看護・基礎・臨床）

認知症に関する研究はまさに日進月歩であり、特に基礎医学、臨
床医学における進歩は目覚しいものがある。このような最新の知
見を学び知識の整理をすることは、看護のどの分野においても益
することが多いと考え、特別講義として設定した。講義は精神看
護学の大瀧純一教授(６回)が、認知症の定義、解明が進む原因遺
伝子や画像診断、治療薬の進歩について，小池秀海教授(６回)は
認知症患者の示す症候学や検査方法の進歩と最近の知見を、浅沼
奈美准教授(２回)が認知症患者のケアや政策面での最近の進歩に
ついてそれぞれ講義する。最終講義日には学

大瀧（６）
小池（７）
浅沼（２）

特別演習Ⅰ
(エイズ対策）

HIV感染症を巡る健康課題の特性を sexual .health及びsocially
Vulnerableの視点を踏まえて理解する。また、予防から陽性者支
援までの包括的対策に関する効果的方法論について、文献及び活
動事例をとおして探求する。

大木(１５）

特別演習Ⅱ
(地域保健行政論）

地域保健行政におけるトピックスをとりあげ、政策立案・執行・
評価の過程における地域のグループやコミュニティへの支援方法
に関する概念を理解する。また、公と民のパートナーシップに基
づく公共活動が注目される中、それらの住民自治を具現化する諸
条件を、活動事例及び文献より探求する。

大木（１５）

特
別
演
習

地
域
保
健
看
護
分
野

基
礎
看
護
学

特
別
講
義
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

精神看護学特論

精神的な問題を持つ人々に看護援助を行う上で基礎となる司法、
精神医学、臨床心理学、カウンセリング技術を学び、それらを包
括するアプローチの仕方を学ぶ。具体的には精神保健福祉、病
態、DSM-Ⅳによる診断、治療法、心理検査および心理療法の理解
を深め、精神看護学の視点に基づく援助が提供できるよう講義と
討議により学習する。

大瀧（１５）　

精神看護学演習

精神的な問題をもつ人たちに提供する看護や他職種との連携に基
づく看護援助を評価し、高度な専門技術やスタッフ教育のための
相談能力を高め、多職種との連携方法や社会資源の活用法などを
講義や討議、演習を通して学ぶ。具体的には小集団による事例検
討会によるスーパービジョンやコンサルテーションの実際に触れ
ながら、その方法論を演習を通して習得し、合わせて個別のスー
パービジョンやコンサルテーション、相談面接の技法についても
演習を通して習得する。

浅沼（１５）

精神看護学実習

精神疾患患者との間に適切な援助関係を形成する経験を通して、
あらゆる人々への精神的援助に関する看護の実践能力を高め、看
護職への支援のあり方や他職種との連携や調整、臨床実践に根ざ
す研究・教育を担い得る能力と倫理的な問題の調整能力も合わせ
て養う。

大瀧

看護医療安全教育論

総論では、多様な看護業務を２群５種に分類し事故防止の考え方
を明確にする。各論では各業務を安全に遂行し、患者の観察を適
切に行うために求められる知識・技術を根拠とともに教授する。
各論の具体的内容は以下の３部に分かれる。①診療の補助業務の
事故防止（注射、ポンプ、輸血、内服与薬、経管栄養、チューブ
管理事故防止）②患者の急変を見逃さない呼吸・循環動態の適切
な観察　③療養上の世話における事故防止（転倒転落、摂食・嚥
下事故防止など）

川村（１５）

医療安全管理論

医療安全管理のための指針や組織の構築、安全管理者の役割と権
限、リスク情報の収集－分析－対策－評価の手法、組織内人的資
源の院内教育への活用、および医療安全に関する法的知識を修得
させ、組織横断的な医療安全取り組みの実際を通じて医療安全管
理の考え方を教授する。

川村（１５）

看護医療安全教育・
医療安全管理論演習

組織内で直面する新人看護師の教育問題と部署内で発生する多様
なインシデント、報道された事故事例をもとに医療安全教育・管
理の問題をケーススタディする。また、部署における看護師の安
全教育や部署の医療安全強化策を受講生にプレゼンテーションさ
せてディスカッションし、安全教育の企画立案力や安全管理の課
題解決能力を磨いて行く。

川村（１５）

看
護
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野

精
神
看
護
学

医
療
安
全
管
理
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

成人看護学Ⅰ
（がん看護Ａ）特論

看護学におけるがん看護の専門性と役割機能をふまえ、がん患者
と家族の特徴をさまざまな側面から捉え、その理解を深めると同
時に、専門的アプローチに必要な理論や概念を学び実践に活用で
きる知識を修得する。講義はがん看護の専門性と役割機能ならび
に患者・家族の特性について中島恵美子教授(8回)、専門的アプ
ローチに必要な理論と概念について小林優子准教授(7回)が行
う。

中島（８）
小林（７）

成人看護学Ⅰ演習

成人看護学Ⅰ特論で修得した知識をもとにがん患者と家族に対す
る看護支援の実際について、事例展開に基づきがん患者のQOL向
上の視点から、がん専門看護師として実践に必要とされる望まし
い看護支援方法を探究する。演習はがん患者のQOL向上をテーマ
にした事例分析について小林優子准教授(8回)、看護支援方法を
テーマにした事例分析を東利江准教授(7回)が行う。

小林（８）
東（７）

成人看護学Ⅱ
(がん看護Ｂ）特論

がん罹患により引き起こされる身体の機能的、器質的な変化や疾
病の回復と症状コントロール、放射線療法、内分泌療法、化学療
法、緩和ケアなどの治療中の患者への看護支援方法と患者のセル
フケア能力が向上できる教育方法について、我が国の現状をふま
え講義と討議により修得する。講義はがん治療に伴う看護と患者
教育方法について中島恵美子教授　(10回)、緩和ケアについて坂
本祐子講師(5回)が行う。

中島（１０）
坂本（５）

成人看護学Ⅱ演習

がん患者とその家族に対する看護について我が国の特色と国際的
動向を理解し、現状における臨床看護の課題分析をおこない看護
実践に反映できるよう、ケアシステム論や援助方法論を含めて演
習により修得する。
演習はがん看護の国際的動向について東利江准教授(8回)、臨床
看護の課題分析について小林優子准教授(7回)が各々海外文献に
基づき行う。

東（８）
小林（７）

成人看護学実習

がん看護領域における専門看護師として、がん患者およびその家
族に生じる健康問題に対し、専門性の高いアセスメントおよび看
護支援をおこなうための、卓越した実践能力、スタッフおよび他
職種との連携・調整・相談能力、教育・研究支援能力の基礎を実
習を通して修得する。

中島

母子看護学特論

女性の性と生殖における対象の特性と問題状況の特性を理解し、
専門的ケア提供を行うための基礎的能力を修得する。小児と家族
を発達の視点から捉え、対象の特性や看護問題を理解し、専門的
ケアを提供する基礎的能力を修得する。講義は女性生殖とその対
象の看護について田眞理子教授(8回)、小児の発達と健康問題と
その看護について橋本佳美准教授(7回)が行う。

柴田（８）
橋本（７）

母子看護学演習

女性の各ライフステージに関わる健康課題を持つ個人や集団、小
児の発達や小児特有な疾患に関わる健康問題を持つ患児に対する
援助方法、看護介入技法等を理解し、専門的ケア提供及びケア開
発に関わる能力を演習を通して修得する。演習は、女性のライフ
ステージの関わる健康問題について佐藤喜美子准教授(4回)、健
康問題に対する看護につて土屋有利子准教授(3回)、看護介入技
法について佐々木裕子講師(3回)、小児の健康問題とその看護に
ついて大脇淳子講師(5回)が行う。

佐藤（４）
土屋（３）
佐々木（３）
大脇（５）

母子看護学実習

性と生殖に関する健康課題を持つ女性や周産期にある女性と小児
の発達や小児特有な疾患に関する健康問題を持つ患児とその家族
を援助するための、卓越した実践能力、スッタフ及び他職種との
連携・調整・相談能力、教育・研究支援能力の基礎を実践を通し
て修得する。母性看護に関する実習は柴田が、小児看護に関する
実習は橋本が担当する。

柴田
橋本

看
護
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野

成
人
看
護
学

母
子
看
護
学
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

ジ
ャ
ー

ナ
ル
ク
ラ
ブ

ジャーナルクラブ
（看護ケアマネジメント分野)

国際的視野を養うために海外文献を講読し、海外の研究・医療動
向を知りわが国の現状と比較し、その課題を明確にし、今後のあ
り方を講読と討議を通し修得する。
大瀧純一（５回)：精神看護に関する論文講読を担当する
川村治子（５回）：医療安全に関する論文講読を担当する
中島恵美子（５回)：がん看護に関する論文講読を担当する

大瀧（５）
川村（５）
中島（５）

特
別
研
究

特別研究
(論文指導）

各自の専門分野における研究方法を学び、研究テーマに沿った文
献検討を調査、実験などによりデータを収集し論文作成の過程を
通して学術論文として公表する能力を修得する。大瀧、川村、中
島３名がそれぞれに所属する学生に対して上記の教育を行う

大瀧
川村
中島

特別講義Ⅰ
(がんの病因・病態生理学）

病態生理学の視点からがん患者の病因・病態生理および予防と早
期発見について専門的知識を修得する。

中島（１５）

特別講義Ⅱ
(救急看護学）

病院内外を問わず、あらゆる状況下で生じる救急処置が必要な医
療場面での看護活動について学ぶ。具体的には、救急看護師の役
割、医療行為への介助、緊急度・重症度を判断するトリアージ、
患者とその家族に対する精神的ケアと社会的サポート、看護ス
タッフ管理などについて、講義を通し知識を修得する。

中島（１５）

特別演習Ⅰ
(ターミナルケア）

ターミナルケアを必要とする対象とその家族に対する看護支援に
ついて、そのあるべき支援内容を国内外の研究動向や看護活動の
実施場面や専門施設の見学をとおし、ターミナルケアにおける看
護実践のあり方を演習により修得する。

中島(１５）

特別演習Ⅱ
(救急看護学）

特別講義Ⅱ（救急看護学）で修得した知識に基づき、救急看護に
おける看護師の役割について、国内外の研究動向や看護活動の実
施場面を見学し、救急場面における看護実践のあり方を演習によ
り修得する。

中島（１５）

特
別
講
義

特
別
演
習

看
護
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

看護教育学特論

看護教育者および専門看護師として、看護における教育の重要性
とその教育機能を理解し、わが国の看護教育の現状と課題を明ら
かにする。そして、看護教育の役割を果たすための原理と技能
と、そのための教育環境整備ならびに継続教育のあり方を学ぶ。
講義は、看護教育の現状と課題について飯田加奈恵教授(6回)、
看護教育における原理と教育機能ならびにその評価について今留
忍教授(6回)、専門看護師が果たす教育的機能について中島恵美
子教授(3回)が講義する。

飯田（６）
今留（６）
中島（３）

看護教育学演習

看護教育学特論で習得した知識に基づき、専門看護師に求められ
る教育的機能を遂行するために必要な知識と技術を、各自の臨床
場面における課題に対し、実際に活用することが可能となる実践
力を培う。演習は臨床場面における課題の分析とケア方法・技術
について近藤ふさえ教授(10回)、専門看護師の果たすさまざまな
役割機能の視点からの事例展開と課題分析について中島恵美子教
授(5回)が行う。

近藤（１０）
中島（５）

看
護
管
理
学

看護管理学特論

看護管理者におけるリーダーシップ、調整機能、ケアマネージメ
ント、スタッフの能力開発などの理論および実際を学ぶ。また、
医療管理の方法および病院管理に必要とされる知識を学び、看護
管理能力を講義と討議により修得する。講義は医療管理を中心と
した方法論を川村治子教授(10回)、看護管理者のリーダーシッ
プ、調整機能、能力開発について飯田加奈恵教授(5回)が行う。

川村（１０）
飯田（５）

看
護
研
究
方
法
論

看護研究方法論

看護活動を効果的に展開するために必要とされる看護技術の向上
や開発を図るために、実践の場における研究活動に必要な研究方
法について学び、看護実践に生かす基礎的研究能力を修得する。
講義は看護研究の動向と基礎的統計手法について中島恵美子教授
(5回)、質的統計手法について大木幸子教授(5回)、文献クリティ
-クならびに評価尺度開発について山口佳子准教授(5回)が行う。

中島（５）
大木（５）
山口（５）

看
護
政
策
学

看護政策学特論

看護の現場で生じている様々な問題を取り上げ、その背後にある
社会的、制度的要因を分析し、医療制度、政策決定と看護業務の
関係を捉え、今後の課題と展望を思考する能力を修得する。
講義は現場における問題分析について柴田眞理子教授(5回)、看
護の政策決定について大木幸子教授(5回)、医療制度について川
村治子教授(5回)が行う。

柴田（５）
大木（５）
川村（５）

家
族
看
護
学

家族看護学特論

家族をクライエントとして捉え、成人・高齢者、在宅、精神、母
性・小児の各領域を横軸にし、各期に特化した予防的、支持的、
治療的な看護介入を理解し、専門的ケア提供を行う能力を修得す
る。講義は家族看護についての総論を柴田眞理子教授(10回)、専
門的ケア提供に必要される看護について近藤ふさえ教授(5回)が
行う。

柴田（１０）
近藤（５）

看
護
教
育
学

専
攻
共
通
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

医
療
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
学

医療コミュニケーション学
特論

医療現場ではスタッフ間のチームワークに、そして研修医や医療
系学生への教育に強いリーダーシップを発揮する人材（財）が早
急に求められている。また、厚生労働省通達により平成20年度か
らコーチングを使った保健指導が始まる。本講座ではコーチン
グ・コミュニケーションの基礎となるコーチング理論、ラポー
ル、環境設定、４つの基本スキル、GROWモデルを学びながら、医
療現場における理想のコミュニケーションについて事例を中心に
検討する。

柳澤（１５）

医
療
倫
理
学

医療倫理学

近年の医学及び医療技術の進歩は急速で遺伝子診断、生殖補助医
療、終末期医療など我々に多大な恩恵をもたらしている。これら
は同時に、従来予期されなかった解決困難な「倫理」上の問題を
発生させており、学際的な究明と社会的な同意形成が強く求めら
れている。本講義では医療の進歩と共に誕生した「生命倫理・医
療倫理」の歴史的概観とその基本理念、方法論について解説し、
主に米国の幾つかの事例を題材に医学的、法的また社会的議論の
展開について考察・検討する。さらに現在我々が直面している具
体的な課題について解決の方向性について議論を行

蒲生（１５）

疫
学

疫学特論

疫学とは、極論すれば「ものの考え方」のコツを学ぶ学問であ
る。本講では、ＥＢＭ（ Evidence Based Medicine ）、臨床疫
学などの分野における題材を用いた演習を中心に、疫学の理論に
ついて論じるとともに、必要な統計手法についても解説する。ま
た、受講者の希望に応じて疫学のやや基礎的な解説も行う。

照屋（１５）

学
校
保
健
学

学校保健学特論

超高齢化社会に向かうわが国にとって、一人ひとりの健康の保持
増進に対する意識を高め、健康な生活習慣への行動化を図ってい
くことは大きな課題である。その実現のためには、子供たちに対
する健康教育の意義は大きく、学校保健組織活動、保健指導、保
健学習の実践例を分析し、学校保健活動の活性化について考え
る。

大嶺（１５）

人
類
遺
伝
学

人類遺伝学

デカルトの方法序説第５部を通じて人体に関する１７世紀の知識
を把握し、社会への科学の適用姿勢を検証する。また、人の遺伝
性疾患に関する基本的な知識を確認し、特殊な遺伝様式について
の理解を深めた上で、遺伝性疾患に対処する姿勢を考察する。さ
らに、遺伝子変異を起こす要因とその影響を適切に把握するため
の資料を検証する。

岸（１５）

保
健
学
専
攻
と
の
共
通
開
講
科
目
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（１）学則案



第3類（杏林大学大学院学則） 

- 1 - 

○杏林大学大学院学則 

 
制定 昭和５１年 ４月 １日 
改正 昭和５４年 ４月 １日 昭和５７年 ４月 １日 

昭和５９年 ４月 １日 昭和６１年 ３月１８日 
平成 ３年 １月３０日 平成 ４年１０月２６日 
平成 ６年 １月２４日 平成 ７年 ３月１６日 
平成 ７年 ３月２７日 平成 ７年 ９月２８日 
平成 ８年１０月２３日 平成１０年 ３月２７日 
平成１１年 ２月１５日 平成１１年 ６月２１日 
平成１１年 ９月２０日 平成１２年 ９月１８日 
平成１３年 ３月２９日 平成１３年 ６月２８日 
平成１４年 ２月２６日 平成１４年 ３月２９日 
平成１４年 ４月２５日 平成１５年 ２月１７日 
平成１５年１０月２０日 平成１６年 ３月２６日 
平成１６年１２月 ８日 平成１７年１０月２６日 
平成１８年 ３月２９日 平成１８年１２月 ８日 
平成１９年 ３月２９日  

 

   第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この学則は、杏林大学学則（以下「本学学則」という。）第４条の規定に基

づき、杏林大学大学院（以下「大学院」という。）に関し必要な事項を定める。 

 （目的） 

第２条 大学院は、大学建学の精神に則り、専攻分野に関する専門的な学術の理論及

び応用を教授研究し、その深奥をきわめて、優れた研究者及び高度専門職業人を養

成することにより、文化の進展に寄与することを目的とする。 

 （自己評価等） 

第２条の２ 大学院は、その教育水準の向上を図り前条の目的及び使命を達成するた

め、大学院における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うものと

する。 

２ 前項の点検及び評価の項目並びにその実施体制については別に定める。 

 （研究科） 

第３条 大学院に医学研究科、保健学研究科及び国際協力研究科を設け、医学研究科、

保健学研究科及び国際協力研究科にそれぞれ博士課程を置く。 

２ 医学研究科博士課程の標準修業年限は４年とする。 

３ 保健学研究科及び国際協力研究科の標準修業年限は５年とし、これを博士前期課

程（２年）及び博士後期課程（３年）に区分し、前者を修士課程として取扱うもの

とする。（以下「前期課程」という。） 

４ 前項の規定にかかわらず、前期課程においては、主として実務の経験を有する者

に対して教育を行う場合であって、教育研究上の必要があり、かつ、昼間と併せて

夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法に

より教育上支障を生じないときは、研究科、専攻又は学生の履修上の区分に応じ、

標準修業年限を１年以上２年未満の期間とすることができる。 

５ 前項の研究科、専攻又は学生の履修上の区分は、次のとおりとする。 
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 国際協力研究科 国際開発専攻 前期課程１年コース 

６ 博士後期課程及び医学研究科博士課程は、専攻分野について研究者として自立し

て研究活動を行い、又は、その他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の

研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

７ 前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又

は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。 

 （専攻） 

第４条 医学研究科、保健学研究科及び国際協力研究科にそれぞれ次の専攻を置く。 

  医学研究科 

   生 理 系 専 攻 

   病 理 系 専 攻 

   社会医学系専攻 

   内 科 系 専 攻 

   外 科 系 専 攻 

  保健学研究科 

   保 健 学 専 攻 

   看 護 学 専 攻 

  国際協力研究科 

   国際開発専攻 

   国際文化交流専攻 

   国際医療協力専攻 

   開発問題専攻 

（研究科又は専攻の目的） 

第４条の２ 研究科又は専攻ごとの人材の養成その他の教育研究上の目的については、

次のとおりとする。 

２ 医学研究科は、科学的な問題解決能力を備える臨床医、旺盛な創造性を持つ基礎

医学・生命科学の研究者、社会医学に貢献する有為な人材等豊かな人間性と倫理観

・使命感にあふれる医療人の養成を目的とする。 

３ 保健学研究科は、保健、医療、看護及び福祉の専門分野において、広い視野と豊

かな学識を有し、専門性の高い業務を遂行する人材、並びに研究能力を有する人材

を養成することを目的とする。 
４ 国際協力研究科                                          

（１）国際開発専攻は、発展途上国の経済社会の発展に資するための開発及び国際協

力のあるべき方法・施策を社会科学諸分野にわたり、理論的・実証的に究明し、

これらを通じて必要な専門知識の修得はもとより関連分野にも通暁し、実務にも

対応できる人材を養成することを目的とする。 
（２）国際文化交流専攻は、国際的な視座に基づき世界諸地域の言語と文化の特質を

学術的に研究し、この成果を実践的諸形態に還元するための具体的な方法論とし

て考究すると共に、この分野での先導的な高度専門職業人に必要な諸技能を身に

つけて、我が国の国際協力推進に寄与する人材の養成を目的とする。 
（３）国際医療協力専攻は、発展途上国に対する保健医療分野の国際協力に必要な幅

広い知識と高度な理論を身に付け、国際社会での実践活動に貢献すると共に、問
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題解決に向け自立して研究課題を設定し、研究活動の実践によりその成果を活か

すことのできる人材の養成を目的とする。 

（４）開発問題専攻は、国際開発専攻及び国際文化交流専攻を統合し、より高度の専

門的知識を修得すると共に、発展途上国の経済社会の発展に独創的構想を提起で

きる人材の養成を目的とする。 

 （研究指導及び授業） 

第５条 研究科における研究の指導及び授業は、原則として本学の教授が担当する。

ただし、必要があるときは教授以外の者に分担させることができる。 

 （研究科長） 

第６条 各研究科に研究科長を置く。 

２ 研究科長は教授の兼務とし、学長の推薦に基づき、学園の理事会の議を経て、学

園の理事長が任命し、その任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

３ 研究科長は、その研究科に関する事項を掌理する。 

（教務担当） 

第６条の２ 研究科又は専攻ごとに教務担当を置く。 

２ 教務担当は教授の兼務とし、研究科長の推薦に基づき、学園の運営審議会の議を

経て、学長が任命し、その任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

３ 教務担当は、所属する研究科又は専攻の教務に関する事項を掌る。 

   第２章 運営組織 

 （大学院委員会及び研究科委員会） 

第７条 大学院及び研究科を管理運営するために、大学院委員会及び研究科委員会を

置く。 

 （大学院委員会の組織） 

第８条 大学院委員会は学長、各研究科委員長及び各研究科委員から選ばれた若干名

の委員をもって組織する。 

２ 大学院委員会の委員長は学長とする。 

 （大学院委員会の職務） 

第９条 大学院委員会は次の事項を審議する。 

（１）大学院の運営に関する事項 

（２）大学院の組織に関する事項 

（３）その他大学院に関する重要事項 

 （研究科委員会の組織） 

第１０条 各研究科委員会は大学院各研究科の教授をもって組織する。ただし、必要

ある場合は関係の准教授・講師を加えることができる。 

２ 研究科委員会の委員長は研究科長とする。 

 （研究科委員会の職務） 

第１１条 研究科委員会は次の事項を審議する。 

（１）教育及び研究に関する事項 

（２）教員人事に関する事項 

（３）学位の授与に関する事項 

（４）学生に関する事項 

（５）学長の諮問に関する事項 
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（６）その他研究科の学事に関する事項 

第１２条 大学院委員会及び各研究科委員会に関する細則は別に定める。 

   第３章 在学年限及び学生定員 

 （在学年限） 

第１３条 同一研究科に在学し得る最長年限は、前期課程においては４年、博士後期

課程においては６年、医学研究科においては８年とする。 

 （学生定員） 

第１４条 研究科専攻別学生定員は、次のとおりとする。 

前 期 課 程 博 士 課 程 
研究科名 専  攻 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 
備 考 

生 理 系   －  16 

病 理 系   －  12 

社 会 医 学 系   －  12 

内 科 系   －  48 

外 科 系   －  48 

医 学 研 究 科 

計   － 136 

保 健 学   7  14   4  12 

看   護  学   7  14   

 

保健学研究科 

 
   計  14   28   4  12 

国 際 開 発  37  74   

国際文化交流  18  36   

国際医療協力  18  36   

開 発 問 題    12  36 

国 際 協 力 

研 究 科 

計  73 146  12  36 

 

   第４章 学年、学期及び休業日 

 （学年） 

第１５条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。ただし、秋学期入学

者は１０月１日に始まり、翌年９月３０日に終わる。 

 （学期） 

第１６条 学年を分けて前期又は春学期、後期又は秋学期の２学期とする。 

２ 前項の学期の呼称及び期間は、各研究科において定める。 

 （休業日） 

第１７条 休業日は次のとおりとする。 

（１）日曜日 
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（２）国民の祝日に関する法律に定めた祝日 

（３）杏林学園創立記念日 １１月１１日 

（４）春季休業 ３月１０日から４月１０日まで 

（５）夏季休業 ７月１１日から９月１０日まで 

（６）冬季休業 １２月２３日から翌年１月８日まで 

２ 学長は、必要により前項各号の休業日を変更し、臨時に休業日を設け、又は休業

日に授業を行うことができる。 

   第５章 授業科目、単位及び履修方法 

  （授業科目） 

第１８条 研究科における授業科目及び単位については、別表１－１、１－２、２－

１、２－２、２－３、３－１、３－２、３－３及び３－４のとおりとする。 

 （指導教授） 

第１９条 入学を許可された者には、専攻課程に従って、それぞれ指導教授を定める。 

２ 指導教授は、必要に応じて２人以上とすることができる。 

第２０条 学生は指導教授の指示をうけ、指定された期日までに履修計画を研究科長

に提出しなければならない。 

第２１条 研究科の授業科目は、主科目、及び副科目とする。 

 （履修の方法） 

第２２条 教育課程及び履修方法の細部については、各研究科において定める。 

２ 各研究科において教育研究上有益と認めるときは、別に定める規程により他大学

の大学院又は研究所等と予め協議の上、当該他大学の大学院又は研究所等の授業科

目を履修させることができる。 

３ 前項の規程により履修した授業科目の単位は１０単位を超えない範囲で、本学に

おいて履修したものとみなすことができる。ただし、前期課程の学生について認め

る場合は、１年を超えないものとする。 

 （科目履修の認定） 

第２３条 学科目の履修の認定は、学期末又は学年末に試験又は研究報告によって行

い、その方法は学科目担当教授が定める。 

（単位の認定） 

第２４条 合格した学科目については、所定の単位を与える。 

２ 授業科目の単位の計算方法は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする

内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効

果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するもの

とする。 

（１）講義及び演習については、毎週１時間から２時間１５週の授業をもって１単位

とする。 

（２）実験、実習及び実技については、毎週２時間から３時間１５週の授業をもって

１単位とする。 

（３）授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併

用により行う場合の単位数を計算するに当たっては、その組み合わせに応じ、前

各号に規定する基準を考慮して１単位とする。 

 （再試験・追試験） 
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第２５条 不合格の学科目については、再試験を行うことがある。病気その他やむを

得ない事由により、正規の試験を受けることができなかった者については、追試験

を行うことがある。 

   第６章 課程の修了要件 

 （前期課程の修了要件） 

第２６条 前期課程の修了要件は、当該課程に２年以上在学し、３０単位以上を修得

し、かつ、必要な研究指導を受けた上、当該課程の目的に応じ、当該大学院の行う

修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格すること。

ただし、在学期間に関しては特に優れた研究業績を挙げた者については、当該課程

に１年以上在学すれば足りるものとする。 

 （博士課程の修了要件） 

第２６条の２ 博士課程の修了要件は、次の各号のとおりとする。 

（１）医学研究科博士課程の修了要件は、同課程に４年以上在学し、３０単位以上を

修得し、学位論文を提出してその審査及び最終試験に合格すること。ただし、在

学期間に関しては、特に優れた研究業績を挙げた者については、同課程に３年以

上在学すれば足りるものとする。 

（２）保健学研究科及び国際協力研究科博士課程の修了要件は、同課程に５年（前期

課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上

在学し、前期課程の修得３０単位を含め５０単位以上を修得し、学位論文を提出

してその審査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関しては、特に

優れた研究業績を挙げた者については、同課程に３年（前期課程を修了した者に

あっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるも

のとする。 

２ 前条ただし書きの規定による在学期間をもって前期課程を修了した者の博士課程

の修了の要件は、前期課程における在学期間に３年を加えた期間当該課程に在学し、

各研究科の所定の単位を修得し、学位論文を提出してその審査及び最終試験に合格

すること。ただし、特に優れた研究業績を挙げた者については、当該課程に３年（前

期課程における在学期間を含む。）在学し、各研究科の所定の単位を修得し、学位

論文を提出してその審査及び最終試験に合格すること。 

３ 第１項及び前項の規定にかかわらず、学校教育法施行規則第７０条の２の規定に

より、大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると

本大学院が、認めた者が博士課程の後期課程に入学した場合の博士課程修了の要件

は、同課程に３年以上在学し、学位論文を提出しその審査及び最終試験に合格する

こと。ただし、在学期間に関しては、特に優れた研究業績を挙げた者については、

同課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

 （学位論文及び最終試験の合否） 

第２７条 学位論文及び最終試験の合格、不合格は、当該研究科委員会の審査報告に

基づいて学長が決定する。 

２ 審査の方法は各研究科において決定する。 

 （学位） 

第２７条の２ 前条第１項により合格した者に次に定める学位を授与する。 

 修士 
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  保健学研究科     

   保健学専攻    修士（保健学） 

   看護学専攻    修士（看護学） 

  国際協力研究科 

   国際開発専攻   修士（開発学） 

   国際文化交流専攻 修士（学術） 

   国際医療協力専攻 修士（国際医療協力） 

 博士 

  医学研究科     博士（医学） 

  保健学研究科    博士（保健学） 

  国際協力研究科   博士（学術） 

 （単位認定書の交付） 

第２８条 博士後期課程及び医学研究科博士課程において、在学期間中に所定の単位

を修得したが、学位論文の提出に至らなかった者は、単位認定書の交付を受けるこ

とができる。 

   第７章 入学・休学・復学・退学及び転学 

 （入学の時期） 

第２９条 入学の時期は各学年の始めとする。 

 （入学の資格） 

第３０条 医学研究科に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１）大学の医学部、歯学部若しくは獣医学部又は医科大学、歯科大学若しくは獣医

科大学の課程を卒業した者 

（２）文部科学大臣の指定した者 

（３）外国において、学校教育における１８年の課程を修了し、その最終の課程が医

学、歯学又は獣医学の課程であった者 

（４）医学、歯学又は獣医学を履修する課程に４年以上在学し、又は外国において学

校教育における医学、歯学又は獣医学を含む１６年の課程を修了し、所定の単位

を優れた成績をもって修得したものと大学院が認めた者 

２ 保健学研究科及び国際協力研究科に入学できる者は、次の各号の一に該当する者

とする。 

（１）大学を卒業した者 

（２）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が

定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科

学大臣が定める日以後に修了した者 

（３）文部科学大臣の指定した者 

（４）外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者 

（５）大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における１５年の課程を修

了し、所定の単位を優れた成績をもって修得した者と大学院が認めた者 

（６）その他第１号に該当する者と同等以上の学力があると、大学院が認めた者で２

２歳に達したもの 

３ 保健学研究科及び国際協力研究科の博士後期課程に入学（本学前期課程からの進

学及び他大学大学院からの入学）する資格のある者は、修士の学位を有する者、文
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部科学大臣の指定した者、又はそれと同等以上の学力があると、大学院が認めた者

で２４歳に達したものとする。 

 （入学出願） 

第３１条 入学を志願する者は、別に定める入学検定料を添えて、所定の入学願書を

提出しなければならない。 

 （入学許可者の選考） 

第３２条 入学は、志願者の学力、人物、健康等について選考のうえこれを許可する。 

 （入学手続） 

第３３条 入学の許可を受けた者は、所定の期日までに所定の学納金を添えて誓約書

を提出しなければならない。 

 （休学） 

第３４条 疾病その他やむを得ない事由のため、３月以上修学できないときは、学長

に願い出て休学をすることができる。この場合、その事由が病気であるときは、医

師の診断書を添付しなければならない。 

２ 休学の期間は１年を超えることはできない。ただし、特にやむを得ない事情があ

ると認められるときは、さらに１年を限り延長することがある。 

第３５条 疾病のために修学することが適当でないと認められる者に対しては、学長

は研究科委員会の議を経て、休学を命ずることができる。 

 （復学） 

第３６条 休学の期間中であっても、その事由が消滅したときは、学長に願い出て復

学することができる。この場合、休学の事由が病気であるときは、本学付属病院の

医師の診断書を添付しなければならない。 

第３７条 休学の期間は、第１３条の修業年限に算入しない。 

 （退学） 

第３８条 疾病その他の事由により、退学しようとする者は、理由書を添え、保証人

連署のうえ当該研究科長を経て学長に願い出て、許可を受けなければならない。こ

の場合、退学の事由が疾病によるときは、医師の診断書を添付しなければならない。

ただし、死亡の場合は、死亡診断書等の確認により、死亡した日をもって退学とす

る。 

 （再入学） 

第３９条 前条により退学した者で、退学の事由が消滅し、再び入学を願い出る者が

あるときは、当該研究科委員会の議を経て、これを許可することができる。 

２ 退学により再入学までの期間は本学学則第３７条の規定に準ずる。 

（転学） 

第４０条 他の大学院から本大学院に転入学を志願する者については、選考のうえこ

れを許可することがある。この場合、他の大学院において修得した単位及び在学年

数は本大学院における単位及び在学年数として、これを換算することができる。 

２ 本大学院から他の大学院に転学を志願する者は、主科目担当教授を経て学長に願

い出て、許可を受けなければならない。 

 （教職課程） 

第４０条の２ 大学院に教職課程を置く。 

 （教育職員免許取得に必要な科目及び単位数） 
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第４０条の３ 教育職員免許を得ようとする者は、別に定める大学院教職課程履修規

程及び教育職員免許法並びに同法施行規則の定めるところに従い、それぞれ所定の

科目及び単位を修得しなければならない。 

 （免許状の種類及び履修研究科・専攻） 

第４０条の４ 前条に規定する単位を修得することによって得られる免許状の種類並

びに履修する研究科・専攻は次のとおりとする。 

履修する研究科・専攻 免  許  状  の  種  類 

養 護 教 諭 専修免許状 養 護 

中学校教諭 専修免許状 保 健 
保 健 学 研 究 科 

保 健 学 専 攻 

高等学校教諭 専修免許状 保 健 

中学校教諭 専修免許状 社 会 

高等学校教諭 専修免許状 公 民 
国 際 協 力 研 究 科 

国 際 開 発 専 攻 

高等学校教諭 専修免許状 商 業 

中学校教諭 専修免許状 英 語 

高等学校教諭 専修免許状 英 語 

中学校教諭 専修免許状 中国語 

国 際 協 力 研 究 科 

国 際 文 化 交 流 専 攻 

高等学校教諭 専修免許状 中国語 

 

第８章 除籍及び懲戒 

 （除籍） 
第４１条 次の各号の一に該当する者は、当該研究科委員会の議を経て学長がこれを

除籍する。 
（１）故なくして、３月以上授業料その他の学納金の納付を怠り、督促してもなお納

付しない者 
（２）第３４条第２項に定める休学期間を超えて、なお修学できない者 
（３）第１３条に定める在学年限を超える者 
（４）行方不明で失踪の届出のあった者 
 （懲戒） 
第４２条 本学の建学精神、教育方針に違背し、大学院学生としてふさわしくない行

為をした者は、当該研究科委員会の議を経て、学長が懲戒する。 
２ 前項の懲戒は、その軽重に応じ、譴責、停学及び退学とする。 
３ 前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 
（１）性行不良で、改善の見込みのないと認められる者 
（２）学力劣等で、成業の見込みがないと認められた者 
（３）正当の理由がなくて、出席常でない者 
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（４）本学の定める諸規程に反し、又は学内の秩序を乱し、その他学生としての本分

に反した者 
   第９章 学納金 
 （入学検定料、入学料等の額） 
第４３条 本学に入学を志願する者は、別に定める入学検定料を納入しなければなら

ない。 
２ 入学料、授業料その他の学納金の額については、別表４のとおりとする。 
 （授業料等の納入） 
第４４条 授業料、施設整備費は、それぞれの年額の半額を前期、後期の始業時まで

に納入するものとする。 
２ 休学又は停学中であっても、授業料等は徴収する。 
３ 前項の規定にかかわらず、国際協力研究科に在籍する者で企業等に在職中の者が

企業等の都合により第１６条に規定する１学期間にわたり休学する場合は、授業料

等は徴収しない。 
４ 前項の規定により休学する者は、企業等の所属長による休学の事由書を添付の上、

学長に休学を願い出るものとする。ただし、授業料等を徴収しない休学の期間は、

１年を超えることはできない。 
５ 授業料等学納金を所定の期日までに納入しない者は、授業への出席、図書の閲覧

その他施設の利用を認めない。 
第４５条 授業料その他既納の学納金は、いかなる理由があっても還付しない。 
第４６条 削除 
   第１０章 外国人特別生、科目等履修生、聴講生、特別聴講生、委託生及び研

究生 
 （外国人特別生） 
第４７条 大学院に入学を希望する外国人で、外務省在外公館又は自国公館の紹介あ

る者は、第３２条の規定にかかわらず選考のうえ、外国人特別生として入学を許可

することがある。 
 （科目等履修生） 
第４７条の２ 本大学院の学生以外の者で本大学院の授業科目の一部を履修すること

を希望する者がいるときは、教育研究上支障がない限り、科目等履修生としてこれ

を許可することができる。 
２ 科目等履修生となることができる者は、次の各号の一に該当する者でその学力を

考査し、履修する科目を理解するに足る学力があると当該研究科委員会が認めた者

に限るものとする。 
（１）修業年限４年以上の大学を卒業した者 
（２）前号と同等以上の学力があると認められた者 
３ 科目等履修生には本学則を準用する。ただし、科目等履修生として在学した期間

は第２６条及び第２６条の２に定める在学期間として換算することはできない。 
４ 科目等履修生には第２３条及び第２４条の定めにより所定の単位を与える。 
５ 科目等履修生を希望する者の手続並びに選考料、登録料及び履修料については別

に定める。 
 （聴講生） 
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第４８条 特定の学科目の聴講を志願するものがあるときは、当該研究科委員会にお

いて、その学力を考査し、欠員のある場合に限り聴講を許可することができる。 
２ 聴講生を志願することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 
（１）修業年限４年以上の大学を卒業した者 
（２）前号と同等以上の学力があると認められた者 
３ 聴講生を志願する者の手続き並びに選考料、登録料及び聴講料については別に定

める。 
４ 大学院は、他大学大学院との協議に基づき、他大学大学院の学生で本大学院の授

業科目を履修する者を特別聴講生として受け入れることができる。この特別聴講生

については別に定める。 
 （委託生） 
第４９条 公共団体又は他の大学大学院生等でその公共団体又はその大学大学院の委

託によって、大学院研究科における授業科目のなかで聴講を希望する者があるとき

は、欠員のある場合に限り当該研究科委員会の議を経た上で修学を許可することが

できる。 
２ 委託生が、聴講科目の試験に合格したときはその授業科目の修了証を授与する。 
３ 委託生を希望する者の手続き並びに選考料、登録料及び聴講料は別に定める。 
（研究生） 

第４９条の２ 大学院に研究生をおくことができる。 
２ 研究生に関し必要な事項は別に定める。 
   第１１章 研究指導施設 
 （研究指導施設） 
第５０条 大学院に研究室、実験実習室を設ける。 
２ 学生は、必要に応じ図書館、各学部の施設及び医学部付属病院の施設を使用する

ものとする。 
第１２章 雑則 

（改正） 

第５１条 この学則を改正しようとするときは、杏林学園運営審議会の議を経たうえ、

改正事項が単一の研究科に係る場合は当該研究科の研究科委員会に、２つ以上の研

究科に関連する場合は関連する各研究科の研究科委員会に諮り、いずれも研究科委

員会委員の３分の２以上が出席し、出席者の３分の２以上の賛成を得たうえ、大学

院委員会の承認を得なければならない。 

 

   附 則 

１ 本学則に定めるもののほか、大学院学生については本学学則を準用する。 

２ 本学則を改正しようとするときは、研究科委員会委員の３分の２以上が出席し、

出席者の３分の２以上の賛成を得たうえ、大学院委員会の承認を得なければならな

い。 

３ 前項の学則の改正については、理事会の承認を要する。 

４ 本学則は、昭和５１年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和５４年 ４月 １日から施行し、既に在学している学生にも適用す
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る。 

附 則 

 本学則は、昭和５７年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和５９年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和６１年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、平成 ３年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

１ 本学則は、平成 ５年 ４月 １日から施行する。 

２ 本学則を改正しようとするときは、改正事項が単一の研究科に係る場合は当該研

究科の研究科委員会に、二つ以上の研究科に関連する場合は関連する各研究科の研

究科委員会に諮り、いずれも研究科委員会委員の３分の２以上が出席し、出席者の

３分の２以上の賛成を得たうえ、大学院委員会の承認を得なければならない。 

 別表１ 

 別表２ 

 別表３ 

 別表４ 

   附 則 

 本学則は、平成 ６年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、平成 ７年 ４月 １日から施行する。ただし、第３０条第２項第４号

の改正規定は、平成 ６年 ８月１０日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成 ８年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、平成 ９年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成１０年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成１１年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ 本学則は、平成１１年 ７月 １日から施行する。 

２ 第４３条第１項は、平成１２年度入学志願者から適用する。 

附 則 

 本学則は、平成１２年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成１３年 ４月 １日から施行する。ただし、別表３（１）の専攻共

通科目中の事例研究については平成１２年１０月 １日から適用する。 

附 則 

１ 本学則は、平成１３年 ４月 １日から施行する。 
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２ 別表３－２の授業科目は、平成１３年度以降の入学生から適用するものとし、別

表３－１の授業科目は、平成１２年度以前の入学生に適用する。 

３ 博士前期課程において平成１２年度以前の入学生は、国際協力研究科博士前期課

程履修規程に定める授業科目対応表により別表３－２の授業科目を受講するものと

する。ただし、単位認定については、別表３－１の授業科目で行う。 

附 則 

 本学則は、平成１４年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成１４年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成１４年１０月 １日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成１５年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成１５年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ 本学則は、平成１６年 ４月 １日から施行する。 

２ 別表３－３の授業科目は、平成１６年度以降の入学生から適用する。 

附 則 

１ 本学則は、平成１６年 ４月 １日から施行する。 

２ 別表３－３（２）の授業科目は、平成１５年度以前の入学生にも適用する。 

附 則 

 本学則は、平成１７年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ 本学則は、平成１８年 ４月 １日から施行する。 

２ 改正後の第４３条（別表４）及び第４４条については、平成１８年 ４月 １日

以降の入学生から適用し、平成１７年１０月 １日以前の入学生については、改正

前の学則を適用する。 

附 則 

 本学則は、平成１８年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 本学則は、平成１９年 ４月 １日から施行する。 

 

附 則 

１ 本学則は、平成２０年 ４月 １日から施行する。ただし、第４９条の２の規定

は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 別表２－２及び２－３の授業科目は、平成２０年度以降の入学生から適用するも

のとし、別表２－１の授業科目は、平成１９年度以前の入学生に適用する。 
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別表１－１ 

医学研究科における授業科目及び単位 

専攻 専 門 分 野 授  業  科  目 単位数 

解 剖 学 Ⅰ 

系 統 解 剖 学 

局 所 解 剖 学 

神 経 解 剖 学 

胎 生 解 剖 学 

解 剖 学 特 別 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

解 剖 学 Ⅱ 

顕 微 解 剖 学 特 論 

顕 微 解 剖 学 演 習 

顕 微 解 剖 学 特 別 実 験 

発生生物学（含器官発生学）特論 

発生生物学（含器官発生学）演習 

細 胞 生 物 学 特 論 

細 胞 生 物 学 演 習 

組 織 細 胞 化 学 特 論 

組 織 細 胞 化 学 実 験 法 

電 子 顕 微 鏡 実 験 法 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

生 理 学 Ⅰ 

神 経 生 理 学 特 論 

感 覚 生 理 学 

大 脳 生 理 学 演 習 

脊 髄 能 幹 生 理 学 

神 経 生 理 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

生 理 学 Ⅱ 

生 理 学 特 論 

分 子 生 理 学 

生 理 化 学 

分 子 神 経 生 物 学 

神 経 化 学 

分 子 生 理 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

 

 

 

 

生 化 学 Ⅰ 

 

 

 

生

理

系  

生 体 エ ネ ル ギ ー 学 特 論 

生 体 エ ネ ル ギ ー 学 演 習 

蛋 白 質 生 物 学 特 論 

蛋 白 質 生 物 学 演 習 

病 態 生 化 学 特 論 

病 態 生 化 学 演 習 

栄 養 学 特 論 

栄 養 学 演 習 

蛋 白 質 実 験 法 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

 

生 化 学 Ⅱ 生 化 学 特 論 ４ 
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薬 理 学 

薬 理 学 特 論 

神 経 薬 理 学 

神 経 薬 理 学 演 習 

腎 臓 薬 理 学 

腎 臓 薬 理 学 演 習 

分 子 薬 理 学 

薬 物 動 態 学 

ト キ シ コ ロ ジ ー 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

 

基 礎 生 命 科 学 

生 物 学 特 論 

分 子 発 生 学 特 論 

分 子 発 生 学 演 習 

分 子 遺 伝 学 特 論 

分 子 生 物 学 

生 体 化 学 特 論 

生 体 化 学 演 習 

生 物 物 理 学 

生 体 工 学 

生 体 工 学 演 習 

放 射 線 物 理 学 

放 射 線 物 理 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

病 
 
 
 
 
 
 
 
 

理 

病 理 学 

分 子 病 理 学 

感 染 病 理 学 

免 疫 病 理 学 

免 疫 病 理 学 演 習 

人 体 病 理 学 

実 験 病 理 学 

人 体 病 理 解 剖 学 特 論 

病 理 診 断 学 特 論 

病 理 診 断 学 演 習 

超 微 形 態 学 

組 織 化 学 

免 疫 組 織 化 学 

細 胞 診 断 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 細 菌 学 ４ 

 

 ウ イ ル ス 学 ４ 
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 微 生 物 学 

微 生 物 学 演 習 

感 染 免 疫 学 

４ 

４ 

 

 

 

 

感 染 発 症 特 論 

微 生 物 遺 伝 学 

２ 

４ 

 
 
 

系 

熱 帯 病 ・ 寄 生 虫 学 

熱 帯 医 学 特 論 

原 虫 学 特 論 

蠕 虫 学 特 論 

衛 生 動 物 学 特 論 

東 南 ア ジ ア 疾 病 演 習 

ア フ リ カ 疾 病 演 習 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

衛 生 学 

疫 学 

疫 学 演 習 

環 境 保 健 学 

成 人 ・ 老 人 保 健 学 

産 業 保 健 学 

健 康 科 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

公 衆 衛 生 学 

地 域 保 健 学 特 論 

疫 学 特 論 

国 際 保 健 学 特 論 

公 衆 栄 養 学 特 論 

保 健 医 療 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

法 医 学 

法 医 診 断 学 

法 医 診 断 学 演 習 

法 医 病 理 学 

法 中 毒 学 

臨 床 法 医 学 

法 医 遺 伝 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

社

会

医

学

系 

医 療 科 学 

医 療 科 学 特 論 Ⅰ 

医 療 科 学 特 論 Ⅱ 

医 療 科 学 演 習 Ⅰ 

医 療 科 学 演 習 Ⅱ 

病 院 管 理 学 特 論 

医 療 経 済 学 

医 療 計 画 特 論 

医 療 情 報 学 特 論 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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内 科 学 Ⅰ 

腎 臓 病 学 

腎 臓 病 学 演 習 

呼 吸 器 病 学 

呼 吸 器 病 学 演 習 

神 経 内 科 学 

神 経 内 科 学 演 習 

リ ウ マ チ ・ 膠 原 病 学 

リ ウ マ チ ・ 膠 原 病 学 演 習 

感 染 症 学 

免 疫 ア レ ル ギ ー 病 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

内 科 学 Ⅱ 

心 臓 病 学 特 論 

心 臓 病 学 演 習 

虚 血 性 心 疾 患 特 論 

臨 床 心 電 図 学 

臨 床 血 液 学 

臨 床 血 液 学 演 習 

血 液 細 胞 学 特 論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

内 科 学 Ⅲ 

消 化 器 病 学 Ⅰ 

消 化 器 病 学 Ⅰ 演 習 

消 化 器 病 学 Ⅱ 

消 化 器 病 学 Ⅱ 演 習 

内 分 泌 学 

内 分 泌 学 演 習 

代 謝 性 疾 患 学 

消 化 器 内 視 鏡 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

高 齢 医 学 

基 礎 老 年 学 

臨 床 予 防 医 学 

高 齢 者 疾 患 の 栄 養 学 

動 脈 硬 化 と 代 謝 論 

脂 質 と 凝 固 線 溶 論 

終 末 医 療 論 

老 年 病 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

４ 

内

科

系 
 

小 児 科 学 

小 児 科 学 特 論 

小 児 科 学 演 習 

小 児 循 環 器 病 学 

小 児 神 経 科 学 

小 児 免 疫 学 

新 生 児 学 

小 児 保 健 学 

小 児 感 染 症 学 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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精 神 神 経 科 学 

精 神 医 学 特 論 

精 神 医 学 演 習 

精 神 病 理 学 特 論 

精 神 医 学 的 治 療 論 

精 神 医 学 特 別 実 習 

医 学 心 理 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 

皮 膚 科 学 

皮 膚 病 理 学 

皮 膚 免 疫 学 

皮 膚 生 化 学 

皮 膚 生 物 学 

皮 膚 科 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 

放 射 線 医 学 

エ ッ ク ス 線 診 断 学 

磁 気 共 鳴 診 断 学 

核 医 学 

放 射 線 治 療 学 

超 音 波 診 断 学 

放 射 線 診 断 学 演 習 

４ 

２ 

４ 

４ 

２ 

４ 

 

臨 床 病 理 学 

臨 床 生 化 学 

臨 床 血 液 学 

臨 床 免 疫 学 

臨 床 微 生 物 学 

臨 床 生 理 学 

臨 床 検 査 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

外 外 科 学 Ⅰ 

消 化 管 外 科 学 

消 化 管 外 科 学 演 習 

外 科 腫 瘍 学 Ⅰ 

肝 胆 膵 外 科 学 

人 工 臓 器 移 植 学 

代 謝 栄 養 学 

一 般 外 科 学 Ⅰ 

一 般 外 科 学 演 習 Ⅰ 

内 視 鏡 外 科 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 
 
 
 
 
 

科 
 

外 科 学 Ⅱ 

呼 吸 器 外 科 学 

呼 吸 器 外 科 学 演 習 

外 科 腫 瘍 学 Ⅱ 

気 管 食 道 外 科 学 

内 分 泌 外 科 学 

一 般 外 科 学 Ⅱ 

一 般 外 科 学 演 習 Ⅱ 

臓 器 移 植 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 
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救 急 医 学 

救 急 医 学 特 論 

救 急 医 学 演 習 

シ ョ ッ ク 侵 襲 学 

救 急 外 科 学 

集 中 治 療 医 学 

中 毒 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

整 形 外 科 学 

整 形 外 科 学 特 論 

整 形 外 科 学 演 習 

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 

ス ポ ー ツ 医 学 特 論 

検 査 実 習 

手 術 実 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

系 

脳 神 経 外 科 学 

脳 神 経 外 科 学 特 論 

臨 床 神 経 学 

脳 神 経 放 射 線 学 

脳 神 経 腫 瘍 学 

神 経 耳 科 学 

脳 神 経 外 科 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

４ 

 

胸 部 外 科 学 

心 臓 外 科 学 特 論 

心 臓 外 科 学 演 習 

血 管 外 科 学 特 論 

血 管 外 科 学 演 習 

人 工 心 臓 補 助 循 環 学 

救 急 循 環 器 外 科 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 

産 科 婦 人 科 学 

産 科 学 特 論 

婦 人 科 学 特 論 

生 殖 内 分 泌 学 

婦 人 科 腫 瘍 学 

産 科 婦 人 科 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 

眼 科 学 

眼 科 学 特 論 

眼 科 学 演 習 

眼 科 生 理 学 

眼 病 理 学 

眼 発 生 学 

眼 生 化 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

 

耳 鼻 咽 喉 科 学 

耳 鼻 咽 喉 科 学 特 論 

耳 鼻 咽 喉 科 学 演 習 

聴 力 学 

気 管 食 道 科 学 

頭 頚 部 腫 瘍 学 

鼻 ア レ ル ギ ー 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 
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泌 尿 器 科 学 

泌 尿 器 科 学 特 論 

泌 尿 器 科 学 演 習 

泌 尿 器 腫 瘍 学 

泌 尿 器 内 視 鏡 学 

腎 移 植 学 

泌 尿 器 内 分 泌 学 

尿 路 結 石 学 

小 児 泌 尿 器 科 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

 

麻 酔 科 学 

麻 酔 科 学 特 論 

麻 酔 科 学 演 習 

疼 痛 管 理 学 

麻 酔 集 中 治 療 医 学 

小 児 麻 酔 学 

心 臓 麻 酔 学 

神 経 麻 酔 学 

産 科 麻 酔 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

小 児 外 科 学 

小 児 外 科 学 特 論 

奇 形 発 生 学 

消 化 管 生 理 学 

腫 瘍 免 疫 学 

小 児 救 急 外 科 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 
形 成 外 科 学 

形 成 外 科 学 特 論 

形 成 外 科 学 演 習 

頭 頚 部 再 建 学 

四 肢 ・ 躯 幹 腫 瘍 学 

微 小 血 管 外 科 学 

皮 膚 外 科 学 

レ ー ザ ー 医 学 

外 傷 外 科 学 

美 容 外 科 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

専 攻 共 通 科 目 
基 礎 臨 床 共 通 講 義 Ⅰ 

基 礎 臨 床 共 通 講 義 Ⅱ 

４ 

４ 
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別表１－２ 

医学研究科における授業科目及び単位 

（平成１４年度入学者からの適用） 

専攻 専 門 分 野 授  業  科  目 単位数 

器 官 構 築 学 

系 統 解 剖 学 

局 所 解 剖 学 

神 経 解 剖 学 

胎 生 解 剖 学 

解 剖 学 特 別 演 習 

顕 微 解 剖 学 特 論 

顕 微 解 剖 学 演 習 

顕 微 解 剖 学 特 別 実 験 

組 織 細 胞 化 学 特 論 

生 物 学 特 論 

分 子 発 生 学 特 論 

分 子 発 生 学 演 習 

分 子 遺 伝 学 特 論 

分 子 生 物 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

病 態 生 化 学 

生 体 エ ネ ル ギ ー 学 特 論 

生 体 エ ネ ル ギ ー 学 演 習 

蛋 白 質 生 物 学 特 論 

蛋 白 質 生 物 学 演 習 

病 態 生 化 学 特 論 

病 態 生 化 学 演 習 

栄 養 学 特 論 

栄 養 学 演 習 

生 化 学 特 論 

遺 伝 子 工 学 

分 子 細 胞 生 物 学 

分 子 病 態 学 

分 子 病 態 学 演 習 

生 体 化 学 特 論 

生 体 化 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 

神 経 生 理 学 特 論 

感 覚 生 理 学 

大 脳 生 理 学 

脊 髄 脳 幹 生 理 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

 神 経 生 理 学 演 習 ４ 

生

理

系 

 生 理 学 特 論 ４ 
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 生 体 機 能 制 御 学 

分 子 生 理 学 

生 理 化 学 

分 子 神 経 生 物 学 

神 経 化 学 

４ 

４ 

２ 

２ 

  

分 子 生 理 学 演 習 

生 体 工 学 

生 体 工 学 演 習 

放 射 線 物 理 学 

放 射 線 物 理 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 分 子 細 胞 薬 理 学 

薬 理 学 特 論 

神 経 薬 理 学 

神 経 薬 理 学 演 習 

腎 臓 薬 理 学 

腎 臓 薬 理 学 演 習 

分 子 薬 理 学 

薬 物 動 態 学 

ト キ シ コ ロ ジ ー 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

 
 

腫 瘍 学 

分 子 病 理 学 

感 染 病 理 学 

免 疫 病 理 学 

免 疫 病 理 学 演 習 

人 体 病 理 学 

実 験 病 理 学 

人 体 病 理 解 剖 学 特 論 

病 理 診 断 学 特 論 

病 理 診 断 学 演 習 

超 微 形 態 学 

組 織 化 学 

免 疫 組 織 化 学 

細 胞 診 断 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 細 菌 学 ４ 

 ウ イ ル ス 学 ４ 

 微 生 物 学 演 習 ４ 

 感 染 免 疫 学 ４ 

 感 染 発 症 特 論 ２ 

感 染 症 ・ 熱 帯 病 学 微 生 物 遺 伝 学 ４ 

 熱 帯 医 学 特 論 ４ 

 寄 生 虫 学 特 論 ４ 

病

理

系 

 衛 生 動 物 学 特 論 ２ 

 

 東 南 ア ジ ア 疾 病 演 習 ４ 



第3類（杏林大学大学院学則） 

- 23 - 

 

 ア フ リ カ 疾 病 演 習 ４ 

 免 疫 ア レ ル ギ ー 学 

臨 床 検 査 医 学 特 論 

臨 床 検 査 医 学 演 習 

臨 床 微 生 物 学 

臨 床 生 理 学 

免 疫 ア レ ル ギ ー 学 特 論 

免 疫 ア レ ル ギ ー 学 演 習 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

社 会 医 療 情 報 学 

疫 学 

疫 学 演 習 

環 境 保 健 学 

成 人 ・ 老 人 保 健 学 

産 業 保 健 学 

地 域 保 健 学 特 論 

疫 学 特 論 

国 際 保 健 学 特 論 

保 健 医 療 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

社

会

医

学

系 

法 科 学 

法 医 診 断 学 

法 医 診 断 学 演 習 

法 医 病 理 学 

法 中 毒 学 

臨 床 法 医 学 

法 医 遺 伝 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

内 科 学 Ⅰ 

腎 臓 病 学 

腎 臓 病 学 演 習 

呼 吸 器 病 学 

呼 吸 器 病 学 演 習 

神 経 内 科 学 

神 経 内 科 学 演 習 

リ ウ マ チ ・ 膠 原 病 学 

リ ウ マ チ ・ 膠 原 病 学 演 習 

感 染 症 学 

免 疫 ア レ ル ギ ー 病 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

 心 臓 病 学 特 論 ４ 

 心 臓 病 学 演 習 ４ 

 虚 血 性 心 疾 患 特 論 ４ 

内 科 学 Ⅱ 臨 床 心 電 図 学 ４ 

 臨 床 血 液 学 ４ 

内

科

系 

 臨 床 血 液 学 演 習 ４ 

  臨 床 細 胞 学 特 論 ４ 
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 内 科 学 Ⅲ 

消 化 器 病 学 Ⅰ 

消 化 器 病 学 Ⅰ 演 習 

消 化 器 病 学 Ⅱ 

消 化 器 病 学 Ⅱ 演 習 

内 分 泌 学 

内 分 泌 学 演 習 

代 謝 性 疾 患 学 

代 謝 性 疾 患 学 演 習 

消 化 器 内 視 鏡 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

高 齢 医 学 

酸 化 ス ト レ ス と 老 化 

血 管 生 物 学 演 習 

血 管 内 皮 機 能 演 習 

高 脂 血 症 と 動 脈 硬 化 特 論 

痴 呆 の 機 能 評 価 学 演 習 

嚥 下 機 能 障 害 特 論 

寝 た き り プ ロ セ ス 特 論 

タ ー ミ ナ ル ケ ア 技 術 特 論 

２ 

４ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

４ 

総 合 医 療 学 

総 合 診 療 学 特 論 

総 合 診 療 学 演 習 

病 院 管 理 学 特 論 

医 療 経 済 学 

保 険 医 療 学 特 論 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

 
小 児 科 学 

小 児 科 学 特 論 

小 児 科 学 演 習 

小 児 循 環 器 病 学 

小 児 神 経 科 学 

小 児 免 疫 学 

新 生 児 学 

小 児 保 健 学 

小 児 感 染 症 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 精 神 神 経 科 学 

精 神 医 学 特 論 

精 神 医 学 演 習 

精 神 病 理 学 特 論 

精 神 医 学 的 治 療 論 

精 神 医 学 特 別 演 習 

医 学 心 理 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 
 
 
 
 

皮 膚 科 学 

皮 膚 病 理 学 

皮 膚 免 疫 学 

皮 膚 生 化 学 

皮 膚 生 物 学 

皮 膚 科 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 
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 放 射 線 医 学 

エ ッ ク ス 線 診 断 学 

磁 気 共 鳴 診 断 学 

核 医 学 

放 射 線 治 療 学 

超 音 波 診 断 学 

放 射 線 診 断 学 演 習 

４ 

２ 

４ 

４ 

２ 

４ 

外 科 学 Ⅰ 

消 化 管 外 科 学 

消 化 管 外 科 学 演 習 

外 科 腫 瘍 学 Ⅰ 

肝 胆 膵 外 科 学 

人 工 臓 器 移 植 学 

代 謝 栄 養 学 

一 般 外 科 学 Ⅰ 

一 般 外 科 学 演 習 Ⅰ 

内 視 鏡 外 科 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

外 科 学 Ⅱ 

 

 

 

呼 吸 器 外 科 学 

呼 吸 器 外 科 学 演 習 

外 科 腫 瘍 学 Ⅱ 

気 管 食 道 外 科 学 

内 分 泌 外 科 学 

一 般 外 科 学 Ⅱ 

一 般 外 科 学 演 習 Ⅱ 

臓 器 移 植 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

救 急 医 学 

救 急 医 学 特 論 

救 急 医 学 演 習 

シ ョ ッ ク 侵 襲 学 

救 急 外 科 学 

集 中 治 療 医 学 

中 毒 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

整 形 外 科 学 

整 形 外 科 学 特 論 

整 形 外 科 学 演 習 

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 

ス ポ ー ツ 医 学 特 論 

検 査 実 習 

手 術 実 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

外

科

系 

脳 神 経 外 科 学 

脳 神 経 外 科 学 特 論 

臨 床 神 経 学 

脳 神 経 放 射 線 学 

脳 神 経 腫 瘍 学 

神 経 耳 科 学 

脳 神 経 外 科 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

４ 
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 心 臓 血 管 外 科 学 

心 臓 外 科 学 特 論 

心 臓 外 科 学 演 習 

血 管 外 科 学 特 論 

血 管 外 科 学 演 習 

人 工 心 臓 補 助 循 環 学 

救 急 循 環 器 外 科 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 産 科 婦 人 科 学 

産 科 学 特 論 

婦 人 科 学 特 論 

生 殖 内 分 泌 学 

婦 人 科 腫 瘍 学 

産 科 婦 人 科 学 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 眼 科 学 

眼 科 学 特 論 

眼 科 学 演 習 

眼 科 生 理 学 

眼 病 理 学 

眼 発 生 学 

眼 生 化 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

 耳 鼻 咽 喉 科 学 

耳 鼻 咽 喉 科 学 特 論 

耳 鼻 咽 喉 科 学 演 習 

聴 力 学 

気 管 食 道 科 学 

頭 頸 部 腫 瘍 学 

鼻 ア レ ル ギ ー 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 泌 尿 器 科 学 

泌 尿 器 科 学 特 論 

泌 尿 器 科 学 演 習 

泌 尿 器 腫 瘍 学 

泌 尿 器 内 視 鏡 学 

腎 移 植 学 

泌 尿 器 内 分 泌 学 

尿 路 結 石 学 

小 児 泌 尿 器 科 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

 麻 酔 科 学 

麻 酔 科 学 特 論 

麻 酔 科 学 演 習 

疼 痛 管 理 学 

麻 酔 集 中 治 療 医 学 

小 児 麻 酔 学 

心 臓 麻 酔 学 

神 経 麻 酔 学 

産 科 麻 酔 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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 小 児 外 科 学 

小 児 外 科 学 特 論 

奇 形 発 生 学 

消 化 管 生 理 学 

腫 瘍 免 疫 学 

小 児 救 急 外 科 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

 形 成 外 科 学 

形 成 外 科 学 特 論 

形 成 外 科 学 演 習 

頭 頸 部 再 建 学 

四 肢 ・ 躯 幹 腫 瘍 学 

微 小 血 管 外 科 学 

皮 膚 外 科 学 

レ ー ザ ー 医 学 

外 傷 外 科 学 

美 容 外 科 学 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

専 攻 共 通 科 目 
基 礎 臨 床 共 通 講 義 Ⅰ 

基 礎 臨 床 共 通 講 義 Ⅱ 

４ 

４ 
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別表２－１ 

保健学研究科における授業科目及び単位 

（平成１９年度以前の入学者に適用） 

（１）博士前期課程 

専 門 分 野 授  業  科  目 単 位 数 

環 境 と 健 康 の 科 学 

人 類 生 態 学 特 論 

疫 学 特 論 

環 境 保 健 学 特 論 

環 境 科 学 特 論 

保 健 栄 養 学 特 論 

総 合 演 習 

総 合 実 験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 

保 健 ・ 福 祉 の 科 学 

保 健 福 祉 学 特 論 

保 健 管 理 学 特 論 

学 校 保 健 学 特 論 

精 神 保 健 福 祉 学 特 論 

健 康 教 育 学 特 論 

総 合 演 習 

総 合 実 験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 

医 療 ・ 看 護 の 科 学 

医 療 看 護 学 特 論 

地 域 看 護 学 特 論 

救 急 医 学 特 論 

医 療 管 理 学 特 論 

医 療 情 報 学 特 論 

総 合 演 習 

総 合 実 験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 

病 態 の 検 査 科 学 

病 理 学 特 論 

臨 床 生 理 学 特 論 

臨 床 病 理 学 特 論 

細 胞 診 断 学 特 論 

薬 動 力 学 特 論 

総 合 演 習 

総 合 実 験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 

病 因 の 検 査 科 学 

微 生 物 学 特 論 

免 疫 学 特 論 

感 染 症 疫 学 特 論 

総 合 演 習 

総 合 実 験 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 
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個 体 の 生 命 科 学 

生 理 学 特 論 

解 剖 学 特 論 

脳 神 経 生 理 学 特 論 

人 類 遺 伝 学 特 論 

総 合 演 習 

総 合 実 験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 

細胞・分子の生命科学 

分 子 生 物 学 特 論 

生 物 有 機 化 学 特 論 

生 化 学 特 論 

分 子 細 胞 生 物 学 特 論 

分 子 生 命 科 学 特 論 

総 合 演 習 

総 合 実 験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 

 
（２）博士後期課程 

専 門 分 野 授  業  科  目 単 位 数 

環 境 科 学 

人 類 生 態 学 

疫 学 

環 境 保 健 学 

環 境 化 学 

保 健 栄 養 学 

特 別 研 究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 

健 康 科 学 

保 健 福 祉 学 

精 神 保 健 福 祉 学 

地 域 保 健 学 

学 校 保 健 学 

健 康 教 育 学 

医 療 看 護 学 

地 域 看 護 学 

救 急 医 学 

医 療 管 理 学 

医 療 情 報 学 

特 別 研 究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 
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検 査 科 学 

病 理 学 

臨 床 生 理 学 

臨 床 病 理 学 

細 胞 診 断 学 

薬 動 力 学 

微 生 物 学 

免 疫 学 

感 染 症 疫 学 

特 別 研 究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 

生 命 科 学 

生 理 学 

細 胞 生 物 学 

脳 神 経 生 理 学 

細 胞 遺 伝 学 

分 子 生 物 学 

生 物 有 機 化 学 

生 化 学 

分 子 遺 伝 学 

分 子 生 命 科 学 

特 別 研 究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

10 
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別表２－２ 

保健学研究科保健学専攻における授業科目及び単位 

（平成２０年度入学者から適用） 

（１）博士前期課程 

専門分野 授業科目 単位数 

臨床検査・生命科学分野 

病 理 学 

感 染 症 疫 学 特 論 

免 疫 学 特 論 

細 胞 診 断 学 特 論 

血 液 学 特 論 

分 析 化 学 

臨 床 薬 理 学 

分 子 生 命 科 学 

医 療 倫 理 学 

人 類 遺 伝 学 

解 剖 学 

医 療 情 報 学 

微 生 物 学 

感 染 制 御 学 特 論 

生 化 学 特 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  病 理 細 胞 診 断 技 術 

微 生 物 培 養 ・ 分 析 技 術 

遺 伝 子 解 析 技 術 

血 液 細 胞 培 養 ・ 分 析 技 術 

生 化 学 解 析 技 術 

薬 物 代 謝 分 析 技 術 

免 疫 細 胞 生 物 学 実 験 法 

光 学 ・ 電 子 顕 微 鏡 技 術 

実 験 動 物 解 析 技 術 

病 理 学 演 習 

細 胞 診 断 学 演 習 

感 染 症 演 習 

免 疫 学 演 習 

血 液 学 演 習 

分 析 化 学 演 習 

薬 物 動 態 学 演 習 

分 子 生 命 科 学 演 習 

医 療 倫 理 学 演 習 

人 類 遺 伝 学 演 習 

分 子 解 剖 学 演 習 

病 理 学 ・ 細 胞 診 断 学 セ ミ ナ ー 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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感 染 症 学 セ ミ ナ ー 

分 子 生 命 科 学 セ ミ ナ ー 

機能分子化学・薬物動態学セミナー 

人 類 遺 伝 学 セ ミ ナ ー 

分 子 解 剖 学 セ ミ ナ ー 

血 液 学 セ ミ ナ ー 

免 疫 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 
 
 
 
 
 
 
保 健 ・ 福 祉 科 学 分 野 
 

 

 

 

  

疫 学 特 論 

環 境 保 健 学 特 論 

保 健 管 理 学 特 論 

精 神 保 健 学 特 論 

学 校 保 健 学 特 論 

人 類 生 態 学 特 論 

保 健 栄 養 学 特 論 

保 健 福 祉 学 特 論 

心 理 学 特 論 

遺 伝 教 育 論 

生 物 統 計 学 演 習 

環 境 影 響 評 価 技 術 

地 域 保 健 福 祉 論 

養 護 教 諭 実 践 論 

精 神 保 健 分 析 支 援 技 術 

国 際 保 健 学 

食 品 栄 養 分 析 解 析 技 術 

保 健 福 祉 制 度 論 

疫 学 セ ミ ナ ー 

学 校 保 健 セ ミ ナ ー 

精 神 医 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

生 理 学 特 論 

臨 床 生 理 学 特 論 

腎 臓 病 学 特 論 

循 環 器 病 学 特 論 

２ 

２ 

２ 

２ 
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臨 床 工 学 分 野 

 

 

 

 

臨 床 神 経 生 理 学 

臨 床 Ｍ Ｅ 学 

医 用 基 礎 工 学 

先 端 臨 床 工 学 特 論 

医 用 情 報 シ ス テ ム 工 学 特 論 

血 液 浄 化 療 法 学 

循 環 器 病 態 生 理 学 

神 経 電 気 診 断 技 術 

生 理 学 ・ 医 用 基 礎工 学 セ ミ ナ ー 

臨 床 Ｍ Ｅ 学 セ ミ ナ ー 

腎臓病学・血液浄化療法セミナー 

循 環 器 病 態 生 理 学 セ ミ ナ ー 

神 経 生 理 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

救 急 救 命 学 分 野 

 

 

 

 

 

 

 

 

救 急 医 学 特 論 

中 毒 学 特 論 

医 療 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 学 特 論 

脳 神 経 外 科 学 特 論 

健 康 ス ポ ー ツ 科 学 特 論 

救 急 ・ 集 中 治 療 学 

プ レ ホ ス ピ タ ル 外 傷 学 

コ ー チ ン グ 論 

神 経 外 傷 学 

神 経 症 候 学 

救 急 医 学 ・ 中 毒 学 セ ミ ナ ー 

医療コミュニケーション学セミナー 

脳 神 経 外 科 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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（２）博士後期課程 

専 門 分 野 授  業  科  目 単 位 数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床検査・生命科学分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腫 瘍 病 理 学 

感 染 症 疫 学 

免 疫 学 

細 胞 診 断 学 

血 液 学 

機 能 分 子 化 学 

薬 物 動 態 解 析 学 

分 子 遺 伝 学 

染 色 体 学 

分 子 解 剖 学 

情 報 工 学 

感 染 制 御 学 

生 化 学 

病 理 学 ・ 細 胞 診 断 学 セ ミ ナ ー 

感 染 症 学 セ ミ ナ ー 

分 子 生 命 科 学 セ ミ ナ ー 

機能分子化学・薬物動態学セミナー 

人 類 遺 伝 学 セ ミ ナ ー 

分 子 解 剖 学 セ ミ ナ ー 

血 液 学 セ ミ ナ ー 

免 疫 学 セ ミ ナ ー 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

保 健・福祉科学分 野 

 

疫 学 

環 境 保 健 学 

保 健 ・ 福 祉 管 理 学 

精 神 保 健 学 

養 護 教 育 学 

人 類 生 態 学 

保 健 栄 養 学 

保 健 福 祉 学 

心 理 学 

疫 学 セ ミ ナ ー 

学 校 保 健 セ ミ ナ ー 

精 神 医 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ    

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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臨 床 工 学 分 野 

生 理 学 

臨 床 生 理 学 

腎 臓 病 学 

循 環 器 病 学 

神 経 生 理 学 

先 端 臨 床 工 学 

医 用 情 報 シ ス テ ム 工 学 

生 理学・医用基礎工学セ ミナー 

臨 床 Ｍ Ｅ 学 セ ミ ナ ー 

腎臓病学・血液浄化療法セミナー 

循 環 器 病 態 生 理 学 セ ミ ナ ー 

神 経 生 理 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

救急救命・看護学分野 

救 急 医 学 

医 療 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 

脳 神 経 外 科 学 

健 康 ス ポ ー ツ 科 学 

精 神 看 護 学 

医 療 安 全 管 理 学 

成 人 看 護 学 

高 齢 者 看 護 学 

地 域 看 護 学 

救 急 医 学 ・ 中 毒 学 セ ミ ナ ー 

医療コミュニケーション学セミナー 

脳 神 経 外 科 学 セ ミ ナ ー 

精 神 看 護 学 セ ミ ナ ー 

医 療 安 全 管 理 学 セ ミ ナ ー 

成 人 看 護 学 セ ミ ナ ー 

高 齢 者 看 護 学 セ ミ ナ ー 

地 域 看 護 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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別表２－３ 

保健学研究科看護学専攻における授業科目及び単位 

（平成２０年度入学者から適用） 

（１）博士前期課程 

専門分野 授業科目 単位数 

地 域 保 健 看 護 分 野 

 

高 齢 者 看 護 学 特 論 

高 齢 者 看 護 学 演 習 

高 齢 者 看 護 学 実 習 

地 域 看 護 学 特 論 

地 域 看 護 学 演 習 

地 域 看 護 学 実 習 

在 宅 看 護 学 特 論 

在 宅 看 護 学 演 習 

在 宅 看 護 学 実 習 

基 礎 看 護 学 特 論 

基 礎 看 護 学 演 習 

遺 伝 看 護 学 

法 医 看 護 学 

ジャーナルクラブ（地域保健看護分野） 

特 別 研 究 ( 論 文 指 導 ) 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

６ 

２ 

２ 

６ 

２ 

２ 

６ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

看護ケアマネジメント分野 

精 神 看 護 学 特 論 

精 神 看 護 学 演 習 

精 神 看 護 学 実 習 

看 護 医 療 安 全 教 育 論 

医 療 安 全 管 理 論 

看護医療安全教育・医療安全管理論演習 

成人看護学Ⅰ ( がん看護Ａ ) 特論 

成 人 看 護 学 Ⅰ 演 習 

成人看護学Ⅱ ( がん看護Ｂ ) 特論 

成 人 看 護 学 Ⅱ 演 習 

成 人 看 護 学 実 習 

母 子 看 護 学 特 論 

母 子 看 護 学 演 習 

母 子 看 護 学 実 習 

ジ ャ ー ナ ル ク ラ ブ 

（ 看護ケアマネジメント 分野） 

２ 

２ 

６ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

４ 

２ 

６ 

２ 

２ 

６ 

２ 
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特 別 研 究 ( 論 文 指 導 ) 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

専 攻 共 通 科 目 

看 護 教 育 学 特 論 

看 護 管 理 学 特 論 

看 護 教 育 学 演 習 

看 護 研 究 方 法 論 

看 護 政 策 学 特 論 

家 族 看 護 学 特 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

保 健 学 専 攻 と の 

共 通 開 講 科 目 

医 療コミュニケーション 学特論 

医 療 倫 理 学 

疫 学 特 論 

学 校 保 健 学 特 論 

人 類 遺 伝 学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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別表３－１（平成１５年度以前の入学生に適用） 

国際協力研究科課程における授業科目及び単位 

（１） 博士前期課程 

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備    考 

国 際 秩 序 論 

国 際 秩 序 特 論 Ａ 

国 際 秩 序 特 論 Ｂ 

世界政治・経済特論Ａ 

世界政治・経済特論Ｂ 

世 界 経 済 特 論 Ａ 

世 界 経 済 特 論 Ｂ 

国際紛争と危機管理Ａ 

国際紛争と危機管理Ｂ 

国 際 法 特 論 Ａ 

国 際 法 特 論 Ｂ 

国 際 貿 易 特 論 Ａ 

国 際 貿 易 特 論 Ｂ 

国 際 金 融 特 論 Ａ 

国 際 金 融 特 論 Ｂ 

比 較 憲 法 特 論 Ａ 

比 較 憲 法 特 論 Ｂ 

リスクマネジメント特論Ａ 

リスクマネジメント特論Ｂ 

情報セキュリティ特論Ａ 

情報セキュリティ特論Ｂ 

政 策 管 理 特 論 Ａ 

政 策 管 理 特 論 Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

現 代 中 東 特 論 Ａ 

現 代 中 東 特 論 Ｂ 

現 代 中 国 特 論 Ａ 

現 代 中 国 特 論 Ｂ 

東 ア ジ ア 政 治 特 論 Ａ 

東 ア ジ ア 政 治 特 論 Ｂ 

中 国 近 代 思 想 特 論 Ａ 

中 国 近 代 思 想 特 論 Ｂ 

現代中国文化社会特論Ａ 

現代中国文化社会特論Ｂ 

現 代 ロ シ ア 特 論 Ａ 

現 代 ロ シ ア 特 論 Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

イ ス ラ ム 的 思 考 論 Ａ ２  

国

際

開

発

専

攻 

ア ジ ア 論 

イ ス ラ ム 的 思 考 論 Ｂ ２  
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 ア ジ ア 交 流 史 Ａ ２  

 

 ア ジ ア 交 流 史 Ｂ ２  

国 際 開 発 特 論 Ａ 

国 際 開 発 特 論 Ｂ 

開 発 政 策 特 論 Ａ 

開 発 政 策 特 論 Ｂ 

地 域 社 会 論 Ａ 

地 域 社 会 論 Ｂ 

国 際 開 発 政 治 特 論 Ａ 

国 際 開 発 政 治 特 論 Ｂ 

社 会 変 容 特 論 Ａ 

社 会 変 容 特 論 Ｂ 

国 際 人 材 開 発 特 論 Ａ 

国 際 人 材 開 発 特 論 Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

比 較 私 法 特 論 Ａ 

比 較 私 法 特 論 Ｂ 

比 較 家 族 法 特 論 Ａ 

比 較 家 族 法 特 論 Ｂ 

比 較 財 産 法 特 論 Ａ 

比 較 財 産 法 特 論 Ｂ 

比較民事手続法特論Ａ 

比較民事手続法特論Ｂ 

国 際 倒 産 法 特 論 Ａ 

国 際 倒 産 法 特 論 Ｂ 

国 際 企 業 文 化 特 論 Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国 際 企 業 文 化 特 論 Ｂ 

国 際 商 法 特 論 Ａ 

国 際 商 法 特 論 Ｂ 

比 較 会 計 特 論 Ａ 

比 較 会 計 特 論 Ｂ 

国 際 経 営 特 論 Ａ 

国 際 経 営 特 論 Ｂ 

国 際 経 営 情 報 特 論 Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国 際 経 営 情 報 特 論 Ｂ 

ｅ コ マ ー ス 特 論 Ａ 

ｅ コ マ ー ス 特 論 Ｂ 

国 際 比 較 調 査 特 論 Ａ 

国 際 比 較 調 査 特 論 Ｂ 

国際コミュニケーション特論Ａ 

国際コミュニケーション特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国

際

開

発

専

攻 

国 際 開 発 論 

国 際 協 力 論 Ａ ２ 
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 国 際 協 力 論 Ｂ ２  

 

 国 際 協 力 実 践 論 Ａ ２  

 

 国 際 協 力 実 践 論 Ｂ ２  

 

 

人 類 生 態 学 特 論 Ａ 

人 類 生 態 学 特 論 Ｂ 

環 境 保 健 学 特 論 Ａ 

環 境 保 健 学 特 論 Ｂ 

環 境 衛 生 学 特 論 Ａ 

環 境 衛 生 学 特 論 Ｂ 

熱 帯 地 域 疾 病 特 論 Ａ 

熱 帯 地 域 疾 病 特 論 Ｂ 

地 域 保 健 学 特 論 Ａ 

地 域 保 健 学 特 論 Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

言語文化研究 

比 較 言 語 学 特 論 Ａ 

比 較 言 語 学 特 論 Ｂ 

比較言語社会学特論Ａ 

比較言語社会学特論Ｂ 

言 語 文 化 相 関 論 Ａ 

言 語 文 化 相 関 論 Ｂ 

文化交流における言語特論Ａ 

文化交流における言語特論Ｂ 

比 較 音 韻 学 特 論 Ａ 

比 較 音 韻 学 特 論 Ｂ 

国際コミュニケーション特論Ａ 

国際コミュニケーション特論Ｂ 

バイリンガル教育特論Ａ 

バイリンガル教育特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

日 本 文 化 基 層 論 Ａ 

日 本 文 化 基 層 論 Ｂ 

日 本 文 学 特 論 Ａ 

日 本 文 学 特 論 Ｂ 

日 本 語 構 造 論 Ａ 

日 本 語 構 造 論 Ｂ 

日 本 語 教 育 特 論 Ⅰ Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国

際

文

化

交

流

専

攻 

２ 

 

日 本 研 究 

日 本 語 教 育 特 論 Ⅰ Ｂ 

日 本 語 教 育 特 論 Ⅱ Ａ 

日 本 語 教 育 特 論 Ⅱ Ｂ ２ 
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ア ジ ア 交 流 史 Ａ 

ア ジ ア 交 流 史 Ｂ 

東アジア文化交流特論Ａ 

東アジア文化交流特論Ｂ 

東南アジア文化社会特論Ａ 

東南アジア文化社会特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

日 欧 文 化 交 流 史 Ａ 

日 欧 文 化 交 流 史 Ｂ 

日 英 文 化 交 流 特 論 Ａ 

日 英 文 化 交 流 特 論 Ｂ 

日 米 文 化 交 流 特 論 Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 文化交流研究 
日 米 文 化 交 流 特 論 Ｂ 

中南米文化社会特論Ａ 

中南米文化社会特論Ｂ 

中 国 近 代 思 想 特 論 Ａ 

中 国 近 代 思 想 特 論 Ｂ 

現代中国文化社会特論Ａ 

現代中国文化社会特論Ｂ 

イ ス ラ ム 的 思 考 論 Ａ 

イ ス ラ ム 的 思 考 論 Ｂ 

文 化 交 流 実 践 論 Ａ 

文 化 交 流 実 践 論 Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 
民 族 学 特 論 Ａ 

民 族 学 特 論 Ｂ 

２ 

２ 
 

政 策 と そ の 実 施 Ⅰ 

言 語 と 文 化 交 流 Ⅰ 

地 域 研 究 Ⅰ 

保 健 、 環 境 衛 生 Ⅰ 

政策とその実施Ⅱ－１ 

政策とその実施Ⅱ－２ 

言語と文化交流Ⅱ－Ⅰ 

言語と文化交流Ⅱ－２ 

地 域 研 究 Ⅱ － １ 

地 域 研 究 Ⅱ － ２ 

８ 

８ 

８ 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

保健、環境衛生Ⅱ－１ 

保健、環境衛生Ⅱ－２ 

政策とその実施(海外,企業等実習)Ⅲ-１ 

政策とその実施(海外,企業等実習)Ⅲ-２ 

言語と文化交流(海外,企業等実習)Ⅲ-１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

専

攻

共

通

科

目 

事 例 研 究 

言語と文化交流(海外,企業等実習)Ⅲ-２ ２  
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 地域研究(海外、企業等実習)Ⅲ―１ ２  

 

 地域研究(海外、企業等実習)Ⅲ―２ ２  

 

 保健,環境衛生(海外、企業等実習)Ⅲ―１ ２  

 

 保健,環境衛生(海外、企業等実習)Ⅲ―２ ２  

  
 

外 国 語 

英 語 研 究 Ⅰ 
英 語 研 究 Ⅱ 
中 国 語 研 究 Ⅰ 
中 国 語 研 究 Ⅱ 
日 本 語 研 究 Ⅰ 
日 本 語 研 究 Ⅱ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

日本語研究の履修は、 
留学生のみとする。 

 
（２） 博士後期課程 

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備    考 

政 治 経 済 

国 際 秩 序 論 演 習 

世界政治・経済論演習 

国 際 経 営 情 報 論 演 習 

比 較 財 産 法 演 習 

比 較 法 制 論 演 習 

現 代 中 国 政 治 論 演 習 

世 界 経 済 論 演 習 

比 較 会 計 論 演 習 

国 際 法 論 

比 較 労 働 法 論 

国際紛争と危機管理論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

 

諸地域の思想的

特質 

中 国 対 外 政 策 論 演 習 

中 国 近 代 思 想 論 演 習 

イスラム的思考論演習 

東南アジア思想論演習 

比 較 家 族 法 論 演 習 

比 較 民 事 手 続 法 論 

ロ シ ア 極 東 政 策 論 

中 東 論 

地 域 政 策 論 

東 南 ア ジ ア 民 族 論 

東 ア ジ ア 言 語 文 化 論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

４ 

４ 

国 際 開 発 論 演 習 

国 際 協 力 論 演 習 

人 類 生 態 学 演 習 ４ 

国 際 比 較 調 査 論 演 習 ４ 

開

発

問

題

専

攻 

 

 

 

 

地域開発・協力 熱 帯 地 域 疾 病 論 演 習 ４ 
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環 境 保 健 学 演 習 ４ 

環 境 衛 生 学 演 習 ４ 

 

 地 域 保 健 学 演 習 ４  

比 較 言 語 論 演 習 ４ 

日 本 言 語 文 化 論 演 習 ４ 

国 際 企 業 文 化 論 ２ 

言 語 文 化 史 論 ２ 

医 療 計 画 論 ２ 

国際コミュニケーション論 ２ 

比 較 文 化 論 ２ 

文 化 人 類 学 ２ 

バ イ リ ン ガ ル 教 育 論 ２ 

日 本 語 教 育 論 ２ 

  

日 本 語 教 授 法 論 ２ 
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別表３－２（平成１６年度入学生に適用） 

国際協力研究科課程における授業科目及び単位 

（１）博士前期課程 

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備    考 

国 際 秩 序 論 

国 際 秩 序 特 論 Ａ 

国 際 秩 序 特 論 Ｂ 

世界政治・経済特論Ａ 

世界政治・経済特論Ｂ 

世 界 経 済 特 論 Ａ 

世 界 経 済 特 論 Ｂ 

国際紛争と危機管理Ａ 

国際紛争と危機管理Ｂ 

国 際 法 特 論 Ａ 

国 際 法 特 論 Ｂ 

国 際 貿 易 特 論 Ａ 

国 際 貿 易 特 論 Ｂ 

国 際 金 融 特 論 Ａ 

国 際 金 融 特 論 Ｂ 

比 較 憲 法 特 論 Ａ 

比 較 憲 法 特 論 Ｂ 

リスクマネジメント特論Ａ 

リスクマネジメント特論Ｂ 

情報セキュリティ特論Ａ 

情報セキュリティ特論Ｂ 

政 策 管 理 特 論 Ａ 

政 策 管 理 特 論 Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

現 代 中 東 特 論 Ａ 

現 代 中 東 特 論 Ｂ 

現 代 中 国 特 論 Ａ 

現 代 中 国 特 論 Ｂ 

東 ア ジ ア 政 治 特 論 Ａ 

東 ア ジ ア 政 治 特 論 Ｂ 

中 国 近 代 思 想 特 論 Ａ 

中 国 近 代 思 想 特 論 Ｂ 

現代中国文化社会特論Ａ 

現代中国文化社会特論Ｂ 

現 代 ロ シ ア 特 論 Ａ 

現 代 ロ シ ア 特 論 Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

イ ス ラ ム 的 思 考 論 Ａ ２  

国

際

開

発

専

攻 

ア ジ ア 論 

イ ス ラ ム 的 思 考 論 Ｂ ２  
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 ア ジ ア 交 流 史 Ａ ２  

 

 ア ジ ア 交 流 史 Ｂ ２  

国 際 開 発 特 論 Ａ 

国 際 開 発 特 論 Ｂ 

開 発 政 策 特 論 Ａ 

開 発 政 策 特 論 Ｂ 

地 域 社 会 論 Ａ 

地 域 社 会 論 Ｂ 

国 際 開 発 政 治 特 論 Ａ 

国 際 開 発 政 治 特 論 Ｂ 

社 会 変 容 特 論 Ａ 

社 会 変 容 特 論 Ｂ 

国 際 人 材 開 発 特 論 Ａ 

国 際 人 材 開 発 特 論 Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

比 較 私 法 特 論 Ａ 

比 較 私 法 特 論 Ｂ 

比 較 家 族 法 特 論 Ａ 

比 較 家 族 法 特 論 Ｂ 

比 較 財 産 法 特 論 Ａ 

比 較 財 産 法 特 論 Ｂ 

比較民事手続法特論Ａ 

比較民事手続法特論Ｂ 

国 際 倒 産 法 特 論 Ａ 

国 際 倒 産 法 特 論 Ｂ 

国 際 企 業 文 化 特 論 Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国 際 企 業 文 化 特 論 Ｂ 

国 際 商 法 特 論 Ａ 

国 際 商 法 特 論 Ｂ 

比 較 会 計 特 論 Ａ 

比 較 会 計 特 論 Ｂ 

国 際 経 営 特 論 Ａ 

国 際 経 営 特 論 Ｂ 

国 際 経 営 情 報 特 論 Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国 際 経 営 情 報 特 論 Ｂ 

ｅ コ マ ー ス 特 論 Ａ 

ｅ コ マ ー ス 特 論 Ｂ 

国 際 比 較 調 査 特 論 Ａ 

国 際 比 較 調 査 特 論 Ｂ 

国際コミュニケーション特論Ａ 

国際コミュニケーション特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国

際

開

発

専

攻 

国 際 開 発 論 

国 際 協 力 論 Ａ ２ 
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 国 際 協 力 論 Ｂ ２  

 

 国 際 協 力 実 践 論 Ａ ２  

 

 国 際 協 力 実 践 論 Ｂ ２  

 

 

人 類 生 態 学 特 論 Ａ 

人 類 生 態 学 特 論 Ｂ 

環 境 保 健 学 特 論 Ａ 

環 境 保 健 学 特 論 Ｂ 

環 境 衛 生 学 特 論 Ａ 

環 境 衛 生 学 特 論 Ｂ 

熱 帯 地 域 疾 病 特 論 Ａ 

熱 帯 地 域 疾 病 特 論 Ｂ 

地 域 保 健 学 特 論 Ａ 

地 域 保 健 学 特 論 Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

言 語文化研究 

比 較 言 語 学 特 論 Ａ 

比 較 言 語 学 特 論 Ｂ 

比較言語社会学特論Ａ 

比較言語社会学特論Ｂ 

言 語 文 化 相 関 論 Ａ 

言 語 文 化 相 関 論 Ｂ 

文化交流における言語特論Ａ 

文化交流における言語特論Ｂ 

比 較 音 韻 学 特 論 Ａ 

比 較 音 韻 学 特 論 Ｂ 

国際コミュニケーション特論Ａ 

国際コミュニケーション特論Ｂ 

バイリンガル教育特論Ａ 

バイリンガル教育特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

日 本 文 化 基 層 論 Ａ 

日 本 文 化 基 層 論 Ｂ 

日 本 文 学 特 論 Ａ 

日 本 文 学 特 論 Ｂ 

日 本 語 構 造 論 Ａ 

日 本 語 構 造 論 Ｂ 

日 本 語 教 育 特 論 Ⅰ Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国

際

文

化

交

流

専

攻 

２ 

 

日 本 研 究 

日 本 語 教 育 特 論 Ⅰ Ｂ 

日 本 語 教 育 特 論 Ⅱ Ａ 

日 本 語 教 育 特 論 Ⅱ Ｂ ２ 
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ア ジ ア 交 流 史 Ａ 

ア ジ ア 交 流 史 Ｂ 

東アジア文化交流特論Ａ 

東アジア文化交流特論Ｂ 

東南アジア文化社会特論Ａ 

東南アジア文化社会特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

日 欧 文 化 交 流 史 Ａ 

日 欧 文 化 交 流 史 Ｂ 

日 英 文 化 交 流 特 論 Ａ 

日 英 文 化 交 流 特 論 Ｂ 

日 米 文 化 交 流 特 論 Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 文 化 交流研究 
日 米 文 化 交 流 特 論 Ｂ 

中南米文化社会特論Ａ 

中南米文化社会特論Ｂ 

中 国 近 代 思 想 特 論 Ａ 

中 国 近 代 思 想 特 論 Ｂ 

現代中国文化社会特論Ａ 

現代中国文化社会特論Ｂ 

イ ス ラ ム 的 思 考 論 Ａ 

イ ス ラ ム 的 思 考 論 Ｂ 

文 化 交 流 実 践 論 Ａ 

文 化 交 流 実 践 論 Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

共
通
必
修
科
目 

 

国際協力論 

国際人材開発特論 

感染症学特論 

環境保健学特論 

有事医療特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１
０
単
位
必
修 

国

際

医

療

協

力

専

攻 

政
策
コ
ー
ス 

医 療 社 会
論 

医療政策論Ａ 

医療社会学特論Ａ 

医療経済学特論Ａ 

医療協力関連法規論Ａ 

社会福祉学特論Ａ 

社会変容特論Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

６
単
位
以
上
選

択
必
修 
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国 際 保 健
衛生論 

人類生態学特論Ａ 

環境汚染学特論Ａ 

環境衛生学特論Ａ 

母子保健学特論Ａ 

地域保健学特論Ａ 

地域看護学特論Ａ 

疾病予防論Ａ 

国際疫学特論Ａ 

熱帯病・寄生虫学特論Ａ 

疾病概論Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国 際 関 係
・交流論 

現代中東特論 

現代ロシア特論 

東アジア交流史 

中南米文化社会特論 

現代中国社会特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

医 療 社 会
論 

医療政策論Ｂ 

医療社会学特論Ｂ 

医療経済学特論Ｂ 

医療協力関連法規論Ｂ 

社会福祉学特論Ｂ 

社会変容特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国 際 保 健
衛生論 

人類生態学特論Ｂ 

環境汚染学特論Ｂ 

環境衛生学特論Ｂ 

母子保健学特論Ｂ 

地域保健学特論Ｂ 

地域看護学特論Ｂ 

疾病予防論Ｂ 

国際疫学特論Ｂ 

熱帯病・寄生虫学特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

６
単
位
以
上
選
択
必
修 

医
療
コ
ー
ス 

国 際 関 係
・交流論 

現代中東特論 

現代ロシア特論 

東アジア交流史 

中南米文化社会特論 

現代中国社会特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 民 族 学 特 論 Ａ ２   

 民 族 学 特 論 Ｂ ２  
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政策とその実施Ⅰ 

言語と文化交流Ⅰ 

地域研究Ⅰ 

保健、環境衛生Ⅰ 

政策とその実施Ⅱ－１ 

政策とその実施Ⅱ－２ 

言語と文化交流Ⅱ－Ⅰ 

言語と文化交流Ⅱ－２ 

地域研究Ⅱ－１ 

地域研究Ⅱ－２ 

８ 

８ 

８ 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

保健、環境衛生Ⅱ－１ 

保健、環境衛生Ⅱ－２ 

政策とその実施(海外,企業等実習)Ⅲ-１ 

政策とその実施(海外,企業等実習)Ⅲ-２ 

言語と文化交流(海外,企業等実習)Ⅲ-１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

言語と文化交流(海外,企業等実習)Ⅲ-２ ２  

地域研究(海外、企業等実習)Ⅲ―１ ２  

地域研究(海外、企業等実習)Ⅲ―２ ２  

保健,環境衛生(海外、企業等実習)Ⅲ―１ ２  

保健,環境衛生(海外、企業等実習)Ⅲ―２ ２  
 国際医療協力Ⅰ ８  

国際医療協力Ⅱ－１ ２  

国際医療協力Ⅱ－２ ２  

国際医療協力(海外、企業等実習)Ⅲ－１ ２  
 

専

攻

共

通

科

目 

事 例 研 究 

国際医療協力(海外、企業等実習)Ⅲ－２ ２  

国際医療協力専攻
の履修者のみとす
る。 
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（２）博士後期課程 

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備    考 

政 治 経 済 

国 際 秩 序 論 演 習 

世界政治・経済論演習 

国 際 経 営 情 報 論 演 習 

比 較 財 産 法 演 習 

比 較 法 制 論 演 習 

現 代 中 国 政 治 論 演 習 

世 界 経 済 論 演 習 

比 較 会 計 論 演 習 

国 際 法 論 

比 較 労 働 法 論 

国際紛争と危機管理論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

 

諸地域の思想的

特質 

中 国 対 外 政 策 論 演 習 

中 国 近 代 思 想 論 演 習 

イスラム的思考論演習 

東南アジア思想論演習 

比 較 家 族 法 論 演 習 

比 較 民 事 手 続 法 論 

ロ シ ア 極 東 政 策 論 

中 東 論 

地 域 政 策 論 

東 南 ア ジ ア 民 族 論 

東 ア ジ ア 言 語 文 化 論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

４ 

４ 

国 際 開 発 論 演 習 

国 際 協 力 論 演 習 

人 類 生 態 学 演 習 ４ 

国 際 比 較 調 査 論 演 習 ４ 

熱 帯 地 域 疾 病 論 演 習 ４ 

環 境 保 健 学 演 習 ４ 

開

発

問

題

専

攻 

 

 

 

 

地域開発・協力 

環 境 衛 生 学 演 習 ４ 

 

 

 地 域 保 健 学 演 習 ４  

比 較 言 語 論 演 習 ４ 

日 本 言 語 文 化 論 演 習 ４ 

日 本 語 教 授 法 論 演 習 ４ 

国 際 企 業 文 化 論 ２ 

言 語 文 化 史 論 ２ 

医 療 計 画 論 ２ 

国際コミュニケーション論 ２ 

 

 

比 較 文 化 論 ２ 

 



第3類（杏林大学大学院学則） 

- 51 - 

文 化 人 類 学 ２ 

バ イ リ ン ガ ル 教 育 論 ２ 

日 本 語 教 育 論 ２ 
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別表３－３（平成１７年度～平成１８年度入学生に適用） 

国際協力研究科課程における授業科目及び単位 

（１）博士前期課程 

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備    考 

国際政治コース 

国際秩序特論Ａ 

国際秩序特論Ｂ 

世界政治・経済特論Ａ 

世界政治・経済特論Ｂ 

国際紛争と危機管理Ａ 

国際紛争と危機管理Ｂ 

現代中東特論Ａ 

現代中東特論Ｂ 

現代中国特論Ａ 

現代中国特論Ｂ 

現代東アジア特論Ａ 

現代東アジア特論Ｂ 

現代中国文化社会特論Ａ 

現代中国文化社会特論Ｂ 

現代ロシア特論Ａ 

現代ロシア特論Ｂ 

現代アメリカ特論Ａ 

現代アメリカ特論Ｂ 

アジア交流史Ａ 

アジア交流史Ｂ 

国際コミュニケーション特論Ａ 

国際コミュニケーション特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

世界経済特論Ａ 

世界経済特論Ｂ 

国際貿易特論Ａ 

国際貿易特論Ｂ 

国際金融特論Ａ 

国際金融特論Ｂ 

開発経済学特論Ａ 

開発経済学特論Ｂ 

開発政策特論Ａ 

開発政策特論Ｂ 

開発社会学特論Ａ 

開発社会学特論Ｂ 
開発政治学特論Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国

際

開

発

専

攻 

開発協力コース 

開発政治学特論Ｂ ２  
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開発援助論Ａ 

開発援助論Ｂ 

技術協力実践論Ａ 

技術協力実践論Ｂ 

ＮＧＯ特論Ａ 

ＮＧＯ特論Ｂ 

統計学・データ解析特論Ａ 

統計学・データ解析特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国際ビジネスコ

ース 

社会変容特論Ａ 

社会変容特論Ｂ 

国際人材開発特論Ａ 

国際人材開発特論Ｂ 

国際企業文化特論Ａ 

国際企業文化特論Ｂ 

国際商法特論Ａ 

国際商法特論Ｂ 

比較会計特論Ａ 

比較会計特論Ｂ 

国際経営特論Ａ 

国際経営特論Ｂ 

国際経営情報特論Ａ 

国際経営情報特論Ｂ 

比較流通経営特論Ａ 

比較流通経営特論Ｂ 

比較税法特論Ａ 

比較税法特論Ｂ 

租税法特論Ａ 

租税法特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国際法制コース 

国際法特論Ａ 

国際法特論Ｂ 

比較憲法特論Ａ 

比較憲法特論Ｂ 

比較家族法特論Ａ 

比較家族法特論Ｂ 

比較財産法特論Ａ 

比較財産法特論Ｂ 

比較私法特論Ａ 

比較私法特論Ｂ 

比較刑事法特論Ａ 

比較刑事法特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 人類生態学特論Ａ ２  



第3類（杏林大学大学院学則） 

- 54 - 

 国際保健医療コ

ース 

人類生態学特論Ｂ 

環境保健学特論Ａ 

環境保健学特論Ｂ 

環境衛生学特論Ａ 

環境衛生学特論Ｂ 

熱帯地域疾病特論Ａ 

熱帯地域疾病特論Ｂ 

地域保健学特論Ａ 

地域保健学特論Ｂ 

医療経済学特論Ａ 

医療経済学特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

言語文化研究 

対照言語学特論Ａ 

対照言語学特論Ｂ 

比較言語社会学特論Ａ 

比較言語社会学特論Ｂ 

言語文化相関論Ａ 

言語文化相関論Ｂ 

文化交流における言語特論Ａ 

文化交流における言語特論Ｂ 

対照音韻学特論Ａ 

対照音韻学特論Ｂ 

国際コミュニケーション特論Ａ 

国際コミュニケーション特論Ｂ 

バイリンガル教育特論Ａ 

バイリンガル教育特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

日本研究 

日本文化論Ａ 

日本文化論Ｂ 

日本文学特論Ａ 

日本文学特論Ｂ 

日本語構造論Ａ 

日本語構造論Ｂ 

日本語教育特論ⅠＡ 

日本語教育特論ⅠＢ 

日本語教育特論ⅡＡ 

日本語教育特論ⅡＢ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国

際

文

化

交

流 

文化交流研究 

アジア交流史Ａ 

アジア交流史Ｂ 

アジア地域圏交流実践論Ａ 

アジア地域圏交流実践論Ｂ 

アジア地域圏文化交流特論Ａ 

アジア地域圏文化交流特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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日欧文化交流史Ａ 

日欧文化交流史Ｂ 

欧米地域圏交流実践論Ａ 

欧米地域圏交流実践論Ｂ 

欧米地域圏文化交流特論Ａ 

欧米地域圏文化交流特論Ｂ 

中南米文化社会特論Ａ 

中南米文化社会特論Ｂ 

現代中国文化社会特論Ａ 

現代中国文化社会特論Ｂ 

文化交流実践論Ａ 

文化交流実践論Ｂ 

比較文化社会特論Ａ 

比較文化社会特論Ｂ 

国際観光論Ａ 

国際観光論Ｂ 

比較教育特論Ａ 

比較教育特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

共
通
必
修
科
目 

 

国際協力論 

国際人材開発論 

感染症学特論 

環境保健学特論 

有事医療特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１０単位必修 

医 療 社 会
論 

医療政策論Ａ 

医療社会学特論Ａ 

医療経済学特論Ａ 

医療協力関連法規論Ａ 

社会福祉学特論Ａ 

社会変容特論Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国 際 保 健
衛生論 

人類生態学特論Ａ 

環境汚染学特論Ａ 

環境衛生学特論Ａ 

母子保健学特論Ａ 

地域保健学特論Ａ 

地域看護学特論Ａ 

疾病予防論Ａ 

国際疫学特論Ａ 

熱帯病・寄生虫学特論Ａ 

疾病概論Ａ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

６単位以上選択必修 

国

際

医

療

協

力

専

攻 

政
策
コ
ー
ス 

国 際 関 係
・交流論 

現代中東特論 

現代ロシア特論 

２ 

２ 
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東アジア交流史 

中南米文化社会特論 

現代中国社会特論 

２ 

２ 

２ 

 

医 療 社 会
論 

医療政策論Ｂ 

医療社会学特論Ｂ 

医療経済学特論Ｂ 

医療協力関連法規論Ｂ 

社会福祉学特論Ｂ 

社会変容特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国 際 保 健
衛生論 

人類生態学特論Ｂ 

環境汚染学特論Ｂ 

環境衛生学特論Ｂ 

母子保健学特論Ｂ 

地域保健学特論Ｂ 

地域看護学特論Ｂ 

疾病予防論Ｂ 

国際疫学特論Ｂ 

熱帯病・寄生虫学特論Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

６単位以上選択必修 

 

医
療
コ
ー
ス 

国 際 関 係
・交流論 

現代中東特論 

現代ロシア特論 

東アジア交流史 

中南米文化社会特論 

現代中国社会特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 民族学特論Ａ ２   
 民族学特論Ｂ ２  

国際政治Ⅰ 

国際政治Ⅱ-１ 

国際政治Ⅱ-２ 

国際政治（海外、企業等実習）Ⅲ-１ 

国際政治（海外、企業等実習）Ⅲ-２ 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

開発協力Ⅰ 

開発協力Ⅱ-１ 

開発協力Ⅱ-２ 

開発協力（海外、企業等実習）Ⅲ-１ 

開発協力（海外、企業等実習）Ⅲ-２ 

８ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 

国際ビジネスⅠ 

国際ビジネスⅡ-１ 

国際ビジネスⅡ-２ 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ(海外、企業等実習)Ⅲ-１ 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ(海外、企業等実習)Ⅲ-２ 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

専

攻

共

通

科

目 

演 習 

国際法制Ⅰ ８  
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国際法制Ⅱ－１ 

国際法制Ⅱ－２ 

国際法制（海外、企業等実習）Ⅲ-１ 

国際法制（海外、企業等実習）Ⅲ-２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国際保健医療Ⅰ 

国際保健医療Ⅱ-１ 

国際保健医療Ⅱ-２ 

国際保健医療（海外、企業等実習）Ⅲ-１ 

国際保健医療（海外、企業等実習）Ⅲ-２ 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 
言語と文化交流Ⅰ 

言語と文化交流Ⅱ-１ 

言語と文化交流Ⅱ-２ 

言語と文化交流（海外、企業等実習）Ⅲ-１ 

言語と文化交流（海外、企業等実習）Ⅲ-２ 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 国際医療協力Ⅰ ８  

国際医療協力Ⅱ－１ ２  

国際医療協力Ⅱ－２ ２  

国際医療協力(海外、企業等実習)Ⅲ－１ ２  
 

 

事例研究 

国際医療協力(海外、企業等実習)Ⅲ－２ ２  

国際医療協力専攻の

履修者のみとする。 
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（２）博士後期課程 

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備    考 

政治経済・法制 

国際秩序論演習Ⅰ 

国際秩序論演習Ⅱ 

国際秩序論演習Ⅲ 

世界政治・経済論演習Ⅰ 

世界政治・経済論演習Ⅱ 

世界政治・経済論演習Ⅲ 

国際経営情報論演習Ⅰ 

国際経営情報論演習Ⅱ 

国際経営情報論演習Ⅲ 

世界経済論演習Ⅰ 

世界経済論演習Ⅱ 

世界経済論演習Ⅲ 

比較会計論演習Ⅰ 

比較会計論演習Ⅱ 

比較会計論演習Ⅲ 

比較法制論演習Ⅰ 

比較法制論演習Ⅱ 

比較法制論演習Ⅲ 

比較財産法演習Ⅰ 

比較財産法演習Ⅱ 

比較財産法演習Ⅲ 

比較家族法論演習Ⅰ 

比較家族法論演習Ⅱ 

比較家族法論演習Ⅲ 

国際紛争と危機管理論 

国際法論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

 

開

発

問

題

専

攻 

地域研究・開発

協力 

国際開発論演習Ⅰ 

国際開発論演習Ⅱ 

国際開発論演習Ⅲ 

国際協力論演習Ⅰ 

国際協力論演習Ⅱ 

国際協力論演習Ⅲ 

中国対外政策論演習Ⅰ 

中国対外政策論演習Ⅱ 

中国対外政策論演習Ⅲ 

現代中国政治論演習Ⅰ 

現代中国政治論演習Ⅱ 

現代中国政治論演習Ⅲ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 
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熱帯地域疾病論演習Ⅰ 

熱帯地域疾病論演習Ⅱ 

熱帯地域疾病論演習Ⅲ 

人類生態学演習Ⅰ 

人類生態学演習Ⅱ 

人類生態学演習Ⅲ 

環境保健学演習Ⅰ 

環境保健学演習Ⅱ 

環境保健学演習Ⅲ 

環境衛生学演習Ⅰ 

環境衛生学演習Ⅱ 

環境衛生学演習Ⅲ 

地域保健学演習Ⅰ 

地域保健学演習Ⅱ 

地域保健学演習Ⅲ 

対照言語論演習Ⅰ 

対照言語論演習Ⅱ 

対照言語論演習Ⅲ 

言語文化史論演習Ⅰ 

言語文化史論演習Ⅱ 

言語文化史論演習Ⅲ 

日本言語文化論演習Ⅰ 

日本言語文化論演習Ⅱ 

日本言語文化論演習Ⅲ 

日本語教授法論演習Ⅰ 

日本語教授法論演習Ⅱ 

日本語教授法論演習Ⅲ 

日本語教育論演習Ⅰ 

日本語教育論演習Ⅱ 

日本語教育論演習Ⅲ 

医療計画論 

地域政策論 

ロシア極東論 

東南アジア論 

中東論 

国際企業文化論 

国際コミュニケーション論 

開発人類学 

比較文化論 

バイリンガル教育論 

言語文化論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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別表３－４（平成１９年度以降の入学生に適用） 

国際協力研究科課程における授業科目及び単位 

（１）博士前期課程 

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備    考 

国際政治コース 

国際秩序特論A 

国際秩序特論B 

世界政治・経済特論A 

世界政治・経済特論B 

国際紛争と危機管理A 

国際紛争と危機管理B 

現代中東特論A 

現代中東特論B 

現代中国特論A 

現代中国特論B 

現代東アジア特論A 

現代東アジア特論B 

現代中国文化社会特論A 

現代中国文化社会特論B 

現代ロシア特論A 

現代ロシア特論B 

現代アメリカ特論A 

現代アメリカ特論B 

アジア交流史A 

アジア交流史B 

国際コミュニケーション特論A 

国際コミュニケーション特論B 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国

際

開

発

専

攻 

開発協力コース 

世界経済特論A 

世界経済特論B 

国際貿易特論A 

国際貿易特論B 

国際金融特論A 

国際金融特論B 

開発経済学特論A 

開発経済学特論B 

開発政策特論A 

開発政策特論B 

開発社会学特論A 

開発社会学特論B 

開発政治学特論A 

開発政治学特論B 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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開発援助論A ２  

 

開発援助論B ２  

 

技術協力実践論A 

技術協力実践論B 

NGO特論A 

NGO特論B 

統計学・データ解析特論A 

統計学・データ解析特論B  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国際ビジネス 

コース 

社会変容特論A 

社会変容特論B 

国際人材開発特論A 

国際人材開発特論B 

国際企業文化特論A 

国際企業文化特論B 

国際商法特論A 

国際商法特論B 

比較会計特論A 

比較会計特論B 

国際経営特論A 

国際経営特論B 

国際経営情報特論A 

国際経営情報特論B 

比較流通経営特論A 

比較流通経営特論B 

比較税法特論A 

比較税法特論B 

租税法特論A 

租税法特論B 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

国際法制コース 

 

 

 

 

 

国際法特論A 

国際法特論B 

比較憲法特論A 

比較憲法特論B 

比較家族法特論A 

比較家族法特論B 

比較財産法特論A 

比較財産法特論B 

比較私法特論A 

比較私法特論B 

比較刑事法特論A 

比較刑事法特論B 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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国 
 
 
 
 
 
 

際 
 
 
 
 
 

文 

言語文化研究 

対照言語学特論A 

対照言語学特論B 

比較言語社会学特論A 

比較言語社会学特論B 

言語文化相関論A 

言語文化相関論B 

文化交流における言語特論A 

文化交流における言語特論B 

対照音韻学特論A 

対照音韻学特論B 

国際コミュニケーション特論A 

国際コミュニケーション特論B 

バイリンガル教育特論A 

バイリンガル教育特論B 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

化 
 
 
 
 

交 
 
 
 
 

流 
 

 

日本研究 

日本文化論A 

日本文化論B 

日本文学特論A 

日本文学特論B 

日本語構造論A 

日本語構造論B 

日本語教育特論ⅠA 

日本語教育特論ⅠB 

日本語教育特論ⅡA 

日本語教育特論ⅡB 

アジアにおける日本文化特論A 

アジアにおける日本文化特論B 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 
 

専 
 
 
 
 

攻 

文化交流研究 

アジア交流史A 

アジア交流史B 

アジア地域圏交流実践論A 

アジア地域圏交流実践論B 

アジア地域圏文化交流特論A 

アジア地域圏文化交流特論B 

日欧文化交流史A 

日欧文化交流史B 

欧米地域圏交流実践論A 

欧米地域圏交流実践論B 

欧米地域圏文化交流特論A 

欧米地域圏文化交流特論B 

中南米文化社会特論A 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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国

際

文

化

交

流

専

攻 

 

中南米文化社会特論B 

現代中国文化社会特論A 

現代中国文化社会特論B 

文化交流実践論A 

文化交流実践論B 

比較文化社会特論A 

比較文化社会特論B 

国際観光論A 

国際観光論B 

比較教育特論A 

比較教育特論B 

日中同時通訳特論A 

日中同時通訳特論B 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

必修科目 
国際協力研究法Ⅰ 

国際協力研究法Ⅱ 

２ 

２ 

 

社会・環境分野 

環境保健学特論 

医療社会学特論 

医療経済学特論 

医療協力関連法規論 

社会福祉学特論 

人類生態学特論 

環境汚染学特論 

環境衛生学特論 

母子保健学特論 

地域保健学特論 

国際疫学特論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国

際

医

療

協

力

専

攻 

医療分野 

感染症学特論 

有事医療特論 

医療安全特論 

地域看護学特論 

疾病予防論 

熱帯病・寄生虫学特論 

疾病概論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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文化人類学特論A 

文化人類学特論B 

２ 

２ 
 

国際政治Ⅰ 

国際政治Ⅱ-1 

    Ⅱ-2 

国際政治（海外、企業等実習）Ⅲ-1 

Ⅲ-2 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

開発協力Ⅰ 

開発協力Ⅱ-1 

Ⅱ-2 

開発協力（海外、企業等実習）Ⅲ-1 

Ⅲ-2 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国際ビジネスⅠ 

国際ビジネスⅡ-1 

     Ⅱ-2 

国際ビジネス(海外、企業等実習)Ⅲ-１ 

Ⅲ-２ 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

国際法制Ⅰ 

国際法制Ⅱ-1 

Ⅱ-2 

国際法制（海外、企業等実習）Ⅲ-1 

Ⅲ-2 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

演 習 

言語と文化交流Ⅰ 

言語と文化交流Ⅱ-1 

Ⅱ-2 

言語と文化交流(海外、企業等実習)Ⅲ-1 

Ⅲ-2 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

専

攻

共

通

科

目 

事例研究 

国際医療協力Ⅰ 

国際医療協力Ⅱ-1 

Ⅱ-2 

国際医療協力(海外、企業等実習)Ⅲ-1 

Ⅲ-2 

８ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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（２）博士後期課程 

専攻 専門分野 授 業 科 目 単位数 備    考 

政治経済・法制 

国際秩序論演習Ⅰ 

国際秩序論演習Ⅱ 

国際秩序論演習Ⅲ 

世界政治・経済論演習Ⅰ 

世界政治・経済論演習Ⅱ 

世界政治・経済論演習Ⅲ 

国際経営情報論演習Ⅰ 

国際経営情報論演習Ⅱ 

国際経営情報論演習Ⅲ 

世界経済論演習Ⅰ 

世界経済論演習Ⅱ 

世界経済論演習Ⅲ 

比較会計論演習Ⅰ 

比較会計論演習Ⅱ 

比較会計論演習Ⅲ 

比較法制論演習Ⅰ 

比較法制論演習Ⅱ 

比較法制論演習Ⅲ 

比較財産法演習Ⅰ 

比較財産法演習Ⅱ 

比較財産法演習Ⅲ 

比較家族法論演習Ⅰ 

比較家族法論演習Ⅱ 

比較家族法論演習Ⅲ 

国際紛争と危機管理論 

国際法論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

 

開

発

問

題

専

攻 
 

 

地域研究・開発

協力 

国際開発論演習Ⅰ 
国際開発論演習Ⅱ 
国際開発論演習Ⅲ 
国際協力論演習Ⅰ 
国際協力論演習Ⅱ 
国際協力論演習Ⅲ 
中国対外政策論演習Ⅰ 
中国対外政策論演習Ⅱ 
中国対外政策論演習Ⅲ 
現代中国政治論演習Ⅰ 
現代中国政治論演習Ⅱ 
現代中国政治論演習Ⅲ 

４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
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熱帯地域疾病論演習Ⅰ 

熱帯地域疾病論演習Ⅱ 

熱帯地域疾病論演習Ⅲ 

人類生態学演習Ⅰ 

人類生態学演習Ⅱ 

人類生態学演習Ⅲ 

環境保健学演習Ⅰ 

環境保健学演習Ⅱ 

環境保健学演習Ⅲ 

環境衛生学演習Ⅰ 

環境衛生学演習Ⅱ 

環境衛生学演習Ⅲ 

地域保健学演習Ⅰ 

地域保健学演習Ⅱ 

地域保健学演習Ⅲ 

対照言語論演習Ⅰ 

対照言語論演習Ⅱ 

対照言語論演習Ⅲ 

言語文化史論演習Ⅰ 

言語文化史論演習Ⅱ 

言語文化史論演習Ⅲ 

日本言語文化論演習Ⅰ 

日本言語文化論演習Ⅱ 

日本言語文化論演習Ⅲ 

日本語教授法論演習Ⅰ 

日本語教授法論演習Ⅱ 

日本語教授法論演習Ⅲ 

日本語教育論演習Ⅰ 

日本語教育論演習Ⅱ 

日本語教育論演習Ⅲ 

医療計画論 

地域政策論 

ロシア極東論 

東南アジア論 

中東論 

国際企業文化論 

国際コミュニケーション論 

開発人類学 

比較文化論 

バイリンガル教育論 

言語文化論 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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別表４                               授 業 料 そ の 他 の 学 納 金 

 

保健学研究科 国際協力研究科 

前期課程(修士） 後期課程 前期課程 後期課程 学生区分 学納金等区分 医学研究科 

保健学専攻 看護学専攻 (博士） (修士) (博士) 

入  学  金  250,000円 250,000円 250,000円 ※250,000円 250,000円 ※250,000円 

授業料(年額) 600,000円 500,000円 800,000円  500,000円 450,000円 450,000円 大学院生 

施設整備費(初年度） 200,000円 200,000円 200,000円  200,000円 200,000円 200,000円 

※ 本学の保健学研究科又は国際協力研究科の前期課程（修士）を修了した者が、本学の保健学研究科又は国際協力研究科の後期課程

（博士）に進学する場合には、入学金を徴収しない。 

 



（２）変更事項を記載した書類



杏林大学大学院学則変更事項

Ⅳ．（学位）第２７条の２

　１．保健学研究科看護学専攻　修士（看護学）を追加する。

Ⅴ．（入学検定料、入学料等の額）４３条第２項

　１．別表４に看護学専攻を追加する。

　３．別表２－２を追加する。

　４．別表２－３を追加する。

Ⅲ．（授業科目）第１８条

　１．別表２－１を削除する。

　２．別表２－２を別表２－１に変更する。

　５．国際協力研究科前期課程の入学定員計８０名を７３名及び収容定員１６０名を１４６名に変更する。

Ⅰ．（専攻）第４条

　１．保健学研究科に看護学専攻（博士前期課程）を追加する。

Ⅱ．（学生定員）第１４条

　１．保健学研究科に看護学専攻（博士前期課程）を設け、入学定員７名及び収容定員１４名を追加する。

　２．国際協力研究科国際開発専攻（博士前期課程）の入学定員４０名を３７名及び収容定員８０名を７４名に
　　　変更する。

　３．国際協力研究科国際文化交流専攻（博士前期課程）の入学定員２０名を１８名及び収容定員４０名を３６名
　　　に変更する。

　４．国際協力研究科国際医療協力専攻（博士前期課程）の入学定員２０名を１８名及び収容定員４０名を３６名
　　　に変更する。

- 1 -



（３）新旧対照表



杏林大学大学院学則 新旧対照表（案） 

- 1 - 

新 旧 

 

      制定 昭和５１年 ４月 １日             
改正 昭和５４年 ４月 １日 昭和５７年 ４月 １日 

昭和５９年 ４月 １日 昭和６１年 ３月１８日 

平成 ３年 １月３０日 平成 ４年１０月２６日 

平成 ６年 １月２４日 平成 ７年 ３月１６日 

平成 ７年 ３月２７日 平成 ７年 ９月２８日 

平成 ８年１０月２３日 平成１０年 ３月２７日 

平成１１年 ２月１５日 平成１１年 ６月２１日 

平成１１年 ９月２０日 平成１２年 ９月１８日 

平成１３年 ３月２９日 平成１３年 ６月２８日 

平成１４年 ２月２６日 平成１４年 ３月２９日 

平成１４年 ４月２５日 平成１５年 ２月１７日 

平成１５年１０月２０日 平成１６年 ３月２６日 

平成１６年１２月 ８日 平成１７年１０月２６日 

平成１８年 ３月２９日 平成１８年１２月 ８日 

 平成  年   月    日                

              

第１章 総則 

第１条～第３条               ― 省  略 ―  

（専攻） 

第４条 医学研究科、保健学研究科及び国際協力研究科にそれぞれ次の専攻を置く。 

  医学研究科 

   生 理 系 専 攻 

   病 理 系 専 攻 

   社会医学系専攻 

   内 科 系 専 攻 

   外 科 系 専 攻 

  保健学研究科 

   保 健 学 専 攻 

   看 護 学 専 攻 

  国際協力研究科 

   国 際 開 発 専 攻 

   国際文化交流専攻 

   国際医療協力専攻 

   開 発 問 題 専 攻 

 

 

第４条の２～第１３条          ― 省  略 ― 

 

 

 

       制定 昭和５１年 ４月 １日 
改正 昭和５４年 ４月 １日 昭和５７年 ４月 １日 

昭和５９年 ４月 １日 昭和６１年 ３月１８日 

平成 ３年 １月３０日 平成 ４年１０月２６日 

平成 ６年 １月２４日 平成 ７年 ３月１６日 

平成 ７年 ３月２７日 平成 ７年 ９月２８日 

平成 ８年１０月２３日 平成１０年 ３月２７日 

平成１１年 ２月１５日 平成１１年 ６月２１日 

平成１１年 ９月２０日 平成１２年 ９月１８日 

平成１３年 ３月２９日 平成１３年 ６月２８日 

平成１４年 ２月２６日 平成１４年 ３月２９日 

平成１４年 ４月２５日 平成１５年 ２月１７日 

平成１５年１０月２０日 平成１６年 ３月２６日 

平成１６年１２月 ８日 平成１７年１０月２６日 

平成１８年 ３月２９日 平成１８年１２月 ８日 

       

 

   第１章 総則 

第１条～第３条              ― 省  略 ―  

（専攻） 

第４条 医学研究科、保健学研究科及び国際協力研究科にそれぞれ次の専攻を置く。 

  医学研究科 

   生 理 系 専 攻 

   病 理 系 専 攻 

   社会医学系専攻 

   内 科 系 専 攻 

   外 科 系 専 攻 

  保健学研究科 

   保 健 学 専 攻 

   

国際協力研究科 

   国 際 開 発 専 攻 

   国際文化交流専攻 

   国際医療協力専攻 

   開 発 問 題 専 攻 

 

 

第４条の２～第１３条         ― 省  略 ― 
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新 旧 
 

 （学生定員） 

第１４条 研究科専攻別学生定員は、次のとおりとする。 

 

前 期 課 程 博 士 課 程 
研究科名 専  攻 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 
備考 

生 理 系   － 16 

病 理 系   － 12 

社会医学系   － 12 

内 科 系   － 48 

外 科 系   － 48 

医 学 研 究 科 

計   － 136 

保 健 学 7 14 4 12 

看 護 学 7 14   保健学研究科 

計 14 28 4 12 

国 際 開 発 37 74   

国際文化交流 18 36   

国際医療協力 18 36   

開 発 問 題   12 36 

国 際 協 力 

研 究 科 

計 73 146 12 36 

 

  

 

第１５条～第１７条            ― 省  略 ― 

 

   第５章 授業科目、単位及び履修方法 

  （授業科目） 

第１８条 研究科における授業科目及び単位については、別表１－１、１－２、２－１、２

－２、２－３、３－１、３－２、３－３及び３－４のとおりとする。 

 

第１９条～第２７条            ― 省  略 ― 

 

 

 

（学生定員） 

第１４条 研究科専攻別学生定員は、次のとおりとする。 

 

前 期 課 程 博 士 課 程 
研究科名 専  攻 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 
備考 

生 理 系   －  16 

病 理 系   －  12 

社会医学系   －  12 

内 科 系   －  48 

外 科 系   －  48 

医 学 研 究 科 

計   － 136 

 保 健 学   7  14   4  12 

保健学研究科      

      

国 際 開 発  40  80   

国際文化交流  20  40   

国際医療協力  20  40   

開 発 問 題    12  36 

国 際 協 力 

研 究 科 

計  80 160  12  36 

 

 

  

  

第１５条～第１７条            ― 省  略 ― 

 

   第５章 授業科目、単位及び履修方法 

  （授業科目） 

第１８条 研究科における授業科目及び単位については、別表１－１、１－２、２－１、２

－２、３－１、３－２、３－３及び３－４のとおりとする。 

 

第１９条～第２７条            ― 省  略 ― 
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新 旧 

 

 （学位） 

第２７条の２ 前条第１項により合格した者に次に定める学位を授与する。 

 修士 

  保健学研究科     

   保健学専攻    修士（保健学） 

   看護学専攻    修士（看護学） 

  国際協力研究科 

   国際開発専攻   修士（開発学） 

   国際文化交流専攻 修士（学術） 

   国際医療協力専攻 修士（国際医療協力） 

 博士 

  医学研究科     博士（医学） 

  保健学研究科    博士（保健学） 

  国際協力研究科   博士（学術） 

  

第２８条～第５１条       ― 省 略 ― 

 

  

 

附 則          ― 省 略 ― 

 

   附 則 

１ 本学則は、平成２０年 ４月 １日から施行する。 

２ 別表２－２及び２－３の授業科目は、平成２０年度以降の入学生から適用するものとし、

別表２－１の授業科目は、平成１９年度以前の入学生に適用する。 

 

  

 

 

別表１－１～別表１－２     ― 省 略 ― 

  

  （削 除） 

 

別表２－１ 

保健学研究科における授業科目及び単位 

（平成１９年度以前の入学者に適用） 

 

 ― 省  略 ― 

 

 （学位） 

第２７条の２ 前条第１項により合格した者に次に定める学位を授与する。 

 修士 

  保健学研究科    修士（保健学） 

   

 

国際協力研究科 

   国際開発専攻   修士（開発学） 

   国際文化交流専攻 修士（学術） 

   国際医療協力専攻 修士（国際医療協力） 

 博士 

  医学研究科     博士（医学） 

  保健学研究科    博士（保健学） 

  国際協力研究科   博士（学術） 

 

第２８条～第５１条       ― 省 略 ― 
 

 

附 則          ― 省 略 ― 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

別表１－１～別表１－２    ― 省 略 ― 

  

 別表２－１ 

 

別表２－２ 

保健学研究科における授業科目及び単位 

（平成１３年度入学者から適用） 

 

― 省  略 ― 
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新 旧 

 

 

別表２－２  

 

保健学研究科保健学専攻における授業科目及び単位 

（平成２０年度入学者から適用） 

（１）博士前期課程 

専門分野 授業科目 単位数 

臨床検査・生命科学分野 

病 理 学 

感 染 症 疫 学 特 論 

免 疫 学 特 論 

細 胞 診 断 学 特 論 

血 液 学 特 論 

分 析 化 学 

臨 床 薬 理 学 

分 子 生 命 科 学 

医 療 倫 理 学 

人 類 遺 伝 学 

解 剖 学 

医 療 情 報 学 

微 生 物 学 

感 染 制 御 学 特 論 

生 化 学 特 論 

病 理 細 胞 診 断 技 術 

微 生 物 培 養 ・ 分 析 技 術 

遺 伝 子 解 析 技 術 

血 液 細 胞 培 養 ・ 分 析 技 術 

生 化 学 解 析 技 術 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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新 旧 

  

臨床検査・生命科学分野 

薬 物 代 謝 分 析 技 術 

免 疫 細 胞 生 物 学 実 験 法 

光 学 ・ 電 子 顕 微 鏡 技 術 

実 験 動 物 解 析 技 術 

病 理 学 演 習 

細 胞 診 断 学 演 習 

感 染 症 演 習 

免 疫 学 演 習 

血 液 学 演 習 

分 析 化 学 演 習 

薬 物 動 態 学 演 習 

分 子 生 命 科 学 演 習 

医 療 倫 理 学 演 習 

人 類 遺 伝 学 演 習 

分 子 解 剖 学 演 習 

病 理 学 ・ 細 胞 診 断 学 セ ミ ナ ー 

感 染 症 学 セ ミ ナ ー 

分 子 生 命 科 学 セ ミ ナ ー 

機能分子化学・薬物動態学セミナー 

人 類 遺 伝 学 セ ミ ナ ー 

分 子 解 剖 学 セ ミ ナ ー 

血 液 学 セ ミ ナ ー 

免 疫 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

  



杏林大学大学院学則 新旧対照表（案） 

- 6 - 

新 旧 

保 健 ・ 福 祉 科 学 分野 

疫 学 特 論 

環 境 保 健 学 特 論 

保 健 管 理 学 特 論 

精 神 保 健 学 特 論 

学 校 保 健 学 特 論 

人 類 生 態 学 特 論 

保 健 栄 養 学 特 論 

保 健 福 祉 学 特 論 

心 理 学 特 論 

遺 伝 教 育 論 

生 物 統 計 学 演 習 

環 境 影 響 評 価 技 術 

地 域 保 健 福 祉 論 

養 護 教 諭 実 践 論 

精 神 保 健 分 析 支 援 技 術 

国 際 保 健 学 

食 品 栄 養 分 析 解 析 技 術 

保 健 福 祉 制 度 論 

疫 学 セ ミ ナ ー 

学 校 保 健 セ ミ ナ ー 

精 神 医 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

臨 床 工 学 分 野 

生 理 学 特 論 

臨 床 生 理 学 特 論 

腎 臓 病 学 特 論 

循 環 器 病 学 特 論 

臨 床 神 経 生 理 学 

臨 床 Ｍ Ｅ 学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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新 旧 

臨 床 工 学 分 野 

医 用 基 礎 工 学 

先 端 臨 床 工 学 特 論 

医 用 情 報 シ ス テ ム 工 学 特 論 

血 液 浄 化 療 法 学 

循 環 器 病 態 生 理 学 

神 経 電 気 診 断 技 術 

生 理 学 ・ 医 用 基 礎 工 学 セ ミ ナ ー 

臨 床 Ｍ Ｅ 学 セ ミ ナ ー 

腎 臓 病 学 ・ 血液浄化療法セミナー 

循 環 器 病 態 生 理 学 セ ミ ナ ー 

神 経 生 理 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

救 急 救 命 学 分 野 

救 急 医 学 特 論 

中 毒 学 特 論 

医 療 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 特 論 

脳 神 経 外 科 学 特 論 

健 康 ス ポ ー ツ 科 学 特 論 

救 急 ・ 集 中 治 療 学 

プ レ ホ ス ピ タ ル 外 傷 学 

コ ー チ ン グ 論 

神 経 外 傷 学 

神 経 症 候 学 

救 急 医 学 ・ 中 毒 学 セ ミ ナ ー 

医療コミュニケーション学セミナー 

脳 神 経 外 科 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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新 旧 

 

（２）博士後期課程 

専門分野 授業科目 単位数 

臨床検査・生命科学分野 

腫 瘍 病 理 学 

感 染 症 疫 学 

免 疫 学 

細 胞 診 断 学 

血 液 学 

機 能 分 子 化 学 

薬 物 動 態 解 析 学 

分 子 遺 伝 学 

染 色 体 学 

分 子 解 剖 学 

情 報 工 学 

感 染 制 御 学 

生 化 学 

病 理 学 ・ 細 胞 診 断 学 セ ミ ナ ー 

感 染 症 学 セ ミ ナ ー 

分 子 生 命 科 学 セ ミ ナ ー 

機能分子化学・薬物動態学セミナー 

人 類 遺 伝 学 セ ミ ナ ー 

分 子 解 剖 学 セ ミ ナ ー 

血 液 学 セ ミ ナ ー 

免 疫 学 セ ミ ナ ー 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

保 健 ・ 福 祉 科 学 分野 

疫 学 

環 境 保 健 学 

保 健 ・ 福 祉 管 理 学 

精 神 保 健 学 

２ 

２ 

２ 

２ 
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新 旧 

保 健 ・ 福 祉 科 学 分野 

養 護 教 育 学 

人 類 生 態 学 

保 健 栄 養 学 

保 健 福 祉 学 

心 理 学 

疫 学 セ ミ ナ ー 

学 校 保 健 セ ミ ナ ー 

精 神 医 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

臨 床 工 学 分 野 

生 理 学 

臨 床 生 理 学 

腎 臓 病 学 

循 環 器 病 学 

神 経 生 理 学 

先 端 臨 床 工 学 

医 用 情 報 シ ス テ ム 工 学 

生 理 学 ・ 医 用 基 礎 工 学 セ ミ ナ ー 

臨 床 Ｍ Ｅ 学 セ ミ ナ ー 

腎 臓 病 学 ・ 血液浄化療法セミナー 

循 環 器 病 態 生 理 学 セ ミ ナ ー 

神 経 生 理 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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新 旧 

救急救命・看護学分野 

救 急 医 学 

医 療 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 

脳 神 経 外 科 学 

健 康 ス ポ ー ツ 科 学 

精 神 看 護 学 

医 療 安 全 管 理 学 

成 人 看 護 学 

高 齢 者 看 護 学 

地 域 看 護 学 

救 急 医 学 ・ 中 毒 学 セ ミ ナ ー 

医療コミュニケーション学セミナー 

脳 神 経 外 科 学 セ ミ ナ ー 

精 神 看 護 学 セ ミ ナ ー 

医 療 安 全 管 理 学 セ ミ ナ ー 

成 人 看 護 学 セ ミ ナ ー 

高 齢 者 看 護 学 セ ミ ナ ー 

地 域 看 護 学 セ ミ ナ ー 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

別表２－３ 

保健学研究科看護学専攻における授業科目及び単位 

（平成２０年度入学者から適用） 

（１）博士前期課程 

専門分野 授業科目 単位数 

地 域 保 健 看 護 分 野 

高 齢 者 看 護 学 特 論 

高 齢 者 看 護 学 演 習 

高 齢 者 看 護 学 実 習 

地 域 看 護 学 特 論 

２ 

２ 

６ 

２  
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新 旧 

地 域 保 健 看 護 分 野 

地 域 看 護 学 演 習 

地 域 看 護 学 実 習 

在 宅 看 護 学 特 論 

在 宅 看 護 学 演 習 

在 宅 看 護 学 実 習 

基 礎 看 護 学 特 論 

基 礎 看 護 学 演 習 

遺 伝 看 護 学 

法 医 看 護 学 

ジャーナルクラブ（地域保健看護分野） 

特 別 研 究 ( 論 文 指 導 ) 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

２ 

６ 

２ 

２ 

６ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

看護ケアマネジメント分野 

精 神 看 護 学 特 論 

精 神 看 護 学 演 習 

精 神 看 護 学 実 習 

看 護 医 療 安 全 教 育 論 

医 療 安 全 管 理 論 

看護医療安全教育・医療安全管理論演習 

成 人 看 護 学 Ⅰ ( が ん 看 護 Ａ ) 特 論 

成 人 看 護 学 Ⅰ 演 習 

成 人 看 護 学 Ⅱ ( が ん 看 護 Ｂ ) 特 論 

成 人 看 護 学 Ⅱ 演 習 

成 人 看 護 学 実 習 

母 子 看 護 学 特 論 

母 子 看 護 学 演 習 

母 子 看 護 学 実 習 

ジ ャ ー ナ ル ク ラ ブ 

（ 看 護 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 分 野 ） 

 

２ 

２ 

６ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

４ 

２ 

６ 

２ 

２ 

６ 

２ 
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新 旧 

看護ケアマネジメント分野 

特 別 研 究 ( 論 文 指 導 ) 

特 別 講 義 Ⅰ 

特 別 講 義 Ⅱ 

特 別 演 習 Ⅰ 

特 別 演 習 Ⅱ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

専 攻 共 通 科 目 

看 護 教 育 学 特 論 

看 護 管 理 学 特 論 

看 護 教 育 学 演 習 

看 護 研 究 方 法 論 

看 護 政 策 学 特 論 

家 族 看 護 学 特 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

保 健 学 専 攻 と の 

共 通 開 講 科 目 

医 療 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 特 論 

医 療 倫 理 学 

疫 学 特 論 

学 校 保 健 学 特 論 

人 類 遺 伝 学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

別表３－１～別表３－４       ― 省  略 ― 

 

  
  

別表４           授業料その他の学納金 

 

保健学研究科 国際協力研究科 

前期課程(修士） 後期課程 前期課程 後期課程 学生区分 学納金等区分 医学研究科 

保健学専攻 看護学専攻 (博士） (修士) (博士) 

入  学  金  250,000 円 250,000 円 250,000 円 ※250,000円 250,000 円 ※250,000 円 

授業料(年額) 600,000 円 500,000 円 800,000 円  500,000円 450,000 円 450,000 円 大学院生 

施設整備費(初年度） 200,000 円 200,000 円 200,000 円  200,000円 200,000 円 200,000 円 

※本学の保健学研究科又は国際協力研究科の前期課程(修士)を修了した者が、本学の保健学研究科又は国際協力研究科の後期課程

(博士)に進学する場合には、入学金を徴収しない。 

 

 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表３－１～別表３－４       ― 省  略 ― 
  
 

 

別表４              授業料その他の学納金 

  

保健学研究科 国際協力研究科 

学生区分 学納金等区分 医学研究科 

前期課程(修士) 後期課程(博士) 前期課程(修士) 後期課程(博士) 

入  学  金  250,000 円 250,000 円 ※250,000 円 250,000 円 ※250,000 円 

授業料(年額) 600,000 円 500,000 円 500,000 円 450,000 円 450,000 円 大学院生 

施設整備費(初年度） 200,000 円 200,000 円 200,000 円 200,000 円 200,000 円 

※本学の保健学研究科又は国際協力研究科の前期課程(修士)を修了した者が、本学の保健学研究科又は国際協力研究科の

後期課程(博士)に進学する場合には、入学金を徴収しない。 
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８． 設置の趣旨等を記載した書類



 - 1 - 

杏林大学大学院保健学研究科看護学専攻   
 
設置の趣旨等を記載した書類   
   
 
ア、設置の趣旨及び必要性 
 

（ａ）研究教育上の理念、目的 

医療技術の急速な高度化、医療・保健・福祉施設の多様化、在宅養護者の増加など近年の複雑

な看護ニーズに的確に応えていくには、看護の専門分野における実践能力や総合的な調整能力を

有する人材の養成が急務である。また医療事故が多発する昨今、医療安全管理の在り方について

十分な教育を受けた看護実践者の養成が強く求められている状況にある。 

このような社会の強い要請に応えるため、保健学研究科博士前期課程では、従来の保健学専攻

におかれた「医療・看護の科学」という専門分野から、特に看護学領域を「看護学専攻」として

独立させ、専門看護師の養成や医療安全管理等に関する高度専門職業人の養成をめざすことにし

た。 
 
（ｂ）どのような人材を養成するのか 

保健学研究科「看護学専攻」では、“真・善・美の探究”という本学建学の精神に則り、看護

の専門分野において、広い視野と豊かな学識を有し、専門性の高い業務を遂行することができる

人材を養成することを目的とする。すなわち、大学院に求められている人材養成機能(「新時代

の大学院教育 答申 平成１７年９月」の第２節)のうち、高度な専門的知識・能力を持つ高度

専門職業人の養成をめざす。 
具体的には、社会的にもその養成が急務と考えられる「がん看護」に関する専門看護師の養成、

医療安全管理に関する現場での指導者養成、急速な高齢化社会において地域での総合的な調整能

力を有する看護師の養成をめざす。このうち特に「がん看護」の専門看護師の養成を主たる目的

とする。 

  本専攻の修了者は、「がん看護」の専門看護師として、あるいは医療安全管理や地域看護・高

齢者看護等に関する広汎かつ高度な専門的知識を有する看護師としてそれぞれの現場で十分な

需要があると思われる。 
 
イ、修士課程までの構想か。又は、博士課程の設置を目指した構想か。 

 

「看護学専攻」は博士前期課程(修士課程)までの構想である。 

 

ウ、研究科、専攻等の名称及び学位の名称 

 

本専攻は上記ア、に記載したごとく看護の分野における高度専門職業人の養成が目的であり、

その教育課程および授与される学位が、明確に社会及び受験者に理解される名称が適当と考え、

専攻名は「看護学専攻」、課程を修了した者に授与する学位は「修士(看護学)」とする。 

  なお本専攻の英訳名称は、この分野で国際的にも通常用いられている Master course of 

Nursing とする。  

 

エ、教育課程の編成の考え方及び特色（教育研究上の柱となる領域（分野）の説明も含む） 
 

（１）上記アの趣旨を実現するための教育課程編制の基本的な考え方 

①保健学専攻との共通開講科目を設定した。本研究科のもう一つの専攻である保健学専攻で開講

されている科目のうち、特に看護系の基礎的な素養の涵養に重要と思われる科目を共通開講

科目として設定し、履修の便を図った。 
  ②看護学専攻の修士課程の学生として修得すべき基本的な分野を学ぶため、専攻共通科目を設

定した。 
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  ③専門分野を「看護ケアマネジメント分野」及び「地域保健看護分野」に分けて、それぞれが

養成する高度専門職業人を明確にした。 

④「ジャーナルクラブ」をそれぞれの専門分野に設定した。「ジャーナルクラブ」とは、国際的
な研究動向を学ぶ場として、各専門分野において、最新の英文雑誌の内容を教員及びその分野に

所属する各学生が紹介、討論する演習科目である。 
  ⑤各科目を、講義科目としての「特論」、ロールプレイなどを含めた「演習」及び現場での「実

習」からなる構成とした。これは講義で得た知識を単なる知識としてではなく、真に自らの

ものとし現場で応用できるようにするためである。 

⑥研究に関しては、単に研究業績を追い求めるのではなく、様々な観点から問題点を整理し、

解決する能力(問題解決能力)の育成を重視し、科学的な根拠に基づいた論文の作成法を指導

するため、特別研究として授業科目に取り入れた。 
 

以下順を追ってそれぞれの特徴を説明する。 
 
（２）保健学専攻との共通開講科目を設定 

看護学専攻のみならず大学院保健学研究科としての基礎的な素養の涵養に重要と思われる科目
あるいは看護研究のために有効な手段となりうる方法論を提供する科目として、履修を薦める科目

群である。本科目群には、コーチング理論等を教授する「医療コミュニケーション学特論」、現代

医療で最も重要なテーマの一つである「医療倫理学」、調査研究に最も重要な「疫学特論」、養護等

の学校教育の立場から保健を考える「学校保健学特論」及び臨床遺伝学の基礎を教授する「人類遺

伝学」が含まれる。 
 
（３）看護学専攻の専攻共通科目を設定 
   看護学専攻の修士課程の学生として修得すべき看護の基盤となる科目を設定し、どちらの専門

分野に進む場合でもこれらの科目の履修を選択必修科目として履修を義務付けた。 
 
（４）専攻に設置する専門分野 

本専攻を「看護ケアマネジメント分野」と「地域保健看護分野」の２つの専門分野に分けて、

目標を達成するための教育研究を行う。具体的な教育目標のうち、「がん看護」の専門看護師の養

成及び医療安全管理の専門家の養成は「看護ケアマネジメント分野」が、地域・高齢者看護に

関する専門家の養成は「地域保健看護分野」がそれぞれ受け持つ。 

各専門分野の特色は以下のごとくである。 

 
①看護ケアマネジメント分野 
本専攻の主たる目的である「がん看護」の専門看護師養成は「看護ケアマネジメント分野」の

うち「成人看護学Ⅰ(がん看護 A)」及び｢成人看護学Ⅱ(がん看護 B)｣の特論、演習及び実習が中心
となって教育する。特に特論は「成人看護学Ⅰ(がん看護 A)」「成人看護学Ⅱ(がん看護 B)」に各
４単位ずつ割り当て、がんに関する病態生理学、がん看護理論、がん看護に対する看護援助論、

がんに対してなされる種々の治療(化学療法、放射線療法を含む)に関する看護、がん看護の社会
活動（社会に対しがんの予防、早期発見のための教育・啓発・相談活動）、疼痛看護、緩和ケア

等につき、詳細かつ体系的に学ぶことのできる環境を整備した。実習についても、杏林大学医学

部付属病院を実習先とし、病棟のみならず、医療相談室など、十分な実習ができる環境にある。 
医療安全管理関連の専門家の養成も、この分野が主体となって教育する。専門授業科目として

は、「看護医療安全教育論」、「医療安全管理論」及び「看護医療安全教育論・医療安全管理論演

習」を用意し，医療安全管理のための組織構築、安全管理者の役割と権限、リスク情報の収集－

分析－対策－評価の手法、組織内人的資源の活用及び組織横断的な医療安全取り組みの実際につ

いて取り上げ、システムとしての医療安全強化のあり方について学べる体制を整えた。 
この分野にはさらに「精神看護学」及び「母子看護学」も置き、それぞれの専門的な知識を教

授する。特に「精神看護学」については、保健学研究科が保健学専攻のみであった時代から存在

する領域であり、今までに多くの修士(保健学)を育ててきた実績がある。 
 
②地域保健看護分野 
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この専門分野は、急速な社会の高齢化に伴う医療・保健・福祉の多様化、在宅養護者の増

加など近年の複雑な看護ニーズに的確に応えていく専門家を育成する分野である。とくに地

域看護と高齢者看護を同一の分野に設置することにより、地域・高齢者看護に関する包括的

な知識を学ぶ体制を構築した。 
    基礎看護学をこの分野に含めているのは、上記の専門家を養成するためには、よりレベル

の高い基礎看護学の知識の polish up が必須と考えたからである。 

    さらにこの分野に、「遺伝看護学」及び「法医看護学」という従来の看護学専攻には見ら

れない科目を設定しているのが本専攻の特徴である。遺伝医学という分野は現在最もその進

歩が著しく、かつ倫理的な面で社会的に注目されており、看護系でも非常に重要な領域にな

っている。「遺伝看護学」では、代表的な遺伝性疾患について学ぶとともに、遺伝に関する

社会認識の実態、遺伝相談から遺伝カウンセリングの現状とその方法論を教授する。遺伝に

関するこのような知識は地域で活躍する看護師・保健師に極めて重要である。また「法医看

護学」は本邦で初めての開講科目と思われるが、欧米では、forensic nursing として知られ

ている分野である。具体的には、児童虐待、ドメスティック・バイオレンス、高齢者虐待や性
犯罪被害者の診察補助、法律上根拠となりうる記録方法、治療・予後の判定の補助や心理的ケア

に加えて、必要な法的手続きを援助できる法医学を実務上に応用できる看護師を育成する学問で

ある。これらの諸項目はいずれも深刻な社会問題となっており、「地域保健看護分野」の新しい

科目として十分価値のある科目設定であると考える。 
 
（５）「ジャーナルクラブ」 

「ジャーナルクラブ」とは、国際的な研究動向を学ぶ場として、各専門分野において最新の一流

英文雑誌の内容を、教員及びその分野に所属する各学生が紹介、討論する演習科目である。英文雑

誌の講読を目的とした演習を科目として設定することにより、一流の英語論文に常に接することが

でき、より質の高い知識を得る機会を提供することができる。 
   この科目は「がん看護」の専門看護師を目指す学生は選択、それ以外の学生は必修とする。 
 
（６）修士論文指導の考え方 
   修士論文指導を「特別研究」という形で授業科目として設定した。これは単に研究業績を追

い求めるのではなく、様々な観点から問題点を整理し、解決する能力(問題解決能力)の育成を
重視し、科学的な根拠に基づいた論文の作成法を学生一人一人にきめ細かく指導するためであ

る。 
 
（７）研究指導 

研究指導は従来保健学専攻で行われている方法を看護学専攻でも踏襲する。すなわち年度初

めに、指導教授が各学生についての研究指導計画を提出し、指導方針を明らかにするとともに、

各セメスターの終了時に研究の進捗状況を報告する研究報告会を大学院教務が主催して開催

する。これは学生自らの研究の中間的なまとめをする場であるとともに、発表やディスカッシ

ョンの仕方を訓練する場としても機能している。ここでは研究成果が出ているかを性急に問う

ことはせず、研究目的や方法、結果の統計処理などを十分理解できているか確認している。 

さらに最終セメスター時には論文審査に先立ち、論文要旨発表会を開催し討論に十分な時間

を割いている。 
 
（８）必修科目・選択科目・自由科目の構成  

エ、（１）で述べた教育に関する基本方針に従い、必修科目・選択科目・自由科目の構成は

以下のようにした。 

必修科目：専門分野の教育研究に、最低限必要な科目を必修科目とし、学生が所属する研究室

が開講する特論、演習及び特別研究(論文指導)(４単位)を必修とした。 

選択科目：専攻共通科目、保健学専攻との共通開講科目、所属する専門分野科目で、選択必修

科目として設定した。 

自由科目：各学生がめざす高度専門職業人としての基礎的な素養の涵養に役立つ科目、あるい

は修士課程の学生として、看護学の諸問題を解決するための知識の幅が広がること
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が期待される科目とし、必修・選択科目以外を自由科目とした。 

 

がん看護の専門看護師を目指す学生の場合、日本看護系大学協議会が指定する科目履修が多
く、あまり自由な科目選択はできないため、専門看護師を目指す学生と、目指さない学生とに分け

て以下のような選択必修科目を設定した（別紙の履修モデルを参照）。 

①「がん看護」の専門看護師を目指す学生  （履修モデル１参照） 

専攻共通科目のうち４科目（８単位）以上を選択必修とする。 

看護ケアマネジメント分野のうち「成人看護学Ⅰ(がん看護Ａ)」、「成人看護学Ⅱ(がん看

護Ｂ)」の特論・演習、「成人看護学実習」の計１８単位及び特別研究(論文指導)(４単位)

は必修とする。 

 

   ②それ以外の学生 (履修モデル２、３参照) 

専攻共通科目のうち２科目(４単位)を選択必修とする。 

保健学専攻との共通開講科目のうち２科目(４単位)、及び所属する専門分野の科目の講

義・演習科目から４科目(８単位)を選択必修とする。ただし所属する研究室が開講する特

論、演習、「ジャーナルクラブ」(２単位)及び特別研究(論文指導)(４単位)は必修とする。 

 

オ、教員組織の編成の考え方及び特色 
 
   教育の中心となる科目(成人看護学関連科目、医療安全関連科目、地域あるいは高齢者看護

学)については、博士号を有する各授業科目を専門とする教授、准教授を配置し、それ以外の

科目については、博士号を持たない教授、准教授及び講師を配置して教育に当たる。これらの

教員(研究補助教員)はいずれも修士の学位を有しており、看護学科での学生に対する研究教育

指導も十分な実績があり、研究教育上の業績が博士の学位を有しているものに準ずる者と判断

される教員であるため、それぞれ専門とする授業科目を担当させることにより、教育課程に見

合った適切な教員配置となっている。 

   なお保健学専攻との共通開講科目を担当する各教員、精神看護学、遺伝看護学、法医看護学

及び特別講義を担当する教員はいずれも博士の学位を有している。 
 
  教員年齢構成と定年規程との関係について 
    専任教員は現時点で全員定年までに５年以上を残している。看護学専攻は博士前期課程の 2年

課程であり、最初の卒業生を輩出する平成 22 年３月までに定年を迎える者はいないため、規定
上問題はない。 
なお、本学の定年規定は、教育職員の教授の場合、満６５歳に達した日の属する年度の末日（杏

林学園職員就業規則第２１条５項(5)号）となっている。 
 
カ、履修指導、研究指導の方法及び修了要件 
   

保健学研究科では設立当時から少人数教育とし、各学生の希望に添ったきめの細かい教育研

究指導をするという点に特徴があり、最近注目されているテイラーメイドな教育を先取りした

体制を採用している。この伝統は看護学専攻にも引き継いでいく。 

   

 （１）履修指導 

保健学研究科では平成１９年度から指導教員が毎年、各々の学生について指導計画を提示す

る「研究教育指導計画書」を作成し、大学院委員会に提出する形をとっている。更に各学生に

ついても、毎セメスターごとに「履修計画届」を提出させている。このように教員、学生双方

から履修に関する計画書を提出させることによって、双方の意思確認ができ、各学生の希望す

る人材養成に見合う最適な科目履修計画を策定できる。 

   各授業科目の履修については、本専攻の学生の大多数が社会人である可能性を考え、ベルト

コンベア式な科目履修方法は避け、原則的には修学中の４セメスターのどこで履修しても可と

し、学生の置かれている社会的な状況に合わせることができるようにした。ただし実習科目を
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選択する場合は、その前に同一科目の特論(講義科目)と演習を履修している必要がある。 

望ましい履修方法については、毎セメスター開始時のガイダンスに、大学院教務委員会が各

学生に、具体的な履修モデルを提示して説明する。 

   

履修モデルの例(別紙参照)  (エの（８）も参照されたい。) 

    モデル１：「がん看護」の専門看護師を目指す場合の履修について。 

    モデル２：医療安全管理の専門家を目指す場合の履修について。 

    モデル３：地域保健看護分野の専門家を目指す場合の履修について。 

    

 （２）研究指導（当該専攻では「特別研究」） 

 エの（７）研究指導も参照されたい。 

   ①出願時における確認 

看護学専攻の学生は社会人学生(看護師あるいは保健師)が大部分と思われるが、一般選

抜のみならず社会人特別選抜においても、出願前から研究指導教員と接触し、学生の希望

研究テーマが本専攻で指導研究でき、期限内に論文作成が完了するかを、両者で十分検討

し、その結果を社会人特別選抜の事前審査に「研究計画書」として提出することを義務付

けている。入学試験の面接の席で、計画書を説明させ内容が理解できているかを確認する。 

 

   ②研究教育指導計画書 

     研究教育指導計画書については従来からある保健学専攻で行われている方法を看護学

専攻でも踏襲する。すなわち年度初めに、指導教授が各学生についての研究教育指導計

画を提出し、指導方針を明らかにする。 

     

   ③倫理審査 

本研究科では、大学院生の行う研究は倫理審査の対象となることを明示しているので、

指導教員が代表者、大学院生が分担者として審査を申請し、承認を受けなければならな

い。 

 

   ④研究報告会 

     第２セメスター（本研究科はセメスター制を導入している。第２セメスターとは１年目

の後半）及び第３セメスター終了時に、研究の進捗状況確認のため、「研究報告会」を開

催し、各学生に自身の研究進捗状況を公開させる。 
     その場では研究成果が出ているかを性急に問うことはせず、①研究課題（これは仮のもので

も可）、②研究背景(関連分野の現況、先行研究に関する概説)、③目的(何をどこまで明らかに
する予定かを説明)、④方法(目的を達成するための実験ないしは調査計画と解析方法)、⑤結果
(現時点までの進行状況、前回報告から新たに明らかになった点を紹介)、⑥今後の方針、の各
項目について発表させ、研究目的や方法、結果の統計処理などを十分理解できているか確認す

る。問題点がある場合はその場で学生ないしは指導教員に対し改善を勧告する。半期ごとに研

究の進捗状況を報告することによって、学生は自らの研究の進捗状況を他の学生と比較するこ

とができ、研究発表やディスカッションに慣れる事ができる。また指導教員以外の教員からの

助言を得るよい機会にもなる。 
   

⑤修士論文発表会 

最終セメスター時には論文審査に先立ち、「修士論文発表会」を開催し、討論に十分な

時間をとっている。 

 

   ⑥修士論文審査 

修士論文審査の審査委員は３名とし、研究科委員会で指名される。審査の公正さを保つ

ため、直接の研究指導教員は審査委員から外れ、看護学専攻の他の研究指導教員が主査と

なり、原則として保健学専攻からも１名副査に加わった形で学位審査を行う予定である。

そうすることによって、仲間内のみでの審査を避けることができ、別の立場からみた助言
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や修正を加えた，より質の高い修士論文を作成できる。 

 

  （３）修了要件 

修了要件は、２年間に授業科目を３０単位以上修得し、論文審査及び最終試験に合格した

ものとし、修士(看護学)を授与する。最終試験は、学位審査を行う審査委員によって原則とし
て口頭試問の形で行われ、修士論文の内容のみならず、関連する領域についての知識も問う形

でなされる。論文審査結果と、修了試験の結果は研究科委員会に報告され、承認を受けなけれ

ばならない。 
    最終的に提出された修士論文は、大学の保健学図書館に保管され、開館時間内であれば、

いつでも閲覧可能とする。 

 

キ、特定の課題についての研究成果の審査を行う場合 
 

  看護学専攻を含め保健学研究科では、この方法をとる予定はない。 

 

ク、施設・設備等の整備計画 
 

（１）講義室等の設備 

今回申請する「看護学専攻」の募集人員は７名である。授業形態は講義、演習が主体であり、

研究についても調査研究が主体で、実験を必要とする研究スタイルは、看護学という学問の性

質上、想定していない。そのため、施設・設備は既存の保健学部及び大学院保健学研究科で使

用している講義室とカンファレンスルーム(大学院生室)等を利用することで十分足り、新たな

整備は必要ない。また実習科目については、杏林大学医学部付属病院を実習病院として利用す

る。 

 

（２）図書等の整備計画 

現在、杏林大学では学部生、大学院生ともに、「看護学専攻」の設置を予定している八王子

キャンパスの保健学図書館所蔵の図書のみならず、三鷹キャンパスの医学図書館所蔵の図書も

自由に閲覧できる。蔵書の種類及びその数は「看護学専攻」の研究教育目的に照らしても、適

切である。また、各図書館には利用者用に多数のコンピュータが配置されており、電子ジャー

ナル化もほぼ終了している。さらに後述するように八王子キャンパス内にはコンピュータ室が

7 室あり、図書館に行かなくとも、大学の図書館のみならずインターネットを使用することに

よって自由に文献検索等が可能となっている。 

学生の自習室（研究室）については、すでに保健学研究科には大学院学生室が３部屋あり、

ここを保健学専攻の学生と共同で使用する。また各学生の所属する研究室内にも、それぞれ個

別のスペースを確保する。 

 

資料：学生の自習室(研究室)見取り図 （別掲） 

 

ケ、既設の学部との関係  （別紙参照） 
   

看護学専攻は、保健学部看護学科を基礎として、その専門分野においてさらに深奥を極めた

いと希望する学生を求めている。その中には卒業後、看護師や保健師、助産師として臨地での

経験を積んだ後に受験・入学する学生もいる。特に専門看護師を目指す学生についてはその方

を推奨している。そのため学部教育との一貫性は特に求めず、現場に即したよりレベルの高い

授業を目指す。 

   現在、保健学部看護学科には成人・高齢者看護学、地域看護学、精神看護学、基礎・在宅看

護学及び母子看護学・助産学の５研究室が存在する。今回申請する看護学専攻の最も大きな柱

である「がん看護」の専門看護師養成を担当する教員は、学部では成人・高齢者看護学研究室

に所属し、成人看護学(がん看護)を専門とする教員たちが当たり、研究領域は学部・大学院と
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も一致している。また 2つ目の柱である医療安全管理の専門家の養成にあたる研究室は、学部

では救急救命学科に所属している医療安全管理学研究室の教員が担当する。この研究室は大学

院では看護学専攻に所属する。第３の地域看護・高齢者看護に通じた専門家の養成には、地域

看護学及び成人・高齢者看護学研究室のうち高齢者担当の教員がその教育研究を行う。 

その他の開講科目、すなわち精神看護学、母子看護学、在宅及び基礎看護学はいずれも学部

と大学院が同じ授業科目を担当している教員があたるため、教育研究領域とも学部と研究科看

護学専攻で整合している。 

 

コ、入学者選抜の概要 
 

看護学専攻では学部を卒業した直後、あるいは一旦看護師や保健師として臨地での業務を経

験した後に受験するといういずれの形も可能である。特に専門看護師を目指す場合は、後者が

選抜の主体となる。 

   入学試験は一般選抜、社会人特別選抜に分かれるが、いずれも毎年２回試験を行う。大学院

保健学研究科はセメスター制を導入しているため、応募する時点で春学期、秋学期入学のいず

れを選択するか申請する。 

   一般選抜試験は英語、専門科目及び面接からなる。 

下記の社会人学生の定義に合致する者は、社会人特別選抜で受験できる。社会人特別選抜を

受験する者に対して事前に出願資格の確認を行う。この時点で受験生が作成した研究計画書を

提出させ、大学院委員会が指導予定教員にその研究計画の実現可能性に付き確認をする。社会

人特別選抜は英語と面接、また専門試験に代え小論文を課している。 

 

社会人学生の定義 

杏林大学大学院保健学研究科における「社会人学生」とは、「学校、研究所、官公庁、会社、

非営利団体等に 1年以上勤務し、かつ入学後も就業を継続する者」をいう。 

 

サ、大学院設置基準 第２条の２項又は第１４条による教育方法を実施する場合。 
 

 保健学研究科ではすでに、大学院設置基準第１４条、教育方法の特例に定めるところにより、

授業の一部を夜間開講、土曜日開講のかたちで実施している。今回設置する「看護学専攻」に

おいても同様に実施する。 

  

 （１）実施方法 

   標準修業年限は２年とする。 

   本特例は、原則として社会人学生に対して実施する。 

   夜間開講科目及び土曜日開講科目については、各セメスターの授業科目のうち各分野の半数

から２/３程度とし、開講が一時期に偏らないように調整を行っている。 

夜間開講の授業時間は以下のとおりである。 

      時限   時間帯 

    ５時限  １６時２０分～１７時５０分 

    ６時限      １８時００分～１９時３０分 

    ７時限  １９時４０分～２１時１０分 

  

    大学院教務委員会は、各教員の学部の授業の配置に十分配慮した上で、開講時期を調整する。 

  

 （２）図書館 
    八王子キャンパスに設置されている保健学図書館は、平日は午前９時から午後９時半まで開館

しており、社会人学生の利用にも十分配慮された形になっている。また三鷹キャンパスの医学図

書館も本学学生であれば利用可能であり、保健学図書館と同様の開館時間で利用できる。更に平

成１９年４月から日曜、祝日も１２時から１７時まで開館されるようになり、一層学生の利用に

便宜が図られる。 
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 （３）情報処理施設等の利用方法  
    八王子キャンパス内には７つのコンピュータ室があり、合計３１７台のパソコンが、学部学生

と共用ではあるが、午前９時半から午後８時まで、学内 LAN を利用してインターネットや電子
メールの送受信ができ、文献調査などに利用可能な環境にある。 

  

 （４）学生の厚生に対する配慮  保健センター、学生相談室 
    八王子キャンパスでは「保健センター」が有り、校医を含めた医療職が傷病者の応急処置を行

うほか、病状によっては本学付属病院又は八王子市内の病院への移送手配を行う。傷病のほかに

一般的な健康相談も行っている。なお定期健康診断を、毎年４月上旬に実施している。 
    また学生相談室も学部学生と同様に使用可能で、学業に関すること、健康管理に関すること、

人間関係に関すること、心の健康に関すること等、様々な事柄について臨床心理士あるいは職員

が相談に応ずる。セクシュアル・ハラスメント（SH）に関してもＳＨ相談員を配置し、速やか
に対応する体制がとられている。また相談業務全般に関して個人のプライバシーを厳守する体制

がとられている。 
 
 （５）キャリアサポートセンター 
    キャリアサポートセンターでは学部学生のみならず、大学院学生の就職支援も積極的に行って

いる。 
 

シ、社会人を対象とした大学院教育の一部を本校以外の場所（サテライトキャンパス）で

実施する件について 
 

看護学専攻の教育目標からみて、社会人である看護師や保健師が学生の主体になると考えら

れるため、その便を図ることが必要である。その一つの方策として、特に専門分野の授業につ

いては、半数程度は医学部及び付属病院のある三鷹キャンパスで開講する予定である。 

三鷹キャンパスには、看護学科の学生のための講義室が複数用意されている。学部の学生が

使用するのは昼間の講義のみであるので、社会人学生を対象とする夜間開講及び土曜日開講の

講義にはこれらの教室を当てることができ、定員１４名の教育は十分可能である。 

また、三鷹キャンパスには医学部があるため教育研究環境は整っており、図書についても医

学図書館が自由に利用でき、文献検索などに関する十分な設備が整っている。さらに医学図書

館は日曜も開館しているため、多忙な社会人学生にとっても、十分な環境にある。 

 
教員の移動等への配慮 
三鷹キャンパスは八王子キャンパスから公共の交通機関を利用すると概ね１時間３０分かかる

ため、三鷹キャンパスでの授業は、学部の講義・実習を十分配慮して時差、日差を設け、教員及び

学生に負担のかからないような開講時間を設定する。 
なお多くの教員が車により移動している。この場合、45分での移動が可能で、両キャンパスに駐
車場を完備している。 

 
ス、多様なメディアを高度に利用して、授業を教室以外の場所で履修させる場合。 
 

  今回の申請の時点では、この項目については予定していない。 

 

セ、通信教育を行う課程を設ける場合 
 

  この項目については予定していない。 

 

ソ、自己点検・評価 
 

   杏林大学では毎年自己点検・自己評価のためのデータブックを「杏林大学の現況」として作
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成し、冊子体で公開している。これには学部及び大学院についての現況が記載されている。  

学部だけではなく研究科にも、研究科自己評価委員会が大学活動組織として存在し、この委員

会が中心となり、上記の「杏林大学の現況」を毎年作成している。また大学基準協会による外

部評価も平成１３年に受けており、さらに平成２０年に再度評価を受けることになっている。 

 

タ、情報の提供 
   

  大学のホームページを利用した情報公開を積極的に行っている。 

 

チ、教員の資質の維持向上の方策 
 

   教員評価が今年度から導入される。この中で、大学院における授業、論文指導等が評価項目

になる予定である。またＦＤの一環として看護学専攻に関連した研修などを、学部の「ＦＤ・

将来構想・授業評価委員会」と大学院の「保健学研究科教務委員会」が共催の形で今年度中に

複数回、開催する予定になっている。 
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履修モデル １ 
 
専門看護師(がん看護)を目指す学生 
 専門看護師認定協会が指定する科目履修が多く、あまり自由な科目選択はできない。 
 
  
授業科目の履修および修士論文作成 
以下の科目を２年間で履修。履修時期は自由であるが講義・演習課目は 1年で履修が望ましい。 

   実習は 1年から２年にかけて行う。 修士論文作成の主体は２年目。 
  
   １年(第１、２セメスター)  

 
専攻共通科目及び専門教育科目受講 

 
専攻共通科目(8単位以上)       保健学専攻との共通開講科目 (自由選択) 

 
がん看護専門教育科目 (14単位) 

      成人看護学Ⅰ(がん看護Ａ)特論(４単位)  成人看護学Ⅱ(がん看護Ｂ)特論(４単位) 
      成人看護学Ⅰ演習（２単位）       成人看護学Ⅱ演習（２単位） 
       

 
 

    実習 がん看護専門教育科目(実習)として成人看護学実習を開始(単位認定は 2年で) 
 

 
特別研究(修士論文作成)  
主体は２年目で。ただし１年目に研究実施計画を作成し 
第２セメスター終了時に研究報告会で発表 

 
   
 

 
２年(第３、４セメスター)   

 
専攻共通科目及び専門教育科目受講（１年目に受講できなかったもの） 

     
   実習  がん看護専門教育科目(実習)として成人看護学実習（６単位） 
 
    

特別研究(修士論文作成) ４単位   
第３セメスター時に研究の進捗状況を発表(研究報告会) 

    第 4セメスター時に修士論文発表会 
    修士論文作成 
 
  
 修士論文審査 

 
 
課程修了 
修了要件は 30単位以上を取得し修士論文を提出 
修士論文審査及び最終試験に合格 

 
  修士(看護学)を取得し卒業 
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履修モデル２ 
 
医療安全管理の専門家を目指す学生 

 
 
授業科目の履修および修士論文作成 
以下の科目を２年間で 30単位以上履修。履修時期は自由。 

   修士論文作成の主体は２年目。 
 
  
   １年(第１、２セメスター)  

 
   授業科目（講義・演習） 

専攻共通科目(２科目以上を選択必修)   
 
保健学専攻との共通開講科目 (２科目以上を選択必修) 

 
看護ケアマネジメント分野のうち「看護医療安全教育論」、「医療安全管理論」、 
「看護医療安全教育論・医療安全管理論演習」「ジャーナルクラブ」の４科目は必修。 
 その他は自由に選択 
  
 特別講義ⅠⅡ、特別演習ⅠⅡ、地域保健看護分野の開講科目 (自由に選択) 
 
特別研究(修士論文作成)  

主体は２年目で。ただし１年目に研究実施計画を作成し 
第２セメスター終了時に研究報告会で発表 

 
   

 
２年(第３、４セメスター)   

 
専攻共通科目、保健学との共通開講科目、看護ケアマネジメント分野、地域保健看護分野 
の科目で１年目に受講できなかったものを受講   

     
    
   特別研究(修士論文作成) ４単位   

第３セメスター時に研究の進捗状況を発表(研究報告会) 
    第 4セメスター時に修士論文発表会 
    修士論文作成 
 
  修士論文審査 

 
 
課程修了 
修了要件は 30単位以上を取得し修士論文を提出 
修士論文審査及び最終試験に合格 

 
  修士(看護学)を取得し卒業 
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履修モデル３ 
 
地域保健看護分野の専門家をめざす学生 

 
 
授業科目の履修および修士論文作成 
以下の科目を２年間で 30単位以上履修。履修時期は自由。 

   実習は 1年から２年にかけて行う。修士論文作成の主体は２年目。 
  
   １年(第１、２セメスター)  

 
   授業科目（講義・演習） 

専攻共通科目(２科目以上を選択必修)   
 
保健学専攻との共通開講科目 (２科目以上を選択必修) 

 
地域保健看護分野 
所属する研究室が開講する特論、演習の２科目および「ジャーナルクラブ」は必修。 
 その他の特論、演習のうち１科目は選択必修、それ以外は自由に選択 
  
 特別講義ⅠⅡ、特別演習ⅠⅡ、看護ケアマネジメント分野の開講科目 (自由に選択) 
 

   実習  所属する研究室の実習(必修ではない)をする場合は、特論、演習を履修後に。 
       単位の認定は 2年で行う。 

 
特別研究(修士論文作成)  

主体は２年目で。ただし１年目に研究実施計画を作成し 
第２セメスター終了時に研究報告会で発表 

 
 
 
２年(第３、４セメスター)   

 
専攻共通科目、保健学との共通開講科目、看護ケアマネジメント分野、地域保健看護分野 
の科目で１年目に受講できなかったものを受講 

     
   

実習  所属する研究室の実習(必修ではない)をする場合は、１年から継続（６単位） 
 
  
   特別研究(修士論文作成) ４単位   

第３セメスター時に研究の進捗状況を発表(研究報告会) 
    第 4セメスター時に修士論文発表会 
    修士論文作成 
 
  修士論文審査 

 
 
課程修了 
修了要件は 30単位以上を取得し修士論文を提出 
修士論文審査及び最終試験に合格 

 
  修士(看護学)を取得し卒業 
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既設の学部との関係  
 
 
 保健学研究科 看護学専攻     
 

看護ケアマネジメント分野      地域保健看護分野          
            
精神看護学   成人看護学Ⅰ、Ⅱ    地域看護学   高齢者看護学  

 
医療安全管理関連科目  母子看護学   在宅看護学  基礎看護学   
 
         遺伝看護学(＊)  法医看護学(＊) 
  
      
            
 

 
 
  精神看護学 母子看護学・助産学 成人・高齢者看護学  地域看護学  基礎・在宅看護学 
 
      看護学科 ５研究室 
 
 
救急救命学科 
       保 健 学 部  
医療安全管理学研究室 
 
 
 

＊：医学部教員の兼担科目 
 











９． 教員名簿〔学長及学部長の氏名等〕



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

ﾅｶﾞｻﾜ ﾄｼﾋｺ 杏林大学長

学 長 長澤　俊彦 76 医学博士 1,420 （平10.4）

〈平成20年4月〉

ｵｵﾀｷ ｼﾞﾕﾝｲﾁ 杏林大学大学院保健学研究科長

保 健 学 大瀧　純一 57  博士(医学) 504 （平18.4）

研 究 科 長 〈平成20年4月〉 杏林大学保健学部

看護学科教授

（平12.4）

学 長 及 び 研 究 科 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

教　　　員　　　名　　　簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）
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10． 教員名簿〔教員の氏名等〕



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

オオタキ ジュンイチ
精神看護学特論 2 15コマ 杏林大学保健学部

専 教 授 大瀧　純一 57
博士
(医学)

504 ジャーナルクラブ 0.6 5コマ 看護学科教授

＜平成20年4月＞ 精神看護学実習 6 180時間 （平12. 4）

特別講義Ⅱ 0.8 6コマ

特別研究（論文指導） 4 30コマ

ナカジマ エミコ
看護教育学特論 0.4 3コマ 杏林大学保健学部

専 教 授 中島　恵美子 46
博士

(看護学)
425 看護教育学演習 0.6 5コマ 看護学科教授

＜平成20年4月＞ 看護研究方法論 0.6 5コマ （平18.10）

成人看護学Ⅰ特論 2.1 8コマ

成人看護学Ⅱ特論 2.6 10コマ

成人看護学実習 6 180時間

ジャーナルクラブ 0.6 5コマ

特別講義Ⅰ 2 15コマ

特別講義Ⅱ 2 15コマ

特別演習Ⅰ 2 15コマ

特別演習Ⅱ 2 15コマ

特別研究（論文指導） 4 30コマ

オオキ サチコ
看護政策学特論 0.6 5コマ 杏林大学保健学部

専 教 授 大木　幸子 46 博士
(都市科学）

425 看護研究方法論 0.6 5コマ 看護学科教授

＜平成20年4月＞ 地域看護学特論 2 15コマ （平19. 4）

地域看護学実習 6 180時間

看護政策学特論 0.6 5コマ

特別演習Ⅰ 2 15コマ

特別演習Ⅱ 2 15コマ

ジャーナルクラブ 0.6 5コマ

特別研究（論文指導） 4 30コマ

教 員 の 氏 名 等

（保健学研究科看護学専攻）

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
現　職

（就任年月）
調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

担当
単位数

年間
開講数

- 1 -



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
現　職

（就任年月）
調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

担当
単位数

年間
開講数

カワムラ  ハルコ
看護管理学特論 1.3 10コマ 杏林大学保健学部

専 教 授 川村　治子 55
博士
(医学)

527 看護政策学特論 0.6 5コマ 救急救命学科教授

＜平成20年4月＞ 看護医療安全教育論 2 15コマ （平19. 4）

医療安全管理論 2 15コマ

看護医療安全教育・医療
安全管理論演習

2 15コマ

ジャーナルクラブ 0.6 5コマ

特別研究（論文指導） 4 30コマ

コンドウ フサエ
看護教育学演習 1.3 10コマ 杏林大学保健学部

専 教 授 近藤　ふさえ 50
博士

(保健学)
493 家族看護学特論 0.6 5コマ 看護学科教授

＜平成20年4月＞
（平成19年5
月取得見込
み）

ジャーナルクラブ 0.6 5コマ （平19. 4）

高齢者看護学特論 2 15コマ

高齢者看護学演習 2 15コマ

高齢者看護学実習 6 180時間

特別研究（論文指導） 4 30コマ

イイダ カナエ
看護教育学特論 0.8 6コマ 杏林大学保健学部

専 教 授 　飯田  加奈恵　 61
修士

(健康教育
学)

527 看護管理学特論 0.6 5コマ 看護学科教授

＜平成20年4月＞ 在宅看護学特論 2 15コマ （平10. 4）

在宅看護学演習 2 15コマ

在宅看護学実習 6 180時間

特別講義Ⅰ 2 15コマ

シバタ  マリコ
看護政策学特論 0.6 5コマ 杏林大学保健学部

専 教 授 柴田　眞理子 58
修士

(体育学)
527 家族看護学特論 1.3 10コマ 看護学科教授

＜平成20年4月＞ 母子看護学特論 1 8コマ （平18. 4）

母子看護学実習 6 180時間

イマトメ　シノブ
看護教育学特論 0.8 6コマ 杏林大学保健学部

専 教 授 今留　忍 57
修士

(看護学)
504 基礎看護学特論 2 15コマ 看護学科教授

＜平成20年4月＞ 基礎看護学演習 2 15コマ （平19. 4）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
現　職

（就任年月）
調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

担当
単位数

年間
開講数

ヤマグチ ヨシコ
看護研究方法論 0.6 5コマ 杏林大学保健学部

専 准教授 山口　佳子 41
博士

(看護学)
387 地域看護学演習 2 15コマ 看護学科准教授

＜平成20年4月＞ ジャーナルクラブ 0.6 5コマ （平18. 4）

特別研究（論文指導） 4 30コマ

アサヌマ ナミ
精神看護学演習 2 15コマ 杏林大学保健学部

専 准教授 浅沼　奈美 44 377 特別講義Ⅱ 0.2 2コマ 看護学科准教授

＜平成20年4月＞ (平19. 4)

コバヤシ　ユウコ
成人看護学Ⅰ特論 0.9 7コマ 杏林大学保健学部

専 准教授 小林　優子 44
修士

(教育学)
437 成人看護学Ⅰ演習 1 8コマ 看護学科准教授

＜平成20年4月＞ 成人看護学Ⅱ演習 0.9 7コマ （平17. 4）

アズマ　リエ
成人看護学Ⅰ演習 0.9 7コマ 杏林大学保健学部

専 准教授 東　利江 46
修士

(看護学)
437 成人看護学Ⅱ演習 1 8コマ 看護学科准教授

＜平成20年4月＞ （平19. 4）

サトウ キミコ
母子看護学演習 0.5 4コマ 杏林大学保健学部

専 准教授 佐藤　喜美子 57 468 看護学科准教授

＜平成20年4月＞ （平16. 4）

ツチヤ ユリコ
母子看護学演習 0.4 3コマ 杏林大学保健学部

専 准教授 土屋　有利子 51 487 看護学科准教授

＜平成20年4月＞ （平18. 4）

ハシモト ヨシミ
母子看護学特論 0.9 7コマ 杏林大学保健学部

専 准教授 橋本　佳美 51
修士

(開発学)
478 母子看護学実習 6 180時間 看護学科准教授

＜平成20年4月＞ （平18.4）

ササキ　 ユウコ
母子看護学演習 0.4 3コマ 杏林大学保健学部

専 講 師 佐々木　裕子 45 401 看護学科講師

＜平成20年4月＞ （平18. 4）

  修士
(教育学)

修士
(リハビリ
テーション
学)

  修士
(開発学)

  修士
(看護学)
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
現　職

（就任年月）
調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

担当
単位数

年間
開講数

オオワキ 　ジュンコ
母子看護学演習 0.6 5コマ 杏林大学保健学部

専 講 師 大脇　淳子 50 411 看護学科講師

＜平成20年4月＞ （平19. 4）

サカモト　 ユウコ
成人看護学Ⅱ特論 0.6 5コマ 杏林大学保健学部

専 講 師 坂本　祐子 42 382 看護学科講師

＜平成20年4月＞ （平19. 4）

コイケ　 ヒデミ
特別講義Ⅱ 0.9 7コマ 杏林大学保健学部

兼担 教 授 小池　秀海 59 医学博士 581 救急救命学科教授

＜平成20年4月＞ （平19. 4）

ヤナギサワ　 アツオ

医療コミュニケーション
学特論

2 15コマ 杏林大学保健学部

兼担 教 授 柳澤　厚生 56 医学博士 588 救急救命学科教授

＜平成20年4月＞ （平19. 4）

ガモウ　 シノブ
医療倫理学 2 15コマ 杏林大学保健学部

兼担 教 授 蒲生　忍 57 医学博士 551 臨床検査技術学科教授

＜平成20年4月＞ （平10. 4）

テルヤ　 コウジ
疫学特論 2 15コマ 杏林大学保健学部

兼担 教 授 照屋　浩司 49 医学博士 493 健康福祉学科教授

＜平成20年4月＞ （平19. 4）

オオミネ　 トモコ
学校保健学特論 2 15コマ 杏林大学保健学部

兼担 教 授 大嶺　智子 50
博士
(医学)

504 健康福祉学科教授

＜平成20年4月＞ （平19. 4）

キシ　 クニカズ
人類遺伝学 2 15コマ 杏林大学保健学部

兼担 教 授 岸　邦和 61 医学博士 603 健康福祉学科教授

＜平成20年4月＞ （平19. 4）

  修士
(看護学)

  修士
(看護学)
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
現　職

（就任年月）
調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

担当
単位数

年間
開講数

サトウ　 ヨシノブ
法医看護学 2 15コマ 杏林大学医学部

兼担 教 授 佐藤　喜宣 58 医学博士 618 医学科教授

＜平成20年4月＞ （昭62. 2）

オノ 　マサエ
遺伝看護学 2 15コマ 杏林大学医学部

兼任 教 授 小野　正恵 52
博士
(医学)

11 医学科客員教授

＜平成20年4月＞ （平15. 4）
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